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　一日サボると、遅れを取り戻すのに三日かかるらしい。

　三日サボると一週間。一週間サボると一ヶ月。だったら四ヶ月間の遅れを取り戻すには一体どれだけの時間がかかるのだろう。

　そんなことを考えながら保健室の扉を開けた僕を、タバコの煙が出迎えた。

「[image: ]あし屋や。またお前、性しよう懲こりもなくサボりに来たのか」

　パイプ椅い子すに腰掛け、指の間にタバコを挟んでいる白衣の女性は、まるでゴミでも見るかのような目を僕に向けてきた。

「最近、とんと姿を見せなくなっていたから、ああ、あいつもようやく心を入れ替えたかと思っていたが……人はそう簡単には変わらんらしいな」

　髪は鳥の巣みたいにぼさぼさで、目の下には隈くまが常駐している。

　ちゃんと身なりを整えれば美人に見えるだろうに、それを台無しにするほど不健康そうな見た目をしたこの人はしかし、この学校の保健医だ。

「荒あら川かわ先生。違いますって。今日の僕は本当に体調が悪いんです」

「なんだ。授業を真剣に聞きすぎて知恵熱でも出たか？」

「かもしれないです」

「ははは。お前に限ってそれはないだろう」

「めちゃくちゃ侮られてるな……。それより先生、いいんですか？　保健室でタバコ吸うのはさすがにマズイでしょ」

「タバコじゃない。アイコスだ。学校じゃ酒もギャンブルもできんからな。これくらいは息抜きとして吸わせろ」

「酒・タバコ・ギャンブルってダメ人間の三種の神器ですよね」

「ふん。好きなものを好き放題嗜たしなむのが人生を楽しむコツだ。禁欲して長生きしたところで何の意味もあるまい」

「保健医の台詞せりふとしてはどうかと思いますけど」

「私たちはお前らが思うよりずっと不摂生な生活をしてるぞ。ま、休みたいなら好きなだけ休んでいけばいい。ただし証拠を確認してからだ」

「証拠？」

「仮病の生徒を全員休ませていたらベッドがいくつあっても足らんからな。ほれ、体温計をくれてやる。ここで熱を測れ」

「はあ。どうも」

　僕は体温計を受け取ると、脇の下に挟み込もうとする。

「おい、ちょっと待て」

「はい？」

「[image: ]あし屋や。お前、ちょっと万歳してみろ。万歳」

「どうしてですか」

「脇の下にカイロを挟んで体温を捏ねつ造ぞうしようとしている可能性がある。四月のお前はよくこの手でサボろうとしていたからな」

「…………」

　僕は潔白を示すために無言で両手を挙げる。

「ふむ。何も挟み込んでないようだな」

「もういいですか。測りますよ」

「待て」

「今度は何ですか」

「ソファに座って、しばらく待機しろ。ここに来る前、階段ダッシュをして体温を上げてきたかもしれんからな」

「僕の信用なさすぎるだろ！　もうそんなことしないよ！」

　過去にはしていた。

　[image: ]あし屋や式仮病四十八手の一つだった。

「ふん。私の目は誤ご魔ま化かせんぞ。……よし、そろそろ頃合いだ。体温を測れ。本当に熱があるかどうか見極めてやる」

　僕は今度こそ腋わきの下に体温計を挟み込む。

　ピピピ。ピピピッ。

「む。三十七度三分。お前、本当に熱があるじゃないか」

「だからそう言ったでしょ！　──って、痛たた……」

　頭が内側からノックされているかのようだ。

　これじゃとてもじゃないけど次の授業は受けられそうもない。

　原因はさっき荒あら川かわ先生が冗談めかして言った通り、知恵熱だ。

　今までは授業を集中して聞いてこなかったから発症しなかっただけで、昔から集中するとこうなることが度々あった。

　しかし生きつ粋すいのサボり魔である僕がなぜ今は真面目まじめに授業を受けているのか。

　それを説明するためには少しばかり話を遡さかのぼる必要がある。

　僕、[image: ]屋優ゆう太たは四月のある日、ひょんなことから時間を早送りして飛ばすことができる力を手に入れた。スキップ能力と名付けたそれはとても便利で、使えば嫌なことや面倒なことから簡単に逃げ出すことができた。ものぐさな僕はスキップを濫らん用ようしていたんだけどあるときに気づいてしまったのだ。

　時間を飛ばせば、その間の知識や経験は失われてしまう。そしてそれらは何よりもかけがえのないものだったんだって。

　僕はスキップで失ったもの──その間の知識を取り戻すために今、必死になって授業を受けているわけだけど、やっぱり四ヶ月間のブランクというのは大きいようで中々ついていくことができない。集中して聞こうと思っても、脳が慣れてないせいかオーバーヒートして今みたいに発熱してしまうのだ。

　三つ子の魂百までと言うけど、人間、変わるのは難しい。だけど、めげることなく僕は頑張り続けようと思う。僕を好きだと言ってくれた、希のぞ美みのためにも。

「ふむ。ま、いいだろう。ベッドの使用を許可しよう」

　荒川先生はそう言って手元の記録帳にペンを走らせる。

　ああ、よかった。助かった。

　僕は奥にあるカーテンつきの仕切りをあけると、ベッドの上へ倒れ込んだ。

　うーん、やっぱり干したてのシーツは気持ちいいなあ。

　一時間くらい寝たら知恵熱も引いて次の授業に出られるようになるだろうし、それまではゆっくり休ませてもらおう。

　目を閉じようとした瞬間、保健室の扉が開く音がした。誰か来たらしい。足音は一直線に僕のいる方へと近づいてくる。

　誰だろう？　と思っているうちにカーテンが引かれた。

　そこから顔を覗のぞかせたのは──

「ビンゴ。やっぱりここにいた」

　視線を上げると、希のぞ美みが僕を見下ろしていた。

　アーモンド形の瞳ひとみに、定規で引いたような顎あごのライン。すらりと伸びた健康的な足は太陽の光を弾はじくくらい瑞みず々みずしい。モデルや芸能人にも負けないくらい可愛かわいいその女子──柳やなぎ戸と希美は僕と付き合っている彼女だった。

「の、希美……!?　どうしてここが分かったんだ？」

「彼女としての勘──ってのは冗談だけど」

　希美はそう言うと、僕の寝ているベッドの縁へと腰掛けた。

「さっきの授業中、[image: ]あし屋やずっと顔色悪そうだったでしょ。それで休み時間になったらすぐ教室を出ていったからもしかしてって」

「あー。なるほど」

「熱あるわけ？　大丈夫？」

「うん。ただの知恵熱だから。寝てればすぐに治ると思う」

「そっか。よかった。けど、ちょっと真面目まじめに授業を受けたら熱が出るなんて。普段どれだけ頭使ってないわけ？」

「はは。今までサボってたツケを痛感するよ……」

「ほんと。あたしと同じ大学に行くためにも、頑張ってもらわないと。浪人なんてことになったら許さないから」

「僕が希美の後輩になっちゃうもんな」

「それもあるし、[image: ]屋が入学してくるまでの一年間、あたしが律儀に待っててあげるとは限らないしね」

「えっ」僕は言っていた。「ど、どういうことだよ」

「ほら、華のキャンパスライフって言うし、[image: ]屋に愛想を尽かせて合コンしたりサークル活動に精を出したりするかも」

「マジですか……」

　希美がちゃらい男子と楽しそうに夏はバーベキュー、冬はスノボに精を出しているのを想像すると死にたくなる。

「ふふ。捨てられた子犬みたいな顔してるけど。それが嫌なら、ちゃんといっしょに入学できるように頑張ってね」

　僕はぶんぶんと力強く頷うなずく。見捨てられないようにしないと。

「それより希美、時間大丈夫なのか？」

　壁に掛かった時計を見ると、もうすぐ次の授業が始まろうとしていた。

　僕らの教室は四階だし急がないと間に合わない。

　なのに、希のぞ美みには焦る様子が一切なかった。

「ん。へーき。あたし、次の授業はサボるつもりだから」

「えっ？」

「[image: ]あし屋やはここにいるんでしょ？　ならあたしもそうしようかなって。ほら、次の授業って世界史の鬼おに山やま先生じゃん。正直苦手なんだよね」

「ああ。あの人、当てた生徒が答えられるまでずっと仁王立ちで待ち続けるもんな。分かりませんって言っても許してくれないし……。この前僕が当てられて、どれだけ教科書を探しても答えが見つからなかった時は泣きそうになったよ」

　地獄のような時間だった。

「でしょ。あれなら自習でもしてた方がよっぽどマシ。それに──」

「それに？」

「[image: ]屋のいない教室なんていてもつまんないから。……なんてね」

「──っ」

　いきなり飛んできた微笑ほほえみに当てられて、かあっと顔が熱くなる。正面から受けきれずに目を逸そらしてしまった。

「若いねえ。私のような妙齢の美人には、目に毒だ」

　荒あら川かわ先生は冷やかしてくる。自分で美人言うな。

「ね。お願い、荒川先生。ここにいてもいいでしょ？」

「ふむ。まあ、今日は他に生徒もいないしな。いいだろう。授業中に保健室から出ないと約束するのなら許可しよう」

「おっけー。決まりね」

「いや、ちょっと待て！　何で全然体調悪くない希美が簡単に休めて、本当に体調が悪い僕にはあんなに懐疑的だったんだよ！」

「柳やなぎ戸とに逆らったら、後で何をされるか分からんからな。[image: ]屋、覚えておけ。私は権力と暴力の前ではてんで無力になる」

「よくもまあ、いけしゃあしゃあと情けないことを……」

　その時、次の授業の始まりを告げるチャイムが鳴った。大急ぎで教室に戻ろうとする生徒たちの足音がドラムロールみたいに廊下を賑にぎわす。

　しばらくして静寂が戻ってくると、荒川先生は机の上に置いてあったタバコのケースを乱暴に掴つかんで白衣のポケットにねじ込んだ。

「私は外にタバコを吸いにいってくる。恋人同士いちゃつくのは構わんがシーツは汚してくれるなよ。ここはラブホテルじゃないからな」

「汚すか！　生徒相手に何言ってんだ！」

　荒あら川かわ先生が保健室からいなくなると、後には僕たちだけになる。

「う……。大声出したら頭痛が……」

「無理したらダメだって。ちゃんと寝とかないと」

「そうするよ。希のぞ美みはどうするんだ？」

「んー。あたしも寝よっかな。昨日バイト終わってから遅くまで勉強してたし。さっきの授業中とか眠気ヤバかったもん」

　そういえば、何度か船を漕こいでたような。

「隣のベッドから枕まくらを借りて……っと。[image: ]あし屋や、もうちょっと奥に詰めて」

「えっ？　希美、何やってるんだ!?」

「見たら分かるじゃん。[image: ]屋の隣で寝ようとしてるの。ほら、先生も席を外してるし何かあったら困るでしょ？　ちゃんと側そばについててあげないとね」

　希美は僕のことを心配してくれているらしい。

　だとすれば止やめてくれとは言いい辛づらい。素直に受け入れることにした。

「それじゃ、お邪魔して……」

　もぞもぞと布団の中に潜り込んでくる。

　次の瞬間、優しげな微笑ほほえみを浮かべた希美の顔が現れた。












「ふふ。何かドキドキするかも」

　僕を見つめながら、そう囁ささやきかけてくる。

　美人は三日で慣れるって言説があるけど、あれは真っ赤な嘘うそだ！　思わずそう叫びそうになるほど僕の心臓はドキドキと高鳴っていた。

　希のぞ美みは身体からだを横向きにすると、慈しむような眼まな差ざしで僕を見つめながらぎゅーっと身体を密着させて抱きしめてきた。

「──あ、あの、希美さん？　いったい何を……」

「ふふ。三さ枝え子こを寝かしつける時によくするの。こうして抱きしめられてると、気持ちが落ち着いてよく眠れるんだって」

　いや、妹はそうかもしれないけど、僕は全然落ち着かない！

　ダメだダメだ！　心を鎮めて無になるんだ！　次の授業を万全の状態で受けるためにもここでちゃんと睡眠を取っておかないと！

　よし、まずは素数を数えよう！　そうすれば冷静になれるらしいし。……あれ？　素数ってどんな数字だったっけ？

　僕が自分の馬鹿さ加減にうんざりしていると──

「すぅ……」

　微かすかな寝息が聞こえてきた。

「──あれ？」

　見ると、希美は僕を抱きしめたまま眠っていた。

「……そういえば、疲れてるって言ってたもんな」

　希美は家計を助けるためにバイトをしていて、ちゃんとした会社に就職して兄妹きようだいの大学の費用を貯ためるために勉強も頑張っているのだ。

「僕も少しは見習わないとな」

　そう。僕はあの日、決めたんだ。

　必死に努力して、いつか希美に振り向いて貰もらえるようになるって。胸を張って隣に並び立てるような男になるって。

「けど、ちょっと授業受けただけで知恵熱出してるようじゃダメか。怠けてた分のツケを取り返すって大変だなあ」

　現実にも徳政令カードとかあればいいのに。そんな発想が真っ先に飛び出す辺り、僕はまだまだ立派なクズだった。




　一時間も寝ていたら体調はすっかり元に戻った。

　頭痛は晴れて、視界も澄んでいる。これなら大丈夫だ。ということで希美と共に教室へと戻ってきた。

　そして今、数学の授業を受けている。

「……よし、頭が冴さえてるぞ。これなら集中できそうだ」

　気合を入れて、前を見やる。

　たどたどしい手つきで黒板に教科書の問題を書き連ねているのは、僕らの担任でもある篠しの原はら梢こずえ先生だ。熱血教師もののドラマを見て教師を志したという彼女は、まだ一年目ということもあって振る舞いが初々しい。

「よしっ、綺き麗れいに書けた。じゃあ、この問題を誰かに解いてもらいます。えーっと。それじゃ適当に当てていくね……」

　篠原先生の視線が生徒たちの間をうろうろとさ迷う。

　当てられても構わない──つまり数学が得意で常日頃から勉強してるような生徒は堂々と前を見据えてるけど、当てられたら困る──つまり数学が苦手で答えられない生徒は目が合うのを恐れて視線を下に落としていた。めちゃくちゃ分かりやすい。

　僕は今までなら完全なる後者だった。別に当てられそうになってる時じゃなくても常に視線は下を向いていた。というか顔を伏せてがっつり寝ていた。

　でも今は違う。篠原先生と週三回、放課後にみっちり補習しているおかげで黒板の問題の解き方が分かる！　これは僕からすれば大いなる進歩だ。先生！　僕を当ててくれても構わないですよ！　そういう意図を込めて力強く前を見据える。

「はい、一問目は田辺たなべ君にお願いします」

　当たらなかったか。仕方ない。次だ、次。

「で、二問目は……うん、柳やなぎ戸とさんに解いてもらおうかな」

　残り一問になってしまった。

　あれは応用問題だ。僕の数学力じゃまだ太た刀ち打うちできない。しょうがない。この勝負は降りさせてもらおうと思ったところで篠原先生と目が合った。

　まずい！　これは当てられる流れだ！

　僕は必死にアイコンタクトで訴える。先生、待ってください。この問題を解きたい気持ちは山々ですけど僕じゃまだ力不足です。まだ序盤の町でようやく装備が整い始めてきた頃にいきなり竜王と戦えって言われても死ぬだけです。

　僕と篠原先生は何度も補習をしてきた仲だ。きっとアイコンタクト一つで僕の言いたいことを全部汲くんでくれるはず──

　篠原先生はそんな心の声に頷うなずくようににこりと微笑ほほえんだ。よしっ！

「[image: ]あし屋や君、大丈夫！　先生はちゃんと分かってるよ！　問題解きたいんでしょ？　さっきからずっとうずうずしてたもんね」

　……ですよねー。アイコンタクトだけで自分の気持ちを全部伝えられたら世の中に誤解なんて起こらないですよねー。

「……まずいな。どうしよう。さっぱり分からない」

　頭を抱える。万事休すだ。

「難しい？　じゃあ、先生が手助けしてあげるからいっしょに考えてみよっか。それならきっと解けるはずだよっ」

　見かねた篠しの原はら先生が助け舟を出してくれる。

　よし、それなら何とか……。

「まずこの問題で使う公式はこれ。で、ｘに代入する数字は五だから、計算するとここの角度がまず出てくるよね？」

「は、はあ」分からないけど取りあえず頷うなずいておく。

「ここまで来ると後は簡単。さっき導かれた数字を元に考えて……三角形の角度の合計は百八十度になるって決まってるから──」

　僕がぽかんとしている中、あっという間に問題が解かれていく。

「はい、[image: ]あし屋や君。最終的な答えは？　百八十引く百五十で？」

「え？　えっと……三十ですか？」

「はい、正解。よく解けました。補習の成果、出てきたね」

　いやいやいや！　ほとんど僕解いてないんだけど！　実質自分でしたのって最後の簡単な引き算だけだしこれは数学って言うかもはや算数だ。

　僕が二十四時間テレビのマラソンランナーだとすると、篠原先生は伴走するトレーナー的な役割を担ってくれるものと思ってたのに、いきなりタクシー呼ばれて中に詰め込まれてそのままゴールにぶちこまれた感じ。これじゃ達成感もないし会場でサライの大合唱が流れてもまるで感慨にふけれない。

「というわけで次のページに進みます──」

　篠原先生が授業を進めようとした、その時だった。

「ちょっと待ってください！」

　バンッ！

　机を叩たたく強い音が教室中に響き渡った。

　突然放ほうり込まれた怒声に、辺りの空気がしんと張り詰める。

　恐る恐る振り返ると、机に両手をついて席から立つ女子生徒が一人。

　冬の夜空みたいに澄み切った黒髪。背中に一本強い芯しんが通っているんじゃないかと思うような凛りんとした佇たたずまい。街で彼女を見かけた男は十人中十人が惚ほれ惚ぼれとし、それと同時にこの子は絶対気が強いだろうなあ、男を尻に敷くタイプだろうなあ、と思わず確信してしまうほどツンとした顔立ちをしている。

　そんなクラスの風紀委員も務めている彼女──柊木ひいらぎ美み月つきは憤ふん懣まんやるかたなしという表情で篠原先生を見据えていた。

「何ですか今のは！　ありえないでしょう！」

「えっ？　な、何かおかしいところあった？」

「おおありです！　むしろ正しいところなんて一つもありませんでした！　全部おかしいところだらけです。まず、[image: ]あし屋や君！」

「はい！　って、僕!?」

　びしっと指をさされて、反射的に背筋が伸びる。

「当てられた時のあの体たらくはいったい何？　毎日の予習復習さえ欠かさなければそう難しい問題でもなかったでしょう？」

「す、すみません！」

「それに分からない時にすぐ諦あきらめるのもよくないわ。失敗してもいいからまず自分の頭できちんと考えてみないと。知識は血肉にならない」

　柊木ひいらぎはふう、と額に手をついて溜ため息いきをこぼすと、

「遅刻に忘れ物、授業中の居眠り──生きつ粋すいのサボり魔だったあなたがようやく最近まともになってきたと思ったけど……」

「ありがとうございます」

「褒めてない。マイナスがゼロになっただけだから。勘違いしないで」

　うーん。手厳しい。

「[image: ]屋君に一つ教えておいてあげる。怠惰は溶けない雪のようなもの、放ほうって置くと後々自分の首を絞めることになるわよ」

「重々承知してます」それは本当に。

「ならいいわ。それより一番問題なのは──篠しの原はら先生！」

「ひゃ、ひゃい!?」

　急に銃口を向けられて、篠原先生はびくっと震える。

「さっきのはいったいどういうつもりですか？　本来、生徒に解かせるべき問題をご自身でほとんど解いてしまうなんて」

「あ、あれは……[image: ]屋君が困ってたから。助けてあげようと思って」

「なら、解き方のヒントを教えてあげるべきです。分からない生徒にただ答えを教えるのは教師でなくてもできることですよ」

　それに、と続ける。

「先生の授業は教科書をなぞっているだけで説明不足です。もう少し内容を噛かみ砕かないと私はともかく、他の生徒がついてこれないと思います」

「ご、ごめんなさい！　私が間違ってました！　ごめんなさい！」

　篠原先生はペコペコ頭を下げ始めてしまった。

　……希のぞ美みの時もそうだったけど、篠原先生、気の強い相手には途端に萎い縮しゆくして弱々しくなっちゃうんだよなあ。












「いえ。分かればいいです。今後は気をつけてください」

　ふう、と柊木ひいらぎは小さく息をつくと、

「すみません。私からは以上です。授業を続けてください」

　ひとしきり言いたいことを解き放って満足したのか、すとんと席についた。

　……どちらかというと柊木の方が先生っぽい感じだ。

　その後の授業はお通夜のような雰囲気で進んでいった。

　特に篠しの原はら先生の落ち込みっぷりが半端じゃなかった。さっきまでしゃんと立っていたのがすっかり猫背になって縮こまっている。力強く走っていた黒板の字も抜けた枝毛みたいにか細くなってしまっていた。

　生徒たちが気まずげに目配せを交わしたり、苦笑する中、柊木は一人ツンと澄ました顔で堂々としていた。




　重苦しい授業がどうにか終わり、休み時間がやってくる。

「梢こずえちゃん、大丈夫かな？　結構へこんでたみたいだけど」

「どうだろう」

　僕と希のぞ美みがそんな会話をしてると、

「ねーねー、のぞみーん」

　派手目の女子グループが近づいてきた。

「ん？　どしたの？」

「さっきは聞きそびれちゃったんだけどー。世界史の授業の時、のぞみん[image: ]あし屋やといっしょにサボってたでしょ。あれどこに行ってたの？」

「え？　それは……」

　ウェーブのかかった茶髪女子の質問に希のぞ美みが答えあぐねていると、質問したのとはまた別の女子が指を立てて言った。

「そんなの決まってるじゃん。二人は付き合ってるんだよ？　屋上とか校舎裏とか人目につかないところで乳繰り合ってたんだって」

「ちょっ……！　そんなんじゃないってば！　[image: ]屋が体調悪いって聞いたから、ちょっと保健室に様子を見に行ってただけ！」希美が慌てて弁明する。

「へー。それで看病してあげてたんだ。のぞみんマジお嫁さん！」

「お嫁さんって……それはさすがに気が早すぎでしょ」

　希美が照れ臭そうに僕に「ねえ？」と目配せしてくる。どう答えていいのか分からなかったから得意の愛想笑いでごまかした。へへ……。

「いいなー。羨うらやましい～！　私にもちょっとは幸せおすそわけしてよ～！」

「あー。亜あ季きは最近、工業高校の彼氏と別れたんだっけ？」

「そう！　あいつ、付き合ってみたらマジで最低でさー。ファミレス行った時とか、店員さんに凄すごい横柄な態度取るの！　何かそれが格かつ好こいいと思ってるみたいで。しかも何回も浮気繰り返すしさー。頭来たからこっちから振ってやった」

「うわ。それ別れて正解でしょ」と希美が言った。「付き合ってたら、最終的にＤＶとかするようになるって」

「亜季は面食いだから。やんちゃなジャニーズ系ってだけで好きになって、中身を見ようとしないんだよね」と別の女子が苦笑した。

「男を選ぶ基準は、イケメンかどうかでしょ！」

　遠とお山やまさんが熱弁を振るう。

「むしろうちからすれば、のぞみんが[image: ]屋と付き合ってる理由が分かんないし。いったいどの辺がいいと思ったわけ？」

「んー。格好悪いところ？」

「なにそれウケる」

「亜季には分かんなくていいの」

　さすが、カースト高めの女子トークだ。当然のように彼氏とか付き合うとか振ったとかいう言葉が飛び交っている。というか僕、バカにされすぎでは？　本人が目の前にいるんだからもう少し手心を加えて欲しい。

「それよりのぞみん、サボりすぎは気をつけた方がいいっていうか。ただでさえ柊木ひいらぎさんに目をつけられてるんだしー」

　遠とお山やまさんが口元に手をあててひそひそと言う。

「さっきのぞみんたちが世界史の授業に出てないって知った時も、柊木さん、凄すごい顔つきで二人の席を睨にらんでたよ」

「ま、柊木さんは希のぞ美みのこと目の仇かたきにしてるからねえ」

　別の女子が苦笑しながら呟つぶやいた。

「風紀に真っ向から歯向かうような髪色だし。スカート短いし。けど一番の理由はやっぱ体育祭のリレーだよね」

「あー……」

　女子グループは全員、あれか……みたいな表情。

「体育祭のリレーで何かあったのか？」

　僕はおずおずと尋ねてみる。

「[image: ]あし屋やも応援席で見てたでしょ。体育祭のクラス対抗リレーで、アンカーだったのぞみんはビリからごぼう抜きして優勝したじゃん」

「ああ」

　スキップしてたせいで直接は見てないけど。

　確かそう聞いていた。

「それってある意味柊木さんのおかげって言うか……先頭走者の柊木さんがこけちゃってビリになったからでしょ」

「そうそう。のぞみんがリレーに出るのに一番反対してたのは柊木さんだったのに、よりによって自分のミスをのぞみんにカバーしてもらって、その結果、ＭＶＰになるお膳ぜん立だてまでしちゃったんだもん。そりゃー禍根も残りますわ」

　うわあ……。

　それは確かにめちゃくちゃ屈辱的だろうな。

「私、リレー終わった後、柊木さんが女子トイレで泣いてるの見たよ」

「うそ、マジ？　それで言ったらうち、朝の六時くらいに家の前を柊木さんがランニングしてるの見たんだけど」

「えええ。もしかして体育祭のことがあったから？　意固地すぎない？」

「意固地って言えば、クラスの風紀委員って男女一人ずつなのに柊木さん、足手まといはいらないからってずっと一人でやってるよね」

「いや、あれは男子が誰も立候補しなかったからでしょ。まー、気が重いよね。柊木さんといっしょだと息詰まりそうになるし」

　女子グループがそんな話できゃっきゃと盛り上がっていると、

「へえ。あなたたち、楽しそうな話をしてるわね。私も混ぜてくれない？」

　突如、清流のように澄んだ声が割って入ってきた。

「もちろん。誰でもウェルカムですよ──って、ぎゃあっ！　ひ、柊木ひいらぎさん!?　ななななんでここにいるの!?」

　遠とお山やまさんが振り返った先には、満面の笑顔を浮かべた柊木が立っていた。表情こそニコニコとしているものの、こめかみはぴくぴくと引きつっている。

　ああ。柊木は本気で怒った時、笑顔になるタイプの人だ。

「私もこのクラスの一員だもの。教室にいるのは当然でしょう？　それよりさっきの話の続きに興味があるわ。どうぞ、続けて？」

「「ひいい！　ごめんなさい！」」

　女子グループは蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。

　それを見送りながら、柊木は深い溜ため息いきをついて肩をすくめる。

「……全く。陰口なんて、何の生産性もない行為だと思わない？　状況を変えたいのなら本人に直接不満を伝えるべきよ」

　もっとも──と黒髪を掻かき上げる。

「私は何を言われても、自分の在り方を変えるつもりはないけど」

　柊木はそこで、刀を鞘さやに収めるように笑みをすっと引っ込めた。険しい目つきで僕たちを真っ向から見据えてくる。

「あなたたち、世界史の授業を欠席していたようだけど。保健室でサボっていたというのは本当なのかしら」

「まーね。鬼おに山やま先生の授業、あんまり好きじゃないし」

「好きとか嫌いとかじゃないでしょう。私たちは生徒なんだから、どんな授業でもきちんと出席するのが当たり前よ」

「だってさ、[image: ]あし屋や」

　希のぞ美みが視線を送ってくる。いや、こっちに振られても。

「……全く。柳やなぎ戸とさん。あなたはいつも私を困らせてくれるわね。いったいどこまで学校の風紀を乱せば気が済むのかしら」

「あたし、何か風紀を乱すようなことしてる？」

「してるでしょ！　しまくりでしょ！　まずその制服の着方！　セーラー服の襟を外して胸元を見せてるのはどういうこと!?」

「この方がおしゃれじゃん」

「シャツのボタンを開けてるのは？　スカート丈が短いのは？」

「この方がおしゃれじゃん」

「……理解できないわ。私にはただ下品なだけにしか見えない。そもそも女性が人前で肌を露出するのは極力控えるべきよ」

「あー。だから美み月つきは制服を普通に着てるわけ」

「ええ。私はちゃんと校則に従っているわ。セーラー襟もつけているし、シャツのボタンを外すこともない。スカート丈も規定の長さよ」

「でもそれ、何か芋っぽくない？」

「い、芋っ……!?　柳やなぎ戸とさん！　今の言葉、取り消しなさい！」

「だって、ほんとのことじゃん。美月、せっかくスタイルいいんだし、もっと着崩した方が絶対可愛かわいいって！」

「──っ！　か、かわ……。じゃなくて！　あなたのその髪の色！　ほんのり茶色に染めてるとかじゃなく完全な金色じゃない！」

「ふふ。綺き麗れいでしょ。自分でも気に入ってるんだよね」

「風紀違反よ！　即刻止やめなさい！」

「そう言われても、しょうがないじゃん。自然に脱色したんだし。水泳やってたらこんな感じになる子多いらしいよ」

「え？　そ、そうだったの……？　ごめんなさい。それは知らなかったわ。……でも確かに言われてみれば柳戸さん、とても綺麗な背中をしているものね。あれが長年の水泳経験で培われたものだとするなら納得できるわ」

「ねえ、美月。いいこと教えてあげる。ちょっと耳貸してくれない？」

「？？　いきなり何よ……」

　訝いぶかしむような表情を浮かべつつも素直に顔を寄せた柊木ひいらぎに、希のぞ美みはとっておきの秘密を打ち明けるみたいに小声で囁ささやいた。

「ごめん。今の、全部ウソ。水泳もやってないし、髪も自分で染めたの」

　たっぷりと言葉に茶ちや目めっ気けを含ませながらそう言うと、ふぅっ、と柊木の形のいい耳に向かって吐息を吹きかけた。

「──ひゃうっ!?」

「あははっ。美月って耳が弱点なんだ。いいこと知っちゃった」

　希美が楽しそうに笑う一方で、柊木は恥辱に顔を真っ赤にしていた。両肩を抱きながら上ずった声を張る。

「──あ、あなたねえ！　どこまで私をコケにしたら気が済むの！」

「そんなに怒んないでってば。っていうかさ、あたしがどんな格かつ好こしてようが誰にも迷惑かけてないんだし別によくない？」

「ダメよ。校則で決められてるもの。うちの生徒である限り従ってもらうわ」

「あたしは納得できないことには従いたくない。美月にいくら言われても髪の色も服装も一切変えるつもりないから」

「……それは私に対する宣戦布告と受け取ってもいいのかしら？　ならこっちも風紀委員として無む理り矢や理りにでも改めさせるだけよ」

「へえ。面白いじゃん。やってみてよ」

　希のぞ美みと柊木ひいらぎが互いに睨にらみ合って、バチバチと火花が飛び散る。

　仮にも希美は中学時代、ジャックナイフと呼ばれていた不良なのだ。なのに柊木は一切引くことがない。それも希美が丸くなる前、クラスの皆に恐れられていた四月の時点からずっとだ。並大抵の胆力じゃない。

「ま、まあまあ……二人とも落ち着けって」

　このままじゃ血で血を洗う戦いが始まってしまう──と危き惧ぐした僕は慌てて二人の仲裁に入ろうとしたんだけど、

「[image: ]あし屋や君は黙ってなさい！」「[image: ]屋は関係ないでしょ！」

　二人共に凄すごまれて、あっさり退ひいてしまった。こっわ。

　これはもうどうしようもないな……と半ば諦あきらめかけたその時、救いをもたらすように次の授業の開始を告げるチャイムが鳴った。

　よかった。助かった……。

「今日のところはこれくらいで勘弁しておいてあげるわ。でも、あなたのような問題児を野放しにはしておかないから」

　柊木がそう吐き捨てて自分の席へと戻っていくのを、希美は「べーっだ」と可愛かわいらしく舌を出して挑発していた。

　……女子同士の争いって怖い。




　その後は何事もなく、無事に放課後を迎えることができた。

　今日は篠しの原はら先生との補習の日だったので、家に直帰せず、ほとんど誰も来ることのない西校舎三階の空き教室へやってくる。

　今まで遅れていた分を取り戻すためにも、必死に数学に食らいついた。

　そして補習が終わる頃には日が暮れかけていた。

　僕は通学鞄かばんを取るために一度、教室に戻ろうとする。さすがにこの時間だと誰も残ってないだろうと思ってたけど──いた。

　開け放たれた窓から、グラウンドを眺めている生徒が一人。

　夕ゆう闇やみを孕はらんだ風を受けて、金糸のような髪がなびいている。

　その光景が絵になっていて思わず見とれてしまった。

　僕の気配に気づいたのか、向こうが振り返った。柔らかく微笑ほほえみかけてくる。

「補習、お疲れさま。ちゃんと勉強できた？」

「希のぞ美み。まだ帰ってなかったのか。今日バイトじゃなかったっけ？」

「一回家に帰るのにも中途半端な時間だったし、バイト先まで[image: ]あし屋やに乗せて行って貰もらおうかなと思って待ってたの」

「そういうことか。……さっきは何を見てたんだ？」

「[image: ]屋もこっち来て見てみる？」

　希美に手招きされて、僕は窓際へと近づいていく。これは……。グラウンドでは野球部が威勢のいい声を張り上げて練習していた。

「どう？　元野球部としては、懐かしいでしょ」

「うん。まあ。そうだな」

　曖あい昧まいな返事をする。

　僕は中学時代、野球部に所属していた。圧倒的な才能の前では凡才の努力なんて意味がないと知って辞めてしまったけど。

「反応薄っ。[image: ]屋はさ、もう一回野球やりたいとか思わないわけ？」

「別にいいかな。野球は好きだけど、部活はちょっと。それにうちの野球部は全員坊主にしないといけないから抵抗が……」

「いいじゃん、坊主頭。かわいいし。触るとざらざらして気持ちいいし。[image: ]屋が坊主頭にしたら毎日触らせてもらおうかな」

「希美の触り心地を確保するために三年間を費やすのは嫌だよ！」

　時間の使い方として贅ぜい沢たくすぎる！

「じゃあ、草野球でもいいからさ。もう一回やってみれば？」

「なんでそこまで野球をやらせようとするんだ？　気を遣ってくれなくても、自分なりに納得して辞めてるから未練とかはないけど……」

「あ、別に[image: ]屋のためを思ってとかじゃなくて。あたしが単に好きなだけ。野球をしてる時の[image: ]屋の姿を見るのが。何て言うか、その、格かつ好こいいじゃん」

　希美は窓枠にもたれかかったまま、照れくさそうに微笑ほほえんだ。頬ほおがほんのりと赤らんでいるように見えるのは夕焼けのせいだろうか。

「……そういうことなら。考えてみようかな。最近、運動不足だったし」

「ありがと。試合の時には絶対応援いくから」

　応援には来て欲しいような、来て欲しくないような。だって希美が見てる前で三振とかしたら恥ずかしいし。

「ねえ。もしあたしたちが将来結婚して子供が出来るようなことがあったら、その子たちで野球チーム作っちゃおっか」

「野球チームって……最低九人は子供が必要になるぞ」

「ふふ。[image: ]屋にはいっぱい頑張って貰わないとね」

「えっ!?　こ、子作りを!?」

「ばーか。九人養えるだけの甲か斐い性しようの話に決まってるじゃん」

　なんだ。そっちか……。

「ほんと、そーゆうことばっかり考えてるんだから」

　ぐうの音も出なかった。

　僕たちは教室を出ると、駐輪場へとやってくる。希のぞ美みはクラス毎ごとに指定された場所から赤色の自転車を引っ張り出してきた。

「ねえ。[image: ]あし屋や。今日はあたしが運転してもいい？　野球部の練習を見てたからかな。何か思いっきり漕こぎたい気分なの」

「僕が荷台に乗るってことか？　……それだと僕がいる意味がないような。ただ単に車体が重くなるだけじゃないか」

　それに、と続ける。

「二人乗りは普通、男が漕ぐものだと思うけど」

「世間の常識なんて気にしない。あたしたちがよければそれでいいじゃん。ほら、さっさと乗って乗って」

　この調子じゃ、説得しても無駄っぽい。

　仕方ないなあ……と僕は自転車の荷台へ跨またがる。振り落とされないよう希美の腰に手を回そうとしたところで気づく。

　二人乗りって、身体からだを密着させないといけないじゃないか。

「何してんの？　早く掴つかまってよ」

「い、いや……」

　僕が希美の腰に抱きつくって、それはどうなんだ？　男として。

「ま、別にいいけどね。あたしに掴まらなくても。ただ振り落とされた時はめちゃくちゃ恥ずかしい思いをするだろうけど」

　希美が小馬鹿にするように言ってくる。

　……確かに振り落とされたら死ぬほど恥ずかしい。しょうがない。このままバカにされたままというのもあれだし。

　僕は覚悟を決めると、後ろから希美に抱きついた。腰に深めに手を回し、ほとんど抱きつくような体勢になる。

「え？　ちょっ──それはさすがに密着しすぎじゃない？」

「振り落とされないようにって言ったのは希美じゃないか」

「や。それはそうだけど……これだと集中できないし……てか、背中に顔埋うずめてるけど今のあたし汗臭くない……？」

「むしろ凄すごく良い匂においがする」

「ば、ばっかじゃないの。……もういい。漕こぐから」

　希のぞ美みは呆あきれたように吐き捨てると、自転車を漕ぎ出した。

　僕を荷台に乗せているにも拘かかわらず快調に進む。さすがは元ジャックナイフと呼ばれた不良なだけはある。そんじょそこらの女子とは脚力が違う。

　校門を抜けると、滑るように学校沿いの道路を走る。向かいからランニング中の陸上部がやってきて視線の雨を浴びる。一刻も早く通り過ぎてくれ……と心の中で祈りを捧ささげたけど目の前の信号は不運にも赤に点滅していた。そこは小さな交差点で、横断歩道を渡る人の姿も、前を横切る車もなかった。

　と、次の瞬間──希美はペダルを踏んで前へ走り出した。

「うわっ！　希美！　赤だぞ、赤！」

「知ってるけど？」

　希美はけろりとした表情で答える。

「車も人もいないんだし、止まる必要なんてないじゃん」

「いや、だけど……」

「ルールで決まってるから？」

　僕は頷うなずいた。

「ルールには全部、盲目的に従わないといけないわけでもないでしょ。それが本当に正しいのかどうかも分かんないんだし」

　希美はそう言うと、

「あたしは自分の頭で考えて、判断して、絶対安全だと思ったから進んだの。人も車も全く通ってなかったしね。逆に言うと──」

　ぴん、と指を立てた。

「青信号でも思考停止して渡ってちゃ危ないってこと。いきなり暴走した車が突っ込んでくるかもしれないしね」

　決められたことに従っていれば少なくとも非難されることはない。たとえそれが明らかに間違っていることであっても。他人のせいに出来るから。でも、希美は責任を背負う覚悟を持って自分の判断でルールを破ることのできる人間だ。

　……僕は、そんな希美に憧あこがれている。僕は安穏な場所で責任を負うことなく他人の判断の下で生きている人間だから。

　赤信号と知っていて渡るのは、僕にとっては怖すぎる。

　だから二つ目の交差点がさっきと同じく赤信号で、車も人もいないのを確認した希美がペダルを踏もうとするのを見て言っていた。

「待ってくれ！　青に変わるまで待とう！」

「どうして？」

「それは……」

　渡る覚悟がないからとは言えなかった。情けないと思われるのが嫌で、だから、咄とつ嗟さに浮かんだ言い訳を口にした。

「希のぞ美みとできる限り長い時間いたいから──って理由じゃダメかな」

　夕ゆう闇やみに言葉が溶けて消えた。

　ペダルに置いてあった希美の足が、地面へ降りる。

「ん……。そゆことなら、ま、仕方ないかな……」

　希美は首筋を掻かくと、ぽつりと呟つぶやいた。

「ふふ。[image: ]あし屋やがあたしとの時間を大切にしてくれて、嬉うれしい」

　……よかった。

　何とか上う手まくいったみたいだ。




　希美をバイト先に送り届けた後、僕は徒歩で家への道を辿たどっていた。

　途中、駅前のゲームセンターの前を通りかかる。

「もしかしたら、花はな宮みやがいるかもしれないな……」

　軽い気持ちで店内へ入ってみた。かき入れ時なのに割と空すいている。筐きよう体たいがぴかぴかと目に優しくない光を放っていた。

　手前にあるコインゲームやクレーンゲームの区画を抜けると、奥には格ゲーや音ゲーの筐体が設置された区画が広がっている。

「うーん。今日は花宮は来てないみたいだな……。まあ、いくらゲームが好きって言ってもさすがに毎日通ってるわけじゃないか」

　そこまで来たら好きというよりジャンキーだ。花宮にだってゲーム以外にもすることやしたいことはあるだろう。僕のような冴さえないダンゴムシ系男子とは違って華やかだからクラスの友達と遊びに行ったりとかね。あれ？　何か悲しくなってきたぞ。

「あの～。さっきから、何を探してるんですか？」

　と、その時、後ろから声を掛けられた。僕が店内でずっときょろきょろしてたから不審に映ったのかもしれない。

「いや、ちょっと知り合いの子をね。ゲームがめちゃくちゃ好きで、いつも僕に格ゲーを教えてくれる中学生なんだけど」

「へえ。その子、可愛かわいいですか？」

「うん。今まで見た中でも五本の指に入るくらいに。最初見た時は妖よう精せいの生まれ変わりかと思ったよ」

「なるほどなるほど。それって、もしかしてこんな感じの子ですか？」

「そうそう。ちょうど君みたいな──ってうわっ！　花宮！」

　振り返ると、まさに尋ね人がそこにいた。

　制服姿の花はな宮みやが、胸元にどっさりメダルの入ったカップを抱えている。

「ふふっ。優ゆう太たさんが私のことをそんなふうに思っているなんて知りませんでした。妖よう精せいの生まれ変わりだなんて。照れちゃいます」

　花宮は微笑ほほえみながら頬ほおに手を当てている。

　この薄汚い欲に塗まみれた資本主義社会の中で、まるで一人だけメルヘン童話から出てきたかのようなぽわぽわとした雰囲気を醸かもし出していた。

「私と会うためにわざわざ来てくれたんですか？」

「まあ、前を通りかかった時にもしかしたらいるんじゃないかと思って。でもまさか本当に会えるとは思わなかったけど」

「私は毎日、ここに通ってますから♪」

　マジで毎日いたのかよ。ジャンキーじゃないか。

「……僕が言うのも何だけど、他にやることないのか？」

「ありません。一にゲーム、二にゲーム。三四がアニメで、五にゲームです。私はここにいる時が一番幸せなんですよ」

　恍こう惚こつの表情を浮かべている。本当に好きなんだな。

「というか、まだ中学生なのによくお金が持つな……」

　ゲーセンと言えど通い詰めればお金が掛かるはず。

　どこからそのお金が出てるんだ？

　実家がお金持ちで小遣いをしこたま貰もらっているとか？

　……思えば、花宮には結構謎なぞな部分が多い。まだ中学生なのにアパートで一人暮らしをしてるっていうのもそうだし。

「いえ。お金は必要ありませんよ？　メダルゲームのコインは数年分くらい貯金があるので買わなくて済みますし。格ゲーだって乱入してきた他のプレイヤーを倒し続ければ百円でずっと遊び続けることができます」

「なんだそれ。凄すごいな。ゲームセンターの女王じゃないか」

　完全に上級者の遊び方だ。僕にはとても真ま似ねできない。

「優太さんもメダルゲームをしたくなった時はいつでも言ってください。メダルをおすそ分けしてあげますから。私一人じゃとても使い切れない量なので」

「なら他のお客さんに配ったらいいんじゃないか？」

「それはダメです。コインを買う人がいなくなったら、お店の売り上げが落ちて潰つぶれてしまうかもしれません」

「なのに僕はいいのか」

「はい。優太さんは私にとって特別な人ですから♪」

　この上目遣いにやられてころっと恋に落ちた男は何人いるんだろう。思わずそんなことを考えてしまうほどの魅力的な表情。僕は底なし沼に嵌はまらないよう、今にもちぎれそうな理性のツタに掴つかまって必死にその場に留とどまる。

「ところで優ゆう太たさん、せっかくゲームセンターに来たんですし、ちょっと格ゲーで遊んでいきませんか？」

「そうだな。夕食まで時間があるし。やろうやろう」

「やったっ！　早速行きましょう」

　笑顔でこっちに近づいてきた花はな宮みやは、僕の腕を絡め取ってきた。恋人みたいにぎゅっと身体からだを密着させてくる。あああ……。二の腕に伝わってくる、柔らかい感触。艶つややかな髪から振りまかれるシャンプーの香りが頭を痺しびれさせる。

　──まずいまずい。何も考えるな。ちょっとでも油断したらやられる！

　格ゲーの筐きよう体たいの席へと座る。財布から取り出した百円硬貨を入れた。花宮は僕の後ろで物見客のように突っ立っている。

「あれっ？　対戦しないのか？」

「はい。今の実力差だとまともな勝負になりませんから。今日の私は優太さんに格ゲーの極意を教える師匠ちゃんです」

　スキップ期間の僕はずっと花宮との格ゲーに付き合っていたからか、ゲーセンの女王である花はな宮みやに一時肉薄するほどの実力をつけていたらしい。ただ今の僕はスキップ中の知識も経験も失ってしまっているからただの初心者だ。












「頑張って練習して、私を倒せるくらい強くなってくださいね。私を倒した暁には約束通りご褒美をあげますから」

「ご褒美？」

「はい。優ゆう太たさんがもし一度でも私に勝つことができたら、優太さんの言うことを何でも一つだけ聞いてあげます」

「な、何でも一つ言うことを聞くだって!?」

　マジで!?

「もちろん、えっちなことでもオッケーですよ。あ、心配しないでください。希のぞ美みさんにはちゃんと内緒にしておいてあげますから」

　花宮は微笑ほほえみながら指で丸印を作った。

「ぼ、僕がそんなことを頼んだのか？」以前のスキップ中に？

「いえ。提案したのは私です。何でも代償がないと面白くないじゃないですか。世の中は全部ゲームですよ、ゲーム」

　こいつ、生きつ粋すいのゲーマーだ。というかギャンブラーだ。

「さあ、張り切って特訓しましょう！」

　僕は花宮に色々と教えて貰もらいながら、格ゲーに勤いそしんだ。

　もし勝てたら何でも言うことを聞いて貰えるということもあって、気分は目の前に人にん参じんをぶら下げられた馬だった。とはいえゲームは元々嫌いじゃなかったし、頭で思い描いた技を繰り出せた時は楽しい。しばらくコンピューター相手に粛々と戦っていると、突如画面に『挑戦者が現れました！』と雄々しいフォントの文字が表示される。

「うおっ。なんだこれ!?」

「挑戦者ですよ。他のプレイヤーの方が対戦を挑んできたんです。たぶん、向かいの筐きよう体たいに座っている人だと思います」

　ここからじゃどんな人かは見えない。

「優太さん、燃えてきましたねっ。大丈夫です。私が今まで教えたことを守ればきっといい戦いができるはずです！」

「よ、よし。気合い入れるぞ」

　オンラインゲームとは違って、すぐ側そばに対戦相手がいるからだろうか。はたまた花宮に良いところを見せたいという下心か。やけに緊張する。

　レバーを握る手の平に汗が滲にじむ。ぐっと前のめりで画面を見据える。

　僕が選んだのは、額に鉢巻きをした精せい悍かんな男キャラ。相手は触手とかオークに弱そうな女武闘家だった。だいたいこういうキャラを使う人は熟練者が多そうだし、初心者に毛が生えた程度の僕じゃ太た刀ち打うちできないんじゃないか？　そう危き惧ぐしていたけど、いざ試合が始まってみると事前の予想は覆された。

　僕は相手との距離を取りつつ、飛び道具の気弾で牽けん制せいする。大きなモーションで飛びかかってきたところを迎え撃つ。投げから始まる覚え立てのコンボ。指先の入力に従って僕のキャラが軽やかに技を繰り出す。相手の体力ゲージはみるみる減り、最後は気弾をひたすら連打しているうちにノックアウトした。

「わあ。優ゆう太たさん、凄すごいです！　勝っちゃいました！」

　花はな宮みやに後ろから抱きつかれて、全身の血流が熱くなる。

　マジか。記念すべき初陣でこの結果は結構凄いんじゃないか？　こつこつ練習してたのが実を結んでくれて嬉うれしい。

「勝利を祝って、ジュースで乾杯しましょう。ここで待っていてください。優太さんの分も買ってきてあげますから」

　花宮はぱたぱたと自販機のある方へ駆けていくと、

「はい。どうぞ♪」

「お金払うよ。いくらだった？」

「いえいえ。そのお金は更なる格ゲーの精進に使ってください」

「ありがとうございます。お師匠様」

「よきに計らってください！　では、かんぱーい♪」

　缶をこつんと合わせると、喉のどが渇いていたこともあって一気に飲んだ。

　勝って飲む炭酸は格別に美お味いしい──

　しばらく悦えつに入っていると、間もなくごろごろと腹から抗議の声が鳴った。

　うっ！　お、お腹なかが痛い……。

「悪い。花宮、ちょっとトイレに行ってくる……」

　僕は一言断ってから席を立つと、店の奥にあるトイレへ向かう。幸運にも個室が空いていたので便座に座った。うごご……。調子に乗るんじゃなかった。神様、もう悪いことはしませんからどうか腹痛を引かせてください。

　手を組んで祈りを捧ささげていると、まるでそれが届いたのかと錯覚するようなタイミングで個室の扉がコンコンと叩たたかれた。

　僕は入ってますよと示すためにノックを返す。

　けれど、そんなことは向こうからすれば先刻承知だろう。中に人がいるかどうかなんて見れば分かる。早く出ろという意思表示だ。

　どうやら外の人も相当催してるらしい。でも、今ここを出るわけにはいかない。出たらもっとまずいものが出てしまう。

　恨むなら、個室を一個しか用意しない店を恨んでくれ……。僕は内心でそう呟つぶやくと己の腹痛の鎮静へと意識を集中させようとする──

　だけど、無理だった。

　ドンドンッ！

　業ごうを煮やした外の人が、扉を殴るように叩たたいてきたからだ。

「うわっ！」

　あまりに威圧的でびっくりして声が出た。

　ドンドンッ！

　めちゃくちゃ怒ってらっしゃる……。

　前門の人、肛こう門もんの便。

　追い詰められてどうすればいいか分からない。そこでまた追い打ちを掛けるように扉に拳こぶしが叩きつけられた。

　ドンッ！

　ひぃぃ！

　心音が大きく跳ねた、その瞬間だった。

　カチッ。

　僕の跳ねた心音に呼応するように、頭の片隅で音が鳴った。聞き覚えのある、スイッチを入れる時のような無機質さ。

　えっ。これってもしかして……。

　僕はその先の思考を続けようとするが、出来なかった。渦潮に吸い込まれていくように目の前が暗く沈んでいく。

　そして、ぷつん、と視界が落ちた。




　目が覚めると、見知った天井が視界に映り込んでいた。

「ここは……僕の部屋……？」

　間違いない。僕は今、自室のベッドに仰あお向むけになっていた。

　……でも、おかしいじゃないか。

　僕はさっきまでゲームセンターのトイレで腹痛に悶もだえていたんだ。そして同じく便意を催した人の威圧的なノックに追い詰められていた。

　本当なら、まだ便座に座ってないといけないはずだ。

　なのに、いつの間にか自室のベッドで仰向けになっている。僕をあれだけ苦しめていた腹痛はすっかり引いていた。

「…………」

　それは、既視感のあるシチュエーション。

　背中に嫌な汗が伝い落ちる。

　さっきまでいたはずの場所に自分がいなくて、知らない間に瞬間移動でもしたかのように別の場所に飛んでいる。

　そしてあったはずの痛みが消えている。

　そんな不可解を説明できる理由なんて一つしかない──

「まさかまた……時間をスキップしたっていうのか」

　スキップ能力。時間を早送りしてしまう、特別な力。

　僕はその仮説が正しいかどうか証明するため、スマホを探す。枕まくら元もとにあったそれを掴つかむとおもむろに切れていた電源を入れた。

　本体が立ち上がるまでの待ち時間、心の中で祈る。

　頼む。間違いであってくれ。

　夢を見ていたとか、そういうことであってくれ。

　けれど、スマホの画面に表示された日時を目の当たりにするなり、僕の切なる祈りは鼻で笑われるように吹き飛んでいった。

『十月二十五日』

　僕が今日だと思っていた日から、二週間が経たっていた。
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　どうして。どうして。こんなはずじゃなかったのに。

　僕はトイレの便座に腰掛けながら、頭を抱えていた。便座の発する熱がお尻を温めようとしてくれていたけど、背筋の寒さは収まらない。

　僕はスキップするつもりなんてなかった。

　なのに、なのにどうして勝手に発動したんだよ。

「にーちゃん。トイレまだー？」

　千ち夏かがコンコンと扉を叩たたいてくる。

　……僕に能力を発動する気がなかったのに、時間は早送りされた。これはいったいどういうことなんだろう。

　自分の意思とは無関係に時間が早送りされる。

　それはちょっと怖すぎる。

　何か明確な理由があってくれないと困る。そうじゃないと今後もずっと不意のスキップに怯おびえながら過ごさないといけない。

「うー。にーちゃーん。早くー。おしっこもれちゃうー」

　あ、とそこでふと思い出した。

　最初のスキップ。あれも確か今回と似たような状況だった。

　花はな宮みやの彼氏と名乗る強こわ面もての男（結局彼氏じゃなかった）に追い回された僕は公衆トイレの個室へ逃げ込んだ。けれど中に隠れ忍んでいるのがバレてしまい、扉を蹴け破やぶられて襲いかかってこられた時に発動した。

　だとすると、こうは考えられないだろうか。

　僕の脳は、強いノックを聴いたことで以前の事例と同じ危機的状況と判断して、自動的に能力を発動させてしまった。

　つまりは誤作動だ。

　どちらにせよ勝手に発動したのは変わりないけど、無秩序に発動したと考えるよりこう考えた方がまだ恐ろしさは軽減される。次からは同じ状況に陥らないよう、意識することである程度は回避することもできるし。

　もっとも、本当に無秩序に発動したって可能性も否めない。

　そうだったらお手上げだ。

　まあ、どれだけ考えたところで正解が出るわけでもない。

「それより、一番気になるのはスキップ中に何が起こったかだよな。……この前みたいなことになってないといいけど」

　以前のスキップでは希のぞ美みとの約束を飛ばしてしまった。……それは僕が希美の誕生日を知らなかったせいだけど。

　今回はもう、同じ過ちは繰り返さない。

「よし、気を取り直して前向きにいこう」

　僕は便座から立ち上がると、水を流して扉を開けた。すると、廊下にいた千ち夏かがむうっと不満げに睨にらみつけてきた。

「な、なんだ。どうしたんだよ。そんな顔して」

　凄すごい怒ってるじゃないか。

　もしかしてスキップ中に喧けん嘩かでもしたのか──？

「にーちゃん！　トイレ長すぎ！　扉どんどんしても無視するし！　千夏、おしっこ漏らしちゃうところだった！」

　ああ、そういえばどんどん叩たたいてたな。

「悪い。考え事してたから気づかなかった」

「ぶーっ！　ぶーっ！」

　千夏はほっぺを膨らませて抗議してくる。かわいい。

「それよりトイレはいいのか？」

「そうだった！　おしっこ！」

　ぱっと我に返ると、そそくさと僕と入れ違いでトイレへ駆け込んだ。

　バタン、と扉が閉まる。

「ああ、そうだ。千ち夏か、聞きたいことがあるんだけど」

　ふと思い立って、個室の中へ問いかける。

「最近の僕に何か変わったことはなかったか？　どんな些さ細さいなことでもいい。千夏の気づいたことがあったら教えてくれ」

「……」

「あれ？　千夏？　おーい」

　返事がない。集中してるのか？

　いや、違う。千夏は意趣返しをしてるんだ。

　こいつは単純そうに見えて、結構ムキになりやすい。無視をした僕に怒って同じことをしようと企たくらんだに違いない。

「千夏。僕が悪かった。だから教えてくれ」

「……」

「おーい。千夏さーん」

「プリン」

「はい？」

「プリン買ってくれたら、教えてあげる！」

　こ、こいつ……。

「わ、分かった。買ってやる」

「ほんと!?　ホイップクリーム乗ってるのでもいい!?」

「ああ。いいぞ」

「わーい。やったー！　にーちゃんすきー」

　歓喜の声と共に水がじょばーと流れると、扉を開けた千夏が抱きついてくる。

　単純そうに見えて、実は結構ムキになりやすい。

　でもやっぱり根は単純なのだった。

　プリンの出費は僅わずかな小遣いをやりくりする僕には痛手だったが、情報を得るためなら背に腹は代えられない。

「でも、にゃんでそんなこと聞くの？」

「……まあ、色々あるんだよ」

　僕は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かすと、

「それより、どうなんだ。教えてくれ」

　急せかすように尋ねる。

　すると、千ち夏かはにいっと白い八重歯を覗のぞかせ、腰に両手を当てると、腹から響くような声で言った。

「別にな──んにもなかったよ！」

「…………」

　何にもなかったんかい！

　結局、ただプリンを買う約束をしただけだった。




　ここ二週間の出来事は依然としてブラックボックスのままだ。

　不安はあったけど、このままだと学校に遅刻してしまう。

　僕は家を出ると、重い足を引きずって通学路を歩く。

　十月も下旬になってくると風に冬の気配が混ざり始めていた。背中を丸めて歩いていると後ろから優しく肩を叩たたかれた。

「[image: ]あし屋や。おはよ」

　振り返ると、そこには手を挙げる希のぞ美みの姿があった。

　今日も変わらず可愛かわいい。モデルや芸能人にだって負けてない。彼女だからという贔ひい屓き目めを抜きにしてもそう断言できる。

「あ、ああ。おはよう」

　僕はぎこちなく挨あい拶さつを返す。

「どしたの？　そわそわしちゃって」

「いや……」

　二週間の空白があると意識したら、上う手まく話せなかった。どうしても探り探りの不自然な感じになってしまう。

「あ、分かった。あたしに見とれてるんでしょ？」

「……」

「ちょっ！　何か言ってよ！　凄すごい自惚うぬぼれてるみたいじゃん」

　希美が慌てたように顔を赤らめて、僕の脇腹を肘ひじで小突いてきた。

「ああ、ごめん。ちょっと考え事してて。……それより聞きたいんだけど。最近の僕たちってどうだった？」

「どうって？」

「だからその……お互いの仲と言うか。今はこうして普通に挨拶してるけど、ちょっと前は揉もめたりしなかったかなって」

「何でそんなことわざわざ聞くわけ？」

「いや、気になってさ……」

　希美からしたら、こいつ何言ってるんだよって感じだろう。そんなの他でもない自分が一番よく知ってるはずだろって。

　不審なのは重々承知してる。でも聞いておかないと。

「ふーん。変な[image: ]あし屋や」

　希のぞ美みは呆あきれたように呟つぶやくと、僕の手を取った。指を絡めてくる。

「これでいい？」

「えっ」

「あたしたちがいつも通り仲良しだって、これで分かったでしょ」

　にこりと微笑ほほえみかけられる。

　その表情を見て、僕は僕たちの間に軋あつ轢れきがないことを理解した。手の平に伝わってくる熱は言葉よりも雄弁だった。

「ふふ。せっかくだし、このまま学校までいこっか」

「あ、ああ」

　僕たちは手を繋つないだまま歩き出す。

　こうしていると、凄すごく胸の中が温かい気持ちになる。十月の冷たい風を受けても背中を曲げずにしゃんと歩いていられる。

　──今回のスキップでは、特に何も起きなかったんじゃないか？

　確証はないけど、そんな気がした。

　希美と他た愛あいのない話をしている内に校門が見えてくる。風紀委員の腕章をつけた生徒が何人か並んで立っていた。

「朝のあいさつ運動か。よくやるなあ」

　それは風紀委員が主体となって行うあいさつ運動だった。

　あいさつ週間として制定された週は、毎朝風紀委員たちが校門前に立って登校してくる生徒たちに声かけをしていくのだ。

　その中には、うちのクラスの風紀委員である柊木ひいらぎの姿もあった。

「あれっ？　[image: ]屋……」

　柊木の姿を認めた瞬間、希美が僕をきょとんとした顔で見てきた。

「どうかしたのか？」

「や。別に。ちょっと気になっただけ」

　何だろう。

　ともあれ僕たちは校門へ向かって歩いて行く。

　風紀委員たちが掛けてくれるおはようございますのシャワーを浴びていると、奥にいた柊木と目が合った。

　普段、いつも遅刻ぎりぎりに登校する僕は、校門前であいさつ運動を行っている柊木に苦言を呈されていた。もっと時間にゆとりを持って行動しなさい。ぎりぎりセーフは限りなくアウトだから反省して云うん々ぬん。

　ただ、今日はスキップの件もあって普段より早く学校についた。

　なので、柊木ひいらぎに文句を言われる心配は一切ない。

　僕はほっと安心しつつ、爽さわやかな笑みを浮かべて言った。

「柊木。おはよう」

「ええ。[image: ]あし屋や君。おはよう」

　柊木もまた爽やかな笑みを浮かべてあいさつを返してくれる。

　……あれっ？　どことなく怒っているように見えるのは気のせいだろうか。

　いやいやまさか。そんなはずは。考えすぎだと頭を振り、マイナス思考をそぎ落としたところで校舎へ歩きだそうとした──瞬間だった。

「ぐえっ」

　ぐいっと首根っこを掴つかまれて引き留とめられた。

　な、なんだ!?　振り返ると、ニコニコした柊木がいた。

「[image: ]屋君。あなた、いい度胸してるわね。大幅に遅刻しておいて、これだけ爽やかにあいさつができるなんて。大したものだわ」

　ゴゴゴゴ……。背後から、どす黒いオーラが噴出していた。

　め、めちゃくちゃ怒ってらっしゃる……。












「いやいやいや！　いつもは確かにぎりぎりだけど、今日はちゃんとチャイムが鳴る八時二十五分までに来たじゃないか！」

「そうね。普通の生徒なら、それで遅刻は免れるわね。ただ、あなたの場合は七時四十五分に集合しないといけなかったはずでしょ？」

「どうしてだよ！　僕だけ不公平じゃないか!?」

「いいえ。不公平じゃないわ。風紀委員なら当たり前のことじゃない」

　…………はい？

「風紀委員としてあいさつ運動を行う生徒は、七時四十五分に校門に集合。私、先週あれだけ口を酸っぱくして言ったわよね？」

「え、えーっと……」

　僕はまだ、言葉の意味を上う手まく理解できていなかった。

　母親が赤ん坊にご飯を食べさせてあげる時みたく、丁寧に柊木ひいらぎが言った言葉をほぐしていった末に出た答え。

　それは──

「[image: ]あし屋や君にはまだ、風紀委員としての自覚が足りてないわ」

　僕は風紀委員になっていた。

　どうやらそういうことらしかった。




　いつの間にか、風紀委員になっていた。品行方正とは程遠いこの僕が。

　確かに風紀委員の席自体は空いていた。

　本当ならクラスで男女一人ずつならないといけないのに、柊木は足手まといはいらないとばかりに粛々と一人で役職をこなしていたから。

　なのにこの二週間ばかりで僕はその地位へ収まっていた。

　いったい何があったんだと疑問符を浮かべるのも仕方ない。

　ちなみにさっき希のぞ美みが僕を不思議そうな顔で見てきたのは、僕が風紀委員にも拘かかわらずあいさつ運動に参加してないことに気づいたからだそうだ。仕事を投げ出してのうのうと登校している僕にさぞ唖あ然ぜんとしたことだろう。

「[image: ]屋。お前、校門前で柊木にこってり絞られてたな」

　教室に入って自分の席につくなり、田辺たなべが笑いながら話しかけてきた。

「なんだ。さっきのやりとり、見てたのか」

「おうよ。朝のあいさつ運動をすっぽかすなんてやるじゃねえか。お前って結構ロックな魂を持った奴やつだったんだな」

「別に体制への反抗とかじゃなくて。単に忘れてただけだよ。第一、ロックな魂を持った奴は風紀委員にならないだろ」

「はは。そりゃそうだ」

「それより、風紀委員の話なんだけどさ。僕はどういう経緯でなったんだっけ。自分から立候補したのか？」

　まずそこを明らかにしておきたかった。

　僕は自主的に風紀委員になろうとしたのか。だとすれば、どんな意図があってその決意をするに至ったのか。

「さあな。俺たちは柊木ひいらぎから、今日から[image: ]あし屋や君が風紀委員を務めることになりましたって事後報告で聞かされただけだ」

「そうか……」

「つーか、むしろこっちが教えて欲しいくらいだぜ。男子の風紀委員は必要ないって言い続けてた柊木が何でお前の就任を許したのか」

「僕が尋常じゃないくらい有能だったから──」

「今朝、あいさつ運動をサボっておいてか？」

「だよなあ」

　自分で言っててそれはないなと思った。

「つーか、柊木に聞かされてないのかよ。お前は」

「うーん……」

　聞かされてるとは思うけど、覚えてないんだよなあ。スキップ中の知識や経験は今の僕には蓄積されていないし。

「意外と、[image: ]屋のことが好きだから、って理由だったりしてな」

「へ？」

「好きな人とできるだけ長い時間いっしょにいたかったから、自分の権限を濫らん用ようして[image: ]屋を風紀委員に任命した──ってのはどうだ？」

「いや、ありえないだろ。全然性格違うし。真面目まじめな柊木からしたら、僕みたいにだらしない奴やつが一番気にくわないと思うけど」

　だいたい、と言う。

「僕にはもう、彼女がいるんだし」

　まさか人生でこの台詞せりふを言う日が来るとは思わなかった。

「いやあ、関係ねえだろ。これだけ不倫が流は行やってる世の中だ。それに彼女がいる奴の方が余裕があってモテるらしいぞ」

「どこ情報だよ」

「ネットだ。ウェブの記事で見た」

「信しん憑ぴよう性せいないなあ……」

　だいたい、あの柊木が僕を疎ましく思うことはあっても、好きになることなんて天地がひっくり返ってもないと思う。




「あーしやっ。いっしょにお弁当食べよ」

　昼休みになると、希のぞ美みが二人分の弁当を持って僕の席へやってきた。

　以前は校舎裏や屋上前の階段で人目を忍んで会っていたけど、今はこうして堂々と教室で昼食を食べることにしている。

「今日は[image: ]あし屋やの好きなオムライス作ってきたから。期待していいよ」

「えっ。本当に？」

「ふふ。嬉うれしいでしょ。早く開けてみて」

　促されるまま弁当箱の蓋ふたを開けた僕は、目を瞠みはった。

　弁当の中にはチキンライスをふわふわ卵で包んだオムライスが入っていて、ケチャップでハート模様が描かれている。おかずにしょうゆ味の鶏とりの唐揚げ、プチトマト、ほうれん草のおひたしとバランスよく詰め込まれていた。

「これ全部、僕の好きなものじゃないか！　よく知ってたなあ」

「当たり前でしょ。あたしは彼女なんだし。それにほら、男を掴つかむのならまず胃袋を掴めって言うじゃん。[image: ]屋の胃袋、ばっちり掴まないとね」

　もうとっくに掴まれていた。胃袋も心も。

　なんてことは、さすがに恥ずかしくて言えない。

「じゃあ、遠慮なく頂くよ。どれから食べようかな……」

　うーむ。どれも甲乙つけがたい。

　悩んだ末に、まずは鶏の唐揚げを頂くことにした。弾力のある鶏とり肉にくにしょうゆのダシがよく染みこんでいる。

「めちゃくちゃ美う味まい……」

　僕がそう言うと、希美は満足げに微笑ほほえんだ。

「そうでしょそうでしょ。よかったー。喜んで貰もらえて」

「けど、いつも作るの大変じゃないか？　早起きしてるんだろ？」

「どっちにしても、あたしと三さ枝え子この分は作らないといけないから。それに[image: ]屋にお弁当作ってきてあげるの楽しいし」

「楽しい？」

「[image: ]屋ってば、いつもバカみたいに美お味いしい美味しいって言ってくれるし。それに残さず全部食べてくれるから」

「そりゃまあ、本当に美味しいから。残すのも勿もつ体たいないし」

「ふふ。そういうところ、好きだよ」

　頬ほお杖づえをついた希美に微笑みかけられて、僕は喉のどを詰まらせる。好き、と言われることに慣れてないから戸惑ってしまう。

「あははっ。照れてる照れてる」

「う、うるさいな！　仕方ないだろ」

　僕たちがそんなやりとりをしていると、澄んだ声が割って入った。

「お取り込み中のところ、ちょっといいかしら」

　振り返って、ぎょっとした。

　腕組みをした柊木ひいらぎが、僕たちを見下ろしていた。

「[image: ]あし屋や君に話があるの。いっしょに来て貰もらえる？」

「話？　ここじゃダメなのか？」

「ええ。できれば場所を変えたいわ。柳やなぎ戸とさん、[image: ]屋君を借りてもいい？」

「別にあたしはいいけど……」希のぞ美みは僕を見てにやりと笑った。「[image: ]屋、また何か美み月つきを怒らせるようなことしたわけ？　問題児じゃん」

　そんなはずは……。心当たりもないし。というか──

「[image: ]屋君も、あなたにだけは問題児と言われたくないんじゃないかしら」

　柊木が呆あきれながら僕の代弁をしてくれた。普段は正反対の僕たちだけど、ことこの件については意見が同じようだった。あんたが言うな。

「とにかく行きましょう。[image: ]屋君、ついてきて」

　廊下を歩く柊木の後ろを、僕は少し離れてついていく。人気のない場所を求めてたどり着いたのは屋上前の踊り場だった。

　僕たちは施錠された屋上に続く、踊り場で向かい合う。

「で、話っていうのは？」

　まだ希美の弁当も食べてないし、早く終わらせて帰りたい。

「あなた、どうして私を無視するわけ？」

「はい？」

「メッセージを送ったでしょう。二時間目の休み時間に」

　メッセージ？

　僕はスマホを取り出して、ラインの通知が来ているかどうか確認する。何かメッセージらしきものが届いている形跡はなかった。

「いや、来てないけど」

　そもそも柊木のＩＤを登録してないんだし、来るはずがない。

「そんなはずはないわ。ちゃんとメールボックスを確認して」

「メールボックス？　まさか……」

　僕は今度はラインではなくＥメールを開ける。

　受信ボックスの一番上を見ると──あった！　確かに差出人『柊木美月』と表示されたメールが午前十時半頃に届いていた。開けてみる。

『今日の昼休み、風紀委員の活動として校内のゴミ拾いをするので忘れないように。受領したら五分以内に確認のメールをください。柊木ひいらぎ』

　そこには簡素な文章でそう書かれていた。

「私、休み時間ごとに新着メールを問い合わせてたのに。ちゃんと返事をしてくれないと何か落ち度があったのかって不安になるじゃない……」

　柊木が恨みがましい目で睨にらんでくる。

「いやいやいや！　今日日、メールって！　最近はもう迷惑メールしか来ないからメールボックスを開けることすら止やめてたよ」

　今や、来るメールと言ったら謎なぞの遺産相続メールや会ったこともない有名芸能人からの出会い系メールばかり。数少ない連絡相手は全員ラインに移行してしまった。

「もしかして、柊木ってまだガラケー使ってるのか？」

「ば、バカにしないで。スマートフォンよ」

「じゃあ、何でラインを使わないんだ？　メールより便利なのに」

「使い方、よく分からないもの……」

　柊木は困ったような表情をしている。機械が苦手なんだろうか。

「それにラインって、アプリをインストールするんでしょう？　ウイルスに感染して家に変な請求とか来たら怖いじゃない」

「ウイルスなんて入らないし、架空請求も来ないよ！」

「え、えっちなサイトに飛ばされたりは……？」

「しないしない！」

「そ、そう」

　柊木は胸に手を置いてどこかほっとした様子。

「……小学生の頃、家でインターネットを見ていたら、うっかりおかしなリンクを踏んでそういったサイトに飛ばされたことがあったから」

「ああ。あるある」

　僕も何度もあった。

　むしろそんなリンクを探して積極的に踏みに行っていた。

「すごくびっくりして、両親にバレたらどうしようって一日中震えたわ。それ以来ネットには一度も繋つないでない」

　かなりのトラウマを植え付けられたようだ。

「だけど、今のままだと友達とかと連絡を取るのに不便じゃないか？　僕も最初はメール派だったけど結局はその理由で移行したし」

「問題ないわ。私には連絡を取るような相手がいないから」

「おお……何かごめん」

「哀れんだ目は止やめてくれる？　……でもそうね。あなたと連絡を取るのに不便だというなら私も移行しようかしら。危険もないようだし」

「その方がいいと思うぞ」

「悪いけど、代わりにインストールして貰もらえる？」

　柊木ひいらぎはそう言うと、躊躇ためらいなくスマホを差し出してきた。

「それは全然構わないけどさ。柊木は人にスマホを渡すの抵抗ないんだな。こんなの個人情報の塊なのに。見られて嫌なものとかないのか？」

「疚やましいものは何も入ってないもの。[image: ]あし屋や君とは違ってね」

「なんで僕は入ってる前提なんだよ……」

「入ってるでしょ。だって──」柊木は僕を見ると、頬ほおをさっと朱に染めて、逃げるように目を逸そらした。「……まあ、それはいいわ。続けて」

　なんだ？　おかしな反応するなあ。まあいいや。

　僕は柊木のスマホでラインをインストールする。電話帳にアドレスが登録されていた人が自動的に友達に追加されていった。……うわあ。マジか。高校生で僕よりラインの友達の数が少ない人なんていないと思ってた。

「へえ。ラインって、こんな風になってるのね……」

　柊木は僕の肩に寄り添うようにして、スマホの画面をのぞき込んでくる。

　……思ってたより距離が近くてどぎまぎする。希のぞ美みが学校で一、二を争うほどの美少女であることは疑いないけど、その競争相手は間違いなく柊木だろう。

「早速、メッセージを送ってみるわ。ここをこうして……っと。できた」

　次の瞬間、僕のスマホから着信音が鳴った。

『今日の昼休み、風紀委員の活動として校内のゴミ拾いをします。受領したら五分以内に確認のメッセージをください。柊木』

「ふふ。どう？　私にもできたでしょう？」

　柊木はどや顔で僕を見てくる。

　僕は気が乗らない、できればやりたくない、ということを伝えるために首を横に振っている人のスタンプを押した。

「わっ。[image: ]屋君。今のはなに？　どうやったの？」

「スタンプだよ。自分の感情を相手に伝えるために使うんだ」

「へえ。色々種類があるのね……。あ、これかわいい……」

　柊木はしばらくスマホの画面を凝視した後、クマがフラダンスを踊っているというよく意味の分からないスタンプを押してきた。

「かわいいでしょう？」

「まあ、会話にはなってないけどな」

　昼休みにゴミ拾いをします→嫌です（スタンプ）→フラダンス（スタンプ）って会話の流れとしてはシュールすぎる。

「それより、校内のゴミ拾いの話だけどさ。風紀委員って、あいさつ運動だけじゃなくてそんなことまでやるのか？」

　どっちかと言えば美化委員の役割のような。

「いえ。校内清掃は風紀委員で行っているわけじゃないわ。あくまでも私と[image: ]あし屋や君が個人的に行うというだけよ」

「個人的にって……どうしてそんなことを」

「ゴミを拾うというのは、自分の心を綺き麗れいにするのと同じだもの。きっと[image: ]屋君のためにもなると思うわ」

「その言い方だと、僕の心が汚いみたいじゃないか」

「汚いかどうかはさておき、健全でないことは確かでしょう？　だからあなたを風紀委員の役職に置いて監視しているわけだし」

「へ？　か、監視？」

「ええ。あんなことをしでかしたんだもの。当然よ。私には責任を持って風紀委員として[image: ]屋君を監視・更生させる義務があるわ」

　柊木ひいらぎは何を今さらという表情で言う。

　どうやら僕は自分から風紀委員に立候補したわけではなく、監視という名目で柊木に無む理り矢や理り就かされただけらしい。それ自体は納得できる。まさかスキップ中の僕が奉仕精神に目覚めただなんて端はなから思ってなかったし。

　ただ──

「あんなことをしでかしたって……」

　問題はそこだ。

　監視・更生という日常会話だとほぼ出てこない言葉を用いらないといけないほどの何かを僕はしてしまったのか？

「僕はいったい何をしたんだ？」

「それを私の口から言わせるつもり!?」

　柊木は上ずった声でそう言うと、頬ほおを赤らめて肩を抱いた。まるで変態でも見るような目で僕を睨にらみつけてくる。

「って言われても、他に訊きく相手がいないし」

「それはそうだけど……」

「頼む。この通り」

　僕は拝み倒す。どうしても何があったのか知っておきたい。

「……はあ。仕方ないわね。分かったわ」

　柊木ひいらぎは溜ため息いきをつくと、諦あきらめるようにしてそう言った。

　よかった。頼み込んだ甲か斐いがあった。

　暴力事件、器物損壊、夜中の学校への不法侵入がバレた……僕の頭の中では考えられるだけの不祥事がぐるぐると巡っていた。何をしたのかは知らない。ただどんなことを言われても受け入れるだけの覚悟はできた。

　よし！　どんとこい！

「……あ、[image: ]あし屋や君はその……盗もうとしたでしょう」

「盗む？　盗むって、何を？」

　まさか他人の財布か!?　僕は窃盗事件を起こしてしまったのか？

「その……（ぼそぼそ）……を」

「え？　今、何て？」

　小声すぎて聞き取れなかった。

「だ、だから……私の（ぼそぼそ）……を」

「もっとはっきり言ってくれ！」

　声を荒らげる。

　俯うつむいていた柊木は肩をぷるぷる震わせていた──が、やがてやけくそになったかのように顔を上げると叫んだ。












「ああ、もう！　だからっ！　[image: ]あし屋や君は体育の授業中、女子更衣室に忍び込んで私の制服を盗もうとしてたって言ってるの！」

　……………………はい？

　どんな言葉をぶつけられても受け身を取るつもりでいた。けれどいきなり核弾頭をぶち込まれたらさすがに反応できなかった。

　ぼぼぼ、僕が。柊木ひいらぎの制服を盗もうとしただって？

「そ、そんなバカな！」

「こっちの台詞せりふよ！　髪留めを取りに女子更衣室に戻ったら[image: ]屋君がいて、私のセーラー服を手に取っていたんだもの。何してるのって問い詰めたら、あなたはごめんなさいと頭を下げるばかりで理由は教えてくれなかったけど……私の目には確かに制服を盗もうとしているように映ったわ」

「…………」

「たぶん、その……あなたは私の制服を家に持ち帰って、普段は抑制している性的欲求を思う存分満たそうとしたんでしょう？　世の中には変わった性癖を持った人がいることは知っていたけれど、まさかこんな身近にいたなんて……」

　いやいや待ってくれ！　濡ぬれ衣ぎぬだ！

　そう主張しようにも説得するだけの材料がなかった。

　僕にスキップ中の記憶はない。あるのは柊木の証言だけだ。それだけで判断するのなら完全なる黒と見なされても仕方がない。

　……しかしまさか、僕に制服泥棒をしていた疑惑が掛かるなんて。これならいっそ傷害沙ざ汰たを起こしてた方がまだよかった。

「あの……。ちなみに、このことを希のぞ美みには……」

「い、言えるわけないでしょう!?　そんなこと！　誰にも漏らしてないわ。知っているのは私と[image: ]屋君の二人だけよ」

「そ、そうなのか」よかった。「でもどうして──」

「告発しないのか、ってこと？」

　僕は頷うなずいた。見つけたら普通、その足で職員室に駆け込むだろう。

「もちろん、[image: ]屋君を告発して排除するのは簡単だけど……社会に出た後も結局同じ過ちを繰り返すかもしれないでしょう？　それだと根本的な解決にはならないもの。今の段階で正しい道に戻してあげる必要があるわ」

　だから、と柊木は言った。

「私はあなたを風紀委員に任命したの。私の側そばに置くことで監視しつつ、その歪ゆがみを矯正して更生させるためにね」

　なるほど。そういうわけだったのか──じゃない！

　僕が風紀委員になった謎なぞは確かに解けたけど。

　それ以上にとんでもない膿うみが出てきてしまった。

「うちの学校から犯罪者を出すわけにはいかないわ。だから風紀委員として私が[image: ]あし屋や君を責任を持って矯正してあげる」

　柊木ひいらぎは僕をまっすぐに見据えた。

「当然、私の言うことには全すべて従って貰もらうわ。秘密をばらされたくなかったら忠犬のように言いつけを守ること。いいわね？」

「…………」

「い・い・わ・ね？」

「ワン！」

「よろしい」

　柊木は満足げに微笑ほほえんだ。「犬は好きよ。猫と違って素直だもの」




　僕はその後、昼休みを柊木と共に校内のゴミ拾いをすることに費やし、午後からの授業を上の空で過ごした。

　そうして放課後を迎えると、篠しの原はら先生との補習をするためにほとんど脊せき髄ずい反射で西校舎の空き教室へ足を運ぶ。

「[image: ]屋君。何だか、元気ないね？」

　篠原先生は机に突っ伏していた僕を見て、声を掛けてくれた。

「はい……」

「悩み事があるなら、相談に乗るよっ。何でも言って！」

　篠原先生は胸に手を置いたまま、ぐいっと身を乗り出して言った。

　熱血教師を志している篠原先生からすると、生徒が悩んでいるのなら放ほうっておくわけにはいかないということなのだろう。

「あ、でも、恋愛関係の悩みは力になれないかも……。私、ずっと女子校だったからそういうのにはいまいち疎くて……」

　えへへ、と気まずそうに微笑む。かわいい。

「先生……」

「うん。なになに？」

「制服ってそんなに良いものなんですかね……？」

「へっ？」

「人生を狂わせるほど魅力的なんですかね……？」

　ひひひ……と力なく笑う僕を見て、篠原先生はきょとんとしていた。

「よ、よく分かんないけど、制服に魅力を感じる人は多いんじゃないかな。ほら、青春の象徴って感じするし。それで、制服がどうかしたの？」

「いや……」

　先生。僕はどうやら、性犯罪者だったようです。柊木ひいらぎの制服を盗んで悶もん々もんとした感情をぶつけようとしてたみたいです。

　──なんて、正直に打ち明けられるわけがない。

　ドン引きされるか、その場で通報されるか。いずれにしても汚物を見るような目で見られてしまうのは間違いないだろう。

　……って、待て待て！　何で制服泥棒をした前提で話してるんだ。まだ黒って決まったわけじゃないだろ！

　柊木の勘違いだったって可能性もありえるんだ。

　それにおかしいじゃないか。スキップする前の僕には、制服に性的興奮を覚えるなんて嗜し好こうは一切なかったんだ──と心の中で叫んだところで思い出した。

　あれはスキップする前、二週間前だ。

　僕は学校からの帰り、希のぞ美みの運転する自転車の荷台に乗った。

　振り落とされないよう希美の背中に抱きついた時、制服に顔を埋うずめた。めちゃくちゃ良い匂においがしたのを覚えている。

　……僕はあの甘美な記憶が忘れられなくて、胸の内で膨れあがって膿うんで、柊木の制服を盗むという凶行に至ったんじゃないか？

　だって、何かの間違いで女子更衣室に入るなんてことあるか？　入ったとしても女子のスカートを手に持ったりするか？

　僕は明確な意思を持って女子更衣室に忍び込んだ。

　そう考えるのが自然だ。

　だけど、柊木を標的にする意味が分からない。希美の制服に興奮したのなら希美の制服を盗めばいいだけの話だ（ダメだ）。

　僕は柊木に対して特別な執着を持っていたわけでもない。

　つまり、動機がない。

「あの、篠しの原はら先生。質問があるんですけど」

「答えられる範囲なら、何でも答えるよ！」

「先生から見て、最近のクラスの様子ってどうでしたか。どんな些さ細さいなことでも気になることがあったら教えてください」

　一応、篠原先生にもスキップ中の僕に何かあったか──具体的には制服を盗もうとする兆候がなかったか探りを入れてみる。

「うーん。最近、遠とお山やまさんがよく学校を休んでるでしょ。体調を崩してるのかもしれないけど無断欠席だからちょっと心配かなぁ」

　遠とお山やまさんというのは希のぞ美みの女友達で、スキップする前にジャニ系っぽい工業高校の彼氏と別れたとか話していた面食いの女子だ。

　へえ。最近、休みがちなのか。確かに今日も来てなかったな。

「あの、他には？」

　僕が聞きたいのはそういうことじゃなかった。

「あ。そういえば……」

「そういえば？」

「最近の[image: ]あし屋や君、やけに授業中に落ち着きがなかったというか。しきりに柊木ひいらぎさんの席の方をチラ見してたような気がする」

「…………」

　聞きたいのはそういうことだけど、でも聞きたくなかった！

　おいおい！　しっかり兆候あったじゃないか！　篠しの原はら先生の証言のおかげで僕の黒疑惑はますます強くなってしまう。

　……僕は本当に柊木の制服を盗もうとしたのだろうか。もしこのことを希美に知られてしまったら──

「絶対、ただじゃ済まないよな……」

　それだけじゃない。

　クラスに広まれば、次の日からダンゴムシ系男子ではなく害虫系男子として即刻駆除の憂き目に遭ってしまうだろう。

　今のところ、柊木に僕の蛮行を言いふらす気はないようだけど、それもいつくるりと手の平を返されるか分からない。僕の学校生活は柊木の胸先三寸で潰つぶされる。これからは常にその恐怖に怯おびえながら過ごさないといけない。

　──くそっ。今回のスキップはつつがなく済んだと思ってたのに。とんでもないことになってしまったじゃないか。

　自分に向けて、溜ため息いきの一つもつきたくなる。

　その後の補習はスキップで飛ばした二週間分のブランクもあってか、錆さびついた自転車のペダルを漕こぐみたいに遅々として捗はかどらなかった。




　補習を終えて日が暮れた頃、僕は家へと辿たどり着いた。扉を開けると、廊下の奥から千ち夏かがどたどたと駆け寄ってくる。

「プリン！　……じゃなかった！　にーちゃん、おかえりー！」

「欲望が先走りすぎてるぞ」

　苦笑しながら、後ろ手に持っていたコンビニ袋を差し出す。「ほら。ちゃんとホイップクリームの乗ったやつだ」

「わーい！　にーちゃんだいすき！」

　千ち夏かは僕に抱きつくと、すりすりとほおずりしてくる。

　現金な奴やつめ。でもかわいい。

「さっそく食べよーっと！」

　千夏は喜びが抑えきれないのか、プリンを手に持ったまま、くるくるとバレエダンサーみたいに回りながら廊下を進んでいった。

　僕がリビングの扉を開けた時には、すでにテーブルでプリンの蓋ふたを開けていた。付属のプラスチックスプーンで掬すくうと、ぱくり。

「うにゃー。しあわせー」

　とろけるような表情。本当に幸せそうだった。百三十円のプリンでこんなに喜んで貰もらえるのなら安いもんだ。

「ほっぺにクリームがついてるぞ」

　僕は千夏の右ほっぺについていたホイップクリームを指で拭ぬぐう。

「それも食べるー。あーん」

「ほっぺについたクリームすら逃さないとは。貪どん欲よくな奴め。……ほれ」

　指を千夏の口元に差し出すと、ぱくりと食いついてきた。指先についたクリームがれろれろと動く小さな舌に舐なめ取られる。












　何だか妙にくすぐったい。

「じゃあ、僕は風呂入って寝るから。ちゃんと歯は磨けよ」

「うにゃ。早いね」

「悩みがあって、疲れてるんだ」

「ほえー。明日の朝ごはん何にしようかなーとか？」

「ま、千ち夏かには無縁の話か……」

　羨うらやましいなあ。

　僕は手早く髪と身体からだを洗うと、歯を磨いてパジャマ姿に。二階にある自室に帰ると電池が切れたようにベッドに倒れ込んだ。

　ああ、疲れた。

　今日一日、色んなことがあった。主に悪い方面で。

　寝て起きたら、全部夢だった。

　柊木ひいらぎの制服を盗んだ嫌疑も掛けられてないし、風紀委員にもなっていない、なんてことになってたらいいのに。

　そう考えているうちに、睡魔にさらわれていった。




「──君。──君」

　声が聞こえる。

「──君。起きなさい。[image: ]あし屋や君」

　僕を起こそうと呼びかけている。千夏だろうか。

「ううん。後五分……」

「[image: ]屋君。いい加減に起きなさい！」

　ばさっ、と布団をはぎ取られた。ひんやりとした冷気が入り込んできて、眠りの海の底に沈んでいた僕の意識は覚かく醒せいする。

「随分乱暴だなあ……って、うわっ!?　柊木!?」

　目を開けて驚いた。

　ベッドの側そばに立っていたのは柊木だった。制服姿の彼女は、腕を組みながら呆あきれたように僕を見下ろしている。

「おはよう、[image: ]屋君。ようやく起きたわね」

「な、なんで柊木がここに……」

「昨日、朝が弱くて起きられないと言っていたでしょう？　だから、あいさつ運動の集合時間に遅れないよう起こしに来てあげようと思って」

「そもそもどうやって家に入ったんだ！　まさか不法侵入……」

「ちゃんと許可は貰もらったわ。妹さんにね。[image: ]あし屋や君のクラスメイトだということを伝えたら快く中に入れてくれたわよ」

　柊木ひいらぎの肩口の先──自室の扉からぴょこりと千ち夏かが顔を覗のぞかせた。にへへーと八重歯を見せて暢気のんきに笑っている。

「おい、千夏！　知らない人と柊木は家に上げるなって言ったろ！」

「そーだっけ？」

「[image: ]屋君、妹さんを責めるのはお門かど違ちがいよ。あと、なぜ私だけ別枠？　……それより早く顔を洗ってきて。朝ごはんが冷めてしまうでしょう」

「朝ごはんって……わざわざ作ってくれたのか？」

「ええ。簡単なものだけど」

「……もしかして、柊木って僕のこと好きなのか？」

「す、好きなわけないでしょう！　ふざけたことを言わないで！　[image: ]屋君を矯正するために仕方なくしているだけよ！」

　ちょっとした冗談のつもりが、顔を真っ赤にして反論してくる。

　そこまでムキにならなくても……。

「健全な精神は健全な肉体に宿ると言うでしょう。まずはあなたのそのだらけきった生活習慣から直していかないと」

　まあ、確かに生活習慣はめちゃくちゃだけども。

　僕は枕まくら元もとのスマホで時間確認をする。まだ七時だった。普段目が覚めるのは八時だから一時間も早く起床したことになる。

「僕の身体からだは、七時に起きる身体じゃないんだよなあ……」

　あくびをしながらリビングへ降りると、テーブルにはすでに朝食が並んでいた。

　キツネ色にこんがりと焼けた食パン。スクランブルエッグにベーコン。小皿にはレタスのサラダが盛られている。

「おお。凄すごい本格的だ……」

　普段、僕が作る雑な朝食とは大違いだ。

「さっき妹さんに聞いたのだけど。あなたは普段生の食パン一枚、妹さんは牛乳を入れたコーンフレークを食べてるんでしょう？」

「朝から手の込んだものを作る気がしなくて」

「ダメよ。栄養が偏るでしょう」

「この卵、味うすーい」

　先にスクランブルエッグに手を伸ばしていた千夏が不満げに言った。僕は内心ひやっとしたが柊木は特に怒ることもなく涼しい顔で答える。

「塩分の摂とりすぎはよくないもの」

「ぶー。あ、その手に持ってるの何？　ジュース？」

「これ？　スムージーよ」

　柊木ひいらぎの掲げた意識の高そうなボトルの中には、ナメック星人の肌みたいな緑色の液体がなみなみと入っていた。

「朝はいつもランニングをして、シャワーを浴びたあとこれを飲むの。食物繊維が豊富に含まれていて健康にいいのよ」

「ほえー」と千ち夏かがよく分かってなさそうな相づちを打つ。

「よければ、あなたも飲んでみる？」

「いいの!?」

「ええ」

　千夏は「わーい！　ありがとー」とボトルを受け取ると、ぐいっと一口。ぷはーと一息ついてから笑顔で言った。

「コーラの方が好き！」

　そうじゃねえだろ！　スムージーは健康のためのものだから！　そりゃ味だけで言ったらコーラの方が美う味まいに決まってる。

「というか、朝からランニングって、柊木は何時に起きてるんだ？」

「五時半にはいつも起きてるわ」

　ご、五時半!?

「うちのばーちゃんと同じだー」

　千夏、頼むからちょっと黙っててくれ。

　お前の失言のつけは全部、こっちに回ってくるからね。

「経済学では時間は資源と考えられているでしょう？　人より早く起きればその分、自分を磨くことにあてられるわ」

「その理屈だと僕は資源を無駄遣いしまくってるな……。でも、一日の中で寝てる時間が一番幸せだからなあ。こればっかりは削れない」

　むしろ毎日寝るための繋つなぎとして生きてるみたいなところがある。

「寿命が尽きれば、嫌でもずっと眠り続けることになるんだもの。生きている間はできる限り活動していたいわ」

　たぶん、柊木は僕の一・五倍くらいの密度で生きてるな。

　道理で人間としての出来が違うわけだ。




　朝食を取り終えた後、僕たちは家を出て学校へと向かった。

　普段より早く起きたこともあって、まだエンジンが掛かってない。というか掛かりきる前に一日を終えてしまうこともざらだ。

　特に柊木ひいらぎと会話をすることもなく、校門前へやってくる。

　少しすると、他の風紀委員の人たちが集まってきた。最後に統括の先生がやってくると校門前に立って、登校してくる生徒に声を掛ける。

　おはようございます。おはようございます。おはようございます。

　ペッパー君でももう少しイントネーションをつけるんじゃないかという抑揚のなさで同じ文言を繰り返し詠唱する。

　他の風紀委員はよくこんなことを真面目まじめにやってるなあ──と思いつつ僕は隣に立っていた柊木の様子を窺うかがってみた。

「おはよう、小お川がわさん。吹奏楽部、もうすぐ大会なんでしょう？　今年こそ金賞を取れるよう応援しているわ」

「おはよう、崎さき岡おかさん。髪型変えたのね。よく似合ってるわ」

「おはよう、市いち来き君。今日は遅刻しなかったのね。その調子で頑張って」

　一人一人熱心に声を掛けているのを聞いていて、気づいた。

　柊木は声に抑揚をつけている──というのはもちろんのこと、一方的に声を掛けるだけじゃなくきちんと対話しようとしていた。

　部活の話だったり、髪型の話だったり、生活態度の話だったり、生徒たちのパーソナルな部分へ切り込んで関心を引いている。

　声を掛けられた生徒たちはそれぞれ一言二言返して去って行くが、皆、口を開く前よりも表情がほぐれているように見えた。

「ほんの少しの声掛けでいいの」

　柊木が僕を見て言った。

「皆が皆、毎日ポジティブな気持ちで学校に通っているわけじゃない。気け怠だるい日もあれば憂ゆう鬱うつな日もあると思う。だから私はこうして声を掛けているの。彼らが学校で今日一日を過ごすための気持ちに切り替えられるように」

　そんなことを考えて、この活動を行っていたのか。

　そういえば──と思い出す。

　柊木は普段、僕がぎりぎりに登校してきた時も『朝ご飯はきちんと食べてきた？』とか『枕まくら元もとに水を置いて、起床と共に飲むといいと聞いたことがあるわ』とか色々声を掛けてきてくれていた。僕は毎日のように学校が嫌だ、面倒臭い、と思っていたけど、その会話で切り替えが出来ていたような気がする。

「でも柊木、よく生徒のことを覚えられるな」

「もうこの活動を始めて、半年以上経たつもの。今だと、この学校の生徒の名前と顔はほぼ全すべて頭に入っているわ」

「ほぼ全てって……」と僕は言った。「五百人近くいるぞ」

「犬でも単語を五百個は覚えられるというでしょう。私たちは人間なんだし、それくらい造作もないわ」

　僕は三十数人のクラスメイトで手一杯なんですが、それは。

　でも、他の皆だって同じようなものだろう。自分にとって関心のある人間以外に意識を向けることのできる人の方が少ない。現に中学時代のクラスの女子たちは一軍の男子以外の名前はうろ覚えの子が多かった。誰もダンゴムシの名前になんて興味ないのだ。

　なのに、柊木ひいらぎは全員の顔と名前を覚えていると言う。

「どうしてそこまでするんだ？　何か見返りがあるわけでもないのに」

　僕は思わず尋ねていた。

　内申点が上がるわけでも、自分のステータスが向上するわけでもない。まして金銭的な報酬が出るわけでもないのに。

「その質問に関する答えは、至って単純よ」

　柊木は口元を緩めると、目を細めて歩いてくる生徒たちを見やる。

「私はこの学校が好きだから。そこに通う生徒たちのことも。だから、皆に充実した学校生活を送って欲しいと思ってる」

「だから風紀委員として指摘したりするのか？」

「ええ。口うるさいくらいにね。そのせいで皆に疎まれているのも知ってる。でもこれは誰かがやらないといけないことだから」

　その言葉は澄んでいて、力強かった。僕の心にそれが刺さったのは、柊木の強い覚悟がひしひしと伝わってきたからだ。

　こんなに学校のことを──ひいては学校に通う生徒たちのことを考えている人に僕は今まで出会ったことがなかった。制服泥棒を行った（濡ぬれ衣ぎぬと信じたいけど）僕を告発せずに更生させようとしているのもその想おもいからだろう。

「だからこそ、[image: ]あし屋や君に忠告しておくわ。──柳やなぎ戸とさんとは別れなさい」

「……えっ？」

「彼女のような人とは付き合うべきじゃない。取り返しの付かないことになる前に今後は一切の関かかわりを断ちなさいと言っているの」

　有無を言わせぬ口く調ちように、鋭い目つき。

　本気で言っているのだということはすぐに分かった。

「ひ、柊木に希のぞ美みの何が分かるんだよ」

　自分の彼女を侮辱されたのだ。さすがに黙っちゃいられない。ただ、人に噛かみつく経験に乏しいせいで声が震えた。

「分かるわ。少なくとも、[image: ]屋君よりはずっとね。中学時代、私は柳戸さんと三年間同じクラスだったんだもの」

「え……？」

　初めて聞く情報だった。

　あるいは以前聞いたことがあったのかもしれないけど、スキップ中のことだったから今の僕は忘れてしまっているか。

　というか──

「中学時代の希のぞ美みと同じクラスだったってことは……その……希美がジャックナイフって呼ばれてた頃を知ってるってことか？」

「ええ。誰よりも側そばで見てきたわ。彼女が毎日のように授業を抜け出して、他校の生徒と問題を起こしていたのをね。[image: ]あし屋や君も噂うわさくらいは聞いたことがあるでしょう？」

「それはまあ……。三万円で援助交際をしてるとか、夜の街で目が合っただけの人を片っ端から病院送りにしただとか。色々と……」

　でも──

「それは全部、面白おかしく脚色された嘘うそだった。希美は援助交際なんて一度もしたことがないって言ってたぞ」

　以前、希美の家に行った時にそう話してくれた。

「援助交際の件については、[image: ]屋君の言うとおり嘘だったかもしれない。ただ暴力行為に関する噂はそのほとんどが事実よ」

「えっ」

「柳やなぎ戸とさんは毎晩のように街で喧けん嘩かに明け暮れていたわ。病院送りにした他校の生徒の数は指の数じゃ足りない。彼らが仕返しに学校に乗り込んでくることもあった。そのせいで私たち一般生徒がどれだけ迷惑を被ったか……」

　そう語る柊木ひいらぎの瞳ひとみには、嫌悪の色が滲にじんでいた。

　当時の希美はめちゃくちゃ好戦的だったらしい。触れるもの皆、傷つける。まさにジャックナイフと呼ばれるにふさわしい。

「[image: ]屋君に一つ、教えておいてあげる」

　柊木は言った。

「柳戸さんはあなたが思っているより、ずっと危険な人よ。いつあの時と同じように暴力行為に走ってもおかしくないくらいにね」

「そんなこと──」

「ありえない、って？　それは単なるあなたの願望でしょう。[image: ]屋君は柳戸さんのことを何も知らないからそう言えるのよ」

　柊木は僕を見据えたまま、淡々と告げる。

「今のあなたは、柳戸さんの上うわっ面つらしか見ていない。中学時代の彼女を知っていれば同じことは言えないはずよ」

　柊木ひいらぎの一言が、僕の喉のど元もとから反論の言葉を奪った。

　そうだ。僕はまだ、希のぞ美みのことを何も知らない。過去も、そして今でさえ。スキップのせいで思い出がずるりと抜け落ちてしまっているから。

　希美という人間を構成するジグソーパズルがあったとして、今、僕の手元にはいったい何枚のピースがあるのだろう。人は誰しも他人に隠したい一面がある。きっとそのことを考慮してもなお、僕の手持ちはあまりに少ない。

「[image: ]あし屋や君のことを心配しているからこそ、あえて言わせてもらうわ。制服を盗もうとしたことをばらされたくなかったら、今後は彼女と関かかわるのを控えなさい」

　それは端的に言って、脅しだった。

　そして、今の僕は柊木に心臓にも等しい弱みを握られているのだ。与えられた命令には忠犬のように従うしか選択肢がない。

　さもなくばクラス中に秘密が流布されてしまう。

　僕が柊木の制服を盗もうとしたことを知られたら、柊木に言われるまでもなく希美との関係は終わりを迎えてしまうだろう。それは絶対に避けたい。

　……大変なことになってしまった。




　あいさつ運動が終わったあと、一時間目の授業が始まった。

　いつもの学校生活のスタートラインに立った時点ですでに疲れていた。早起きの弊害として莫ばく大だいな眠気が襲ってくる。ただ柊木の監視があるので居眠りはできない。シャーペンの芯しんをかちかちと伸ばすと、手の平に刺して眠気を飛ばした。

　何とか意識を保ったまま休み時間までたどり着くと、柔らかな微笑ほほえみをたたえた希美が僕の席へやってきて言った。

「ねえ、[image: ]屋。食堂前の自販機までジュース買いにいかない？」

　分かった。付き合うよ──と応こたえて席を立とうとしたところで、ズボンのポケットの中のスマホがぶるりと震えた。メッセージの送り主は柊木だった。

『さっき言ったこと、忘れないで』

　短い文面。それ故に威圧感がある。

　そうだ。僕の首には爆弾つきの首輪が嵌はめられている。少しでも柊木の意にそぐわないことをすれば爆発して社会的な死を遂げる。

　──つまり、だ。

　僕は柊木の出した命令に逆らうことができない。

「えーっと。希美は何が飲みたいんだ？」

「あたし？　カフェオレだけど」

「よし分かった！　すぐに買ってくる！」

「ちょっ……[image: ]あし屋やっ!?」

　僕は逃げるように猛ダッシュで教室から走り出た。食堂前の自販機で二人分のジュースを買うとすぐさま戻ってくる。

「おまたせ！」

　息を荒らげながら、希のぞ美みにカフェオレを差し出した。

「あ、ありがと……」

「じゃあ、僕は次の授業の予習があるから！」

　戸惑っている希美を残し、僕は机にかじりつくガリ勉野郎に早変わり。こうすることで話しかけづらいオーラを出すのだ。

　今後は僕と関かかわらないで欲しい──なんてこと、言えるわけがない。そうすれば絶対にどうしてかと訊きかれるだろうし、その理由は話せない。

　だからこんな感じで飄ひよう々ひようと躱かわす。

　柊木ひいらぎに文句を言われるまではこれで通すつもりだ。

　次のチャイムが鳴って、希美が去り際、

「別に[image: ]屋をパシらせたかったわけじゃなくて。ただ、いっしょに食堂前まで喋しやべりながら歩きたかっただけなんだけど……」

　ぽつりとそう呟つぶやくのを聞いて、罪悪感を覚えた。

　……ごめん。

　僕だって本当はいっしょにジュースを買いに行きたかった。

　でも、ダメなのだ。

　柊木の監視の目があるから。




　その後の休み時間も、希美とはなるだけ接さないようにした。

　尿意もないのにトイレに行き、本を読まないのに図書室に行き、机に突っ伏して架空のいびきを掻かいて寝たふりをした。

　依然として眠気は引かず、集中力を欠いた僕は体育のサッカーの試合でオウンゴールを決めて戦犯になってしまった。チームメイトからは総スカン。罰としてボールの積まれたカゴを体育倉庫に片付ける任を負わされてしまった。

「くっそぉ……。これ一人で運べる量じゃないだろ」

　グラウンドからそれなりに離れた体育倉庫に辿たどり着いた僕は、ボールの積まれたカゴを元あった場所に戻したところで額の汗を拭ぬぐう。

　ああ、疲れた。早く教室に帰って着替えないと。

「[image: ]屋君。ここにいたのね。探したわ」

　振り返ると、扉の前に柊木が腰に手を当てて立っていた。女子も体育終わりということもあって体操着に身を包んでいる。

「柊木ひいらぎ。どうしたんだ？」また理不尽な命令をするつもりか？

「あなたに用があったから、探していたの。でもよかった。この場所ならこれからしようとしてることには好都合ね」

「これからしようとしてること？」

　何のこっちゃ──と首を傾かしげていたところで、

「えっ!?」

　僕は自分の目を疑った。

　何と、柊木は体育倉庫の両開きの扉を閉めてしまったのだ。しかも側そばにあった幅跳び用の棒をつっかえさせる。完全に密室になった。

「いったい何のつもりだ……？」

「言ったでしょう？　私が[image: ]あし屋や君を矯正してあげるって。ここなら人目につかずにそれを行うことができるわ」

　柊木はつかつかと僕の元に歩いてくると、ぐいっと腕を引いた。奥に敷かれていた体育マットの上へと引きずり込む。

　僕たちは近い距離で向かい合う形になった。

　これからいったい何をされるというのだろう。

　漠然とした不安を胸に抱いていると──

　柊木は、こほん、と小さく咳せき払ばらいをした。

「[image: ]屋君にはこれから、私の身体からだをたくさん触ってもらうわ」

「────はい？」

　何を言ってるんだ？　いや、ほんとに。

「柊木、実は痴ち女じよだったのか？」

「──そんなわけないでしょう!?　[image: ]屋君が女子高生の制服じゃなく、女の子の身体に興奮できるように一肌脱いであげるのよ！」

「ああ、そういうこと──って、いやいや！　身を削りすぎだろ！」

「仕方ないでしょう。[image: ]屋君の将来を守るためだもの。それに、私は風紀委員としてこの問題に全力で取り組むと決めたから」

　……恐ろしい責任感だ。病的ですらある。

　柊木は運動靴を脱ぐと、同じく履いていたソックスも脱ぎ始めた。薄暗い体育倉庫の中に艶つやのある白い足が浮かび上がった。

「さあ、[image: ]屋君。私の身体を思う存分触りなさい。これは命令よ」

「だけど……」

「早くして。私に恥を掻かかせるつもり？」

　……命令だって言うなら、逆らえないよな。

　くそっ。仕方ない。

　僕は「ど、どうなっても知らないからな！」と一言断ってから、柊木ひいらぎの後ろに回り込んで体操着の下から手を入れた。

　布越しじゃない、生身の体温が手の平に伝わる。

　な、なんだこれ。

「……[image: ]あし屋や君、どうかしら。女の子の身体からだを触った感想は？」

　毎朝ランニングしてるだけあって、凄すごく締まっている。だけど柔らかい。弾力と吸引力が反発することなく同居していた。

　女子の身体って凄い。

「ちゃんと興奮してきた？」

「……答えないといけないのか？」

「ええ。もちろん。そのためにしているんだもの」

「……まあ、してきたけど」

「そう。よかった。じゃあ、続けて」

　なんだこの会話。

　しばらく柊木の身体をぺたぺたと触りまくった。お腹なか、腰回り、太ももと隅々まで触り心地を確かめていく。

　僕も思春期男子の端くれなので、こうして柊木の身体をまさぐっていると、頭にもやが掛かったような変な心地になる。太ももから腰、そしてお腹から胸へと夢中になって手の平を這はわせていると柊木の息づかいも荒くなってきた。

「んっ……はぁっ……っ……」

　触れる度に、柊木の身体が小さく悶もだえる。

　太ももに指を滑らせると、

「んんっ……」

　熱っぽい吐息が漏れた。

「だ、大丈夫か？」

「……ええ。この程度で音を上げるわけにはいかないわ」

　何だその意地。

　ならばと僕はボディタッチを続ける。

「ひゃっ……やっ……ぅっ……」

　柊木は目を瞑つぶり、耐えるように唇を噛かんでいる。肌はしっとりと汗ばみ、荒くなった息づかいが手に取るように分かる。

　後一押しで何かが決壊する。そんな予感がした。

　そういえば耳が弱いって言ってたっけ、と思い出した僕はトドメとばかりに柊木ひいらぎの耳に息を吹きかけてみた。

「──んんっ!?　やぁぁあ!?」

　ビクンッ！

　柊木の身体からだが激しく痙けい攣れんして、マットの上に倒れ込んだ。目はとろんとして、いつもの気丈さがなくなっている。

　僕が手を伸ばそうとすると──

「あ、[image: ]あし屋や君！　これ以上はもうダメよ！」

　肩を抱きながら慌てて止めてきた。

「どうして？」

　と尋ねると、

「そ、それは……」

　柊木は口ごもった。「ほ、ほら！　もうすぐ休み時間が終わるでしょう？　授業に遅刻するわけにはいかないわ！」

　確かにチャイムが鳴る頃合いだ。

　だけど、やけに言い訳っぽい感じに聞こえた。

　僕たちはマットから起き上がると、つっかえ棒を外して体育倉庫から出る。教室へ歩いている途中に隣の柊木がぽつりと呟つぶやいた。

「よかった。あれ以上続けていたら、私もおかしくなるところだったわ……」




　昼休み。

　僕は希のぞ美みとの接触を避けるため、お腹なかが痛いと偽ってトイレに駆け込み、残りの時間で校内を放浪していたんだけど、校舎と校舎の間を繋つなぐ連絡通路を歩いている途中、向かいから歩いてきた希美とばったり出くわしてしまった。

「[image: ]屋、こんなところにいたんだ」

　希美は二人分の弁当を手に持っていた。どうやら僕を探していたらしい。

「せっかくだし、お昼、中庭で食べない？」

　本当なら何かしら理由をつけて断るべきなんだろう。けれどわざわざ僕のために弁当を作ってくれたのをむげにするのは気が引けた。

　咄とつ嗟さに辺りを見回す。

　よし。柊木の姿はどこにもない。

「うん。分かった。行こうか」

　バレなければ大丈夫……。そう自分に言い聞かせて中庭に向かう。

　四方を校舎に囲まれた中庭は一見すると四階の教室から見えそうだけど、生い茂る木々の葉の下にあるベンチに座っていれば、姿を隠すことができる。

「よかった。ゆっくり話せる時間が取れて。何か[image: ]あし屋や、今日ずっとあたしのこと避けてるように見えたから」

　希のぞ美みがほっとしたように言った。

「……避けてるって気づいてたのか」

「そりゃね。[image: ]屋、嘘うそつくのとか誤ご魔ま化かすの下手だし。ちょっと見てたら、避けられてるのなんてすぐ分かるって」

　もっとポーカーフェイスが上う手まくなりたい。つくづくそう思った。

「もしかして、美み月つきに何か入れ知恵でもされた？」

「──っ!?」

　ずばり言い当てられて、驚いた。

「な、なんでそれを……？」

「やっぱり。大方、中学時代の話を吹き込まれて、あたしと付き合っててもろくなことにならないから関かかわるな、とか言われたんでしょ」

　マジか。どうして全部分かるんだ。

　希美は人の心を読むことができるエスパーなのか。それとも僕が内心を全部表情で表すことができる才能の持ち主なのか。

「美月はあたしのこと、凄すごく嫌ってるから。ま、中学の時、散々迷惑掛けたから当たり前と言えば当たり前なんだけど」

「でも、希美はもう更生したじゃないか」

「そうだけど。でも、掛けた迷惑も、買ってきた恨みも、人を傷つけてきた事実も消えるわけじゃないしね」

　希美は寂しげに微笑ほほえむと、

「今もクラスの皆は受け入れてくれたけど、他の生徒には怖がられたままだし。まだ援助交際の噂うわさを信じてる人も多いしね」

　実際、僕たちが来てから中庭にいた他の生徒は離れてしまった。

　それに僕は以前、別のクラスの奴やつに廊下ですれ違いざま、『お前、いくら払って柳やなぎ戸とと付き合ってもらってるんだ？』と訊きかれたこともあった。

「希美は昔のこと、後悔してるのか？」

「過去に戻れたら、やり直すくらいには。でも実際にはそんなの無理だから。自分のしたことを抱えて生きていくしかないもんね」

　希美は苦笑すると、

「[image: ]屋は美月の話を聞いて、どう思った？」

「えっ」

「あたしのこと、嫌いになった？」

「いや……」

　僕は首を横に振った。

「じゃあ、なんであたしを避けてたわけ？」

「それは……」

「ふーん。答えられないんだ？」

　希のぞ美みは含みを持たせたように言うと、

「[image: ]あし屋や、何かあたしに隠してることあるでしょ」

　冗談めかした口調だったが、僕にとっては冗談でも何でもなかった。

「最近はずっと、美み月つきと二人でいるし。あたし、こう見えて結構心配性だから。あることないこと邪推しちゃうかも。それが嫌なら、ちゃんと話して」

　まずいことになってしまった。

　隠し事なんてないと必死に否定しても、じゃあスマホの中身を洗いざらい見せてみろと言われるかもしれない。そうすれば柊木ひいらぎとのラインのログが見つかって、最終的には僕の制服泥棒の件に行き着いてしまう。完全にジエンドだ。

　どうしよう。どうしよう。脂汗が噴き出してくる。

「……確かに、隠してることはあるよ」

　追い詰められた僕はそう口に出していた。

「……でも、それが何かは話せない。いつかはちゃんと説明する。だから今日のところは見逃してくれないか」

　核心を話すことなく、でも真しん摯しな態度を示す。

　一いちか八ばちかの大勝負だ。

「ふーん……」

　希美はしばらく思案していたが、

「ねえ。そしたらさ、キスしてよ」

「は？」

「あたしのこと、好きなんでしょ？　だったら証拠みせて」

「いや、そうだけど……」

　僕は思わず頭を掻かいた。

「今日の希美、やけに積極的じゃないか？」

「最近の[image: ]屋、風紀委員の活動であたしに全然構ってくれなかったから。困らせるくらいにうんと甘えてみようかなって」

　希美は拗すねたように言うと、僕の肩に寄り添ってくる。

「ほら、早く早く」

「わ、分かったよ」

　僕は恐る恐る希のぞ美みの背中に手を回すと、小鳥の啄ついばみのようにそっと唇を重ねた。希美がくすぐったそうな笑い声を漏らす。

　今度は向こうからしてきた。

　じゃれあうように二、三回繰り返したところでお互いに目が合う。

　希美がくすくすと楽しそうに笑った。

「ふふ。ま、いっか。今日のところは訊きかないであげる。あたしにも他人に話したくない秘密の一つや二つはあるしね」

　希美の他人に話したくないことって何だろう？

　ともあれ、よかった。助かった。

「でも、そっか。美み月つきは[image: ]あし屋やをあたしから引き離そうとしてるわけね。だとしたらこっちにも考えがあるけど」

　希美は不敵な笑みを浮かべて、そう呟つぶやいた。

　嫌な予感がした。

「決めた。[image: ]屋。今後は美月となるだけ関かかわらないこと」

「え……」

「風紀委員の活動なら仕方ないけど。それ以外はダメ。あたしを嫌ってる美月に、[image: ]屋が影響されたら嫌だから」

　とんでもない言葉が飛んできた。

　柊木ひいらぎには今後、希美と関わらないようにしなさいと言われ、希美には柊木と関わらないようにしろと言われてしまった。

　どうすればいい？　僕はどうすれば正解なんだ？　希美を取るべきか？　それとも柊木の言うことを聞くべきか？

　いや、どっちになびいても禍根が残ってしまうだろう。

　この状況を解決するには──一つしかない。

　僕が制服泥棒である疑いを晴らす！　それしかない！

　体育の授業中、僕がどんな理由で女子更衣室にいたのかは分からない。なぜ柊木の制服を手に取っていたのかも。

　だけど、濡ぬれ衣ぎぬであることを証明しないと未来はない。

　もう一度、調べ直してみよう。

　体育の授業中、僕がなぜ女子更衣室に忍び込んでいたのか。そして、なぜ柊木の制服を手に取っていたのかを。




　僕はまず犯行日時を特定することにした。

　昼休みの終わり際、希のぞ美みと時間を少しずらして教室へ戻ると、ジト目をした柊木ひいらぎが僕の下へやってきて言った。

「[image: ]あし屋や君、どこに行ってたの？　送ったラインの返事もないし。……まさか、柳やなぎ戸とさんとお昼を食べていたんじゃ……」

「い、いや！　お腹なかが痛くて、ずっとトイレに籠こもってたんだ。いやほんと、壊れた蛇口くらい酷ひどくてさ。どれくらいかって言うと……」

「そ、その話はもういいわ。止やめましょう」

　僕が下げ痢りの話をしようとすると、柊木が慌てて断ち切った。よし、狙ねらい通り。そのまま会話の主導権をこっちにたぐり寄せる。

「なあ。柊木に訊ききたいことがあるんだけど。その……例の件。あれって十月の何日の話だったっけ」

「例の件？」

「だから、僕が柊木の制服を盗もうとした……」

「──っ!?」

　柊木の顔がぽっと赤らむ。咄とつ嗟さに周囲を見回した。誰もいないことを確認するとスマホを取り出して指を忙しく動かす。

『教室でその話をしないで！　誰かに聞かれたらどうするの』

『ごめん。うっかりしてた』

　怒ったウサギのスタンプを押される。

　危うく意図せずして全部終わってしまうところだった。

『それで、日にちはいつだっけ』

『……十八日だけど。金曜日の二時間目だったわ』

　僕がスキップを終えて意識を取り戻したのが二十二日の火曜日だから、犯行はその四日前に行われたことになるのか。

　取りあえず、日にちが分かっただけでも大きな進歩だ。

『でも、そんなことを訊いてどうするつもり？　当日にタイムスリップして過去の自分を止めようとでも考えているの？』

　僕は過去に飛ぶことなんてできない。行けるのはいつだって未来だけだ。

『だとしたら、どうする？』と冗談めかして訊いてみた。

『気をつけることね。下手に歴史を変えようとすると、因果律が狂って今の[image: ]屋君の存在が消えてしまう可能性があるから』

　僕はその文章を見て、思わず笑ってしまった。

「な、なに……？」

「いや、柊木って意外とノリがいいんだなって。実は映画とか小説に出てくる展開とかに憧あこがれてたりするのか？」

「う、うるさい……」

　恥ずかしくなったのか、俯うつむいてしまった。

　柊木ひいらぎは休み時間には小説を読んでいることもあるから、知らず知らずのうちに物語的な妄想力の翼が育っているのかもしれない。




　日にちと時刻が分かった。

　だとすれば次はその時の状況についてだ。

　僕は五時間目が終わった休み時間、近くにいた田辺たなべを捕まえて、十八日にあった体育の授業のことを尋ねてみた。

「今さらどうしたよ。先週の話を蒸し返すなんて」

「そこを何とか。頼むよ。この通り」

　僕は誠意を見せるために拝む。

「しゃーねえなあ。じゃあ、ジュース一本で手を打ってやる」

「それは無理だ。今月ピンチだから。誠意で勘弁してくれ。何なら土下座──はさすがにしたくないからしないけど」

「結局、何もしねえんじゃねえか！」

　田辺は呆あきれたように言うと、

「別に何があったわけでもなかっただろ。いつも通り、男子は体育館でバスケで、女子はグラウンドでハンドボールをしてただけだよ」

「そうだ、更衣室は？　僕たちが普段使ってる更衣室が、その日だけたまたま女子が使うことになってたとか」

「何言ってんだ。着替え場所はずっと固定だったろ。俺たちは教室で、女子連中は体育館近くにあるロッカールーム」

「だよな……」

　そう都合のいいことは起こらない。

「あ、そういえば思い出したぜ。[image: ]あし屋や、あの日の授業、途中で抜けてたよな。体調が悪くなったとか何とか言って」

　女子更衣室に向かうためだろう。

「皆言ってたぜ。[image: ]屋の奴やつ、絶対試合が面倒だからサボったって。実際、試合終わるまで帰ってこなかったしな」

　僕は体育の授業中に、女子更衣室で柊木に目撃されたのだ。どこかのタイミングで抜け出してないと辻つじ褄つまが合わない。

　結局、詳しいことは分からずじまいか。

　……いや、待てよ？

　ふと、引っかかることがあった。

「田辺たなべ。その授業って他に途中で抜けた奴やつがいたか？」

「いや、いなかったと思うぞ」

「欠席者もか？」

「ああ。男子は全員出席してた。女子は何人か休んでたけどな」

　やっぱり。

　もしかすると……僕は制服泥棒じゃないかもしれない。

　だって、そうじゃないか。

　女子たちが体育の授業を終えて更衣室に戻り、柊木ひいらぎが自分の制服を盗まれていることに気づいた時、まっさきに疑うのは誰だ？

　アリバイのない人間。つまり授業を途中で抜けた──僕だ。

　だから僕がもし本当に柊木の制服を盗もうと考えていたのなら、そもそも体育の授業に参加していなかったはずなのだ。学校自体を仮病で休んで、体育の授業中にこっそり女子更衣室に忍び込みに来た方が疑いを掛けられにくい。

　僕が柊木の制服をお持ち帰りするのではなく、その場でテイスティングするに留とどめようとした可能性もなくはないが、にしても授業には出ないだろう。

　とすると……。

　僕は別の目的で女子更衣室に侵入した。そう考えるのが自然だ。

　それが何なのかというのは皆目見当もつかないけど。

　ただ、濡ぬれ衣ぎぬを証明できる可能性が出てきた。暗くら闇やみの奥に、小さくはあるけど光が差し込んできたような気がした。




　その後は特に調査が進展することもなく、放課後を迎えた。

　柊木の目につかないよう、希のぞ美みをバイト先まで送っていく。

「ここまででいいよ。ありがと」

　バイト先の近くで希美を自転車から降ろすと「それじゃ、また明日ね」という一言と共にほっぺに軽くキスされた。どぎまぎした。

　家路を辿たどる途中、ポケットの中のスマホが震えた。ソシャゲのスタミナが溜たまった通知だろうかと思って取り出すと、花はな宮みやからの着信だった。

「はい。もしもし」

『優ゆう太たさん。今、お暇だったりします？』

「ああ。ちょうど手持ち無ぶ沙さ汰たになったところだよ」

『そうですか。じゃあ、今からいっしょに遊びませんか？　私はいつものゲームセンターで待ってますから』

「分かった。今から向かうよ」

『はーい。お待ちしてます～』

　ぷつりと電話が切れる。

　家に帰ろうと思っていたけど、予定が出来てしまった。

　……しかし、放課後に家に直帰する日の方が珍しくなるなんてなあ。今までの華のない人生からすると信じられない。

　駅前のゲームセンターにやってくると、店の前に花はな宮みやが立っていた。

「あ、優ゆう太たさーん。来てくれたんですね」

　僕に気づくと、手を振ってきた。妖よう精せいみたいなゆるふわの私服を着ている。

「何だ。また格ゲーの対戦相手が見つからなかったのか？　まあ、ここのゲームセンターに若い人ってあんまりいないしな」

「いえ。ゲームは関係ありません。ただ会いたかっただけです」

「えっ？」

　次の瞬間、花宮は一歩踏み込んできた。

　パーソナルスペースを軽々超えてくると、まるでお気に入りのぬいぐるみにするようにぎゅっと抱きしめてくる。

「お、おい花宮、いきなり何を……！」

「私、定期的にこうして優太さん成分を摂取しないと調子が出ないんです。だから今日はたくさん補充しておこうと思って。くんかくんか」

「けど、こんな密着するのはまずいって……」

　僕は抱きつかれたまま、顔を逸そらして言う。

「僕がもし勘違いしたら、どうするんだ？」

「その時は、相思相愛になるだけですよ」花宮はにっこりと微笑ほほえんだ。「私は優太さんのことが本当に好きですから♪」

　僕に向けられた花宮の上目遣いには、魔性の毒が潜んでいた。

　ダメだ。惑わされるな。こんなの冗談に決まってる。そう分かっていても心は無関係にドキドキと高鳴る。これが非モテの業ごうよ……。

「いやでも、僕には希のぞ美みがいるし……」

「私は気にしませんよ？　希美さんも優太さんも大好きですし。あ、いっそ三人でお付き合いするのはどうでしょう。ウィンウィンの関係です♪」

「ダメだろ！　問題しかないわ！」

「そうですか。私、都合のいい女になる自信、あるんですけど」

　花宮はほっぺたに指を当てて、そんなことをのたまう。

　おいおい、中学生の言う台詞せりふじゃないだろ。ダメだ。花はな宮みやには敵かなわない。どうあがいてもペースを乱されてしまう。

「それじゃ、店の中に入りましょうか。今日は優ゆう太たさんを独り占めできますからたっぷりと付き合ってもらいますよ」

　花宮は僕の腕に自分の腕を絡めると、身を寄せてくる。二の腕に柔らかい膨らみが当たってるのはもういちいち突っ込まない。

「あ、優太さん。あのクマのぬいぐるみ、可愛かわいくないですか？」

　クレーンゲームのある区画にやってきた時に、花宮が言った。筐きよう体たいの中には一メートル近くあるクマのぬいぐるみが鎮座していた。

「うーん。ちょっとサイズ大きすぎないか？」

「それだけ可愛さが詰まってるってことですよ。あの子がお部屋にいたら、きっと毎日が楽しくなると思います」

　女子というのはそういうものなのだろうか。

　僕からしたら邪魔なだけに思えるけど。それに夜、トイレに起きた時に目が合ったらびっくりして腰を抜かしそうだ。

「私、決めました。あの子を絶対にお部屋に迎え入れてみせます」

　花宮は「むん」と胸の前でガッツポーズを作ると、勇み足でクマのぬいぐるみが入ったクレーンゲームの筐体へと向かう。しかし、五回ほどプレイしたもののクマのぬいぐるみを迎え入れることはできなかった。アームの握力が弱いせいで、クマを掴つかんでも穴に運びきるまでに落っことしてしまうのだ。

「これ以上傷口を広げる前に、そろそろやめておいたらどうだ？」

　後ろで傍観していた僕は、そう助言してみる。今退ひいておけば、財布の中のお金を全部使い果たす大惨事を招かずに済む。

「……ふう。仕方ないですね。最終兵器を使います」

「最終兵器？」

「優太さん。ちょっとここで待っていてください」

　花宮はそう言い残して筐体から離れると、どこかへ歩いていってしまった。

　もしかして諦あきらめたのだろうか？　と思っていたら、しばらくして大学生くらいの若い男の店員さんを連れて戻ってきた。

　花宮がクマのぬいぐるみを指差して、何やら店員さんに話している。胸の前で手を組みながら上目遣いでおねだりし始めた。なるほど。取りやすくするためにクマのぬいぐるみをもっと手前に寄せてもらうってことか。考えたな。

　そう思っていたら、デレデレになった男店員は筐体のガラスを開け、取り出したクマのぬいぐるみを直接花宮に渡してしまった。

「はい!?」

　僕は思わず声を上げてしまう。

「やーん。クマさん、かわいい～」

　クマを抱きしめながら、ほくほく顔で帰ってきた花はな宮みやに尋ねる。

「いったいどんな手を使ったんだ？」

「私はただお願いしただけですよ。あのクマさんがどうしても欲しいって。そしたら店員さんがガラスを開けて渡してくれたんです」

　もうそれゲームでも何でもねえな。

「……花宮って、ほんとにモテるんだな」

「えー。そんなことないですよぅ」

　花宮は身体からだをもじもじさせて照れている。めちゃくちゃかわいい。でも何となく、同性の友達は少ないだろうなと思った。

　……まあ、同性も異性の友達も少ない僕が言えたことじゃないけど。

「ふふ。私、本当に優ゆう太たさんとお友達になれてよかったです。希のぞ美みさんとゲームセンターに来てもいっしょに遊べませんから」

「希美とゲーセンに来たことがあるのか？」

「はい。希美さんが中学生だった頃は、それこそ毎日のように来てましたよ。希美さんはほとんど家に帰らなかったので、ずーっと私といましたから。って言ってもゲームは下手っぴなので私のプレイを後ろで見てるだけでしたけど」












　中学生の頃の希のぞ美み。ジャックナイフだった、僕の知らない時代。

「家に帰らなかったって……じゃあ、希美はどこで寝泊まりしてたんだ？」

「私のおうちに泊まってました。一人暮らしですから。毎晩のようにいっしょのベッドで身を寄せ合って寝ていたんですよ」

「い、いっしょのベッドで……!?」

「はい。ああ見えて、希美さん、寝顔がとっても可愛かわいいんです。それによく寝ぼけて私のことをぎゅっと抱きしめてきました」

　僕の脳裏には、同じベッドで身を寄せ合って眠る二人の姿が浮かんだ。寝ぼけた希美が花はな宮みやを抱き枕まくらみたいに抱きしめている。……想像するとワクワクする。ぜひ一度、その光景を拝んでみたかった。

「でも、自分の家にも帰ってなかったなんて。噂うわさには聞いてたけど、中学時代の希美って本当にぐれてたんだな」

「それはもう凄すごかったですよ。近寄ったら斬きる、みたいな感じで。今の比じゃないくらいトゲトゲした雰囲気を纏まとってましたし」

「なのに、花宮はよく当時の希美に近づこうと思ったな」

「孤独を背負った女の子って、萌もえるじゃないですか。それに仲良くなったら唯一の友達の私に依存してくれそうでしたし。実際、そうなりましたし。『あたしは由ゆ利りがいてくれればそれだけでいい』って言われた時はときめいちゃいました」

「ええ……そんな動機で近づいたのかよ」

　花宮のことだ。邪険に扱われてもぐいぐい距離を詰めていったんだろう。そのうち希美も諦あきらめて行動を共にするようになった。

「でも今は物腰も柔らかくなって、ちゃんと学校にも行ってますもんね。恋人まで作ってリア充になってしまって。ちょっぴり寂しいです」

「希美は何がきっかけで不良から足を洗ったんだ？」

「優ゆう太たさん、聞いてないんですか？　恋人なのに」

　聞いてなかった。僕は希美のことをあまりにも知らない。

「お父さんが亡くなったんですよ」

　え──

「元々希美さんの家は両親の仲が悪くて、毎日喧けん嘩かが絶えなかったのが原因で希美さんは家に寄り付かなくなったんですけど……ある日、お父さんが車の事故に遭ってしまったそうなんです。病院に駆けつけたらすでに危険な状態で、それでも最期に少しの間だけ意識を取り戻したお父さんに言われたそうです。家族を頼むって。希美さんはそれを聞いて残された家族を守るのは自分の役目だって思ったそうで。次の日から出歩くのを止やめて受験まで日もないのに猛勉強し始めたんです。大学に行って、ちゃんと就職して家族を支えてあげるんだって」

　そうだったのか……。

　希のぞ美みの家に行った時、ママは遅くまで仕事で、パパはいないと言っていた。あれはもう亡くなってるって意味だったんだな。

「最初はどこにも受からないくらい酷ひどい成績だったんですけど、三ヶ月もしない内にみるみる偏差値が上がって、今の高校に合格したんですよ」

「相当、勉強したんだな」

「希美さんを見てると、人間、やればできるんだなって思いますよ。努力って正しい方向でしたものは実るんだなって。私も見習わないと」

　全く努力せずに鉛筆転がしただけで今の高校に合格した僕としては、希美の話を聞いて自分が恥ずかしい存在に思えてきた。

「そうだ。優ゆう太たさん。せっかくですし、記念にプリクラ撮りませんか？　中学の頃、希美さんともよく撮っていたんです」

　見ますか？と言って花はな宮みやは財布から一枚のプリクラを取り出した。そこには今よりも少しだけ幼げな顔立ちをした柳やなぎ戸とが、同じく今より少しだけ幼い花宮に無む理り矢や理り腕を組まれて困ったような表情を浮かべていた。

　確かに今よりもずっと表情が固い。世の中の全すべてを敵と見なしているような、ささくれだった雰囲気を纏まとっている。

　僕の知らない、希美の姿。

　花宮は「さあさあ、撮りましょう」と言って僕の背中を押しながら、プリクラの筐きよう体たいへと入っていく。中は白い照明に満ちていた。

『フレームに入るようにポーズを取ってね』

　お金を入れると、機械から音声が流れてくる。

「ポーズ？　ポーズってなんだ？」

「私が教えてあげます。ここをこうして……」

　花宮は僕の手を取るとマネキンを扱うように動かす。

「そういえば、花宮って今年受験生だよな？　もうすぐ十一月になるのに、こんなところで遊んでて大丈夫なのか？」

「私、勉強は得意ですから。お二人と同じ高校を受けるつもりですし。偏差値的にはむしろ物足りないくらいです」

「偏差値的には物足りないって……うちは一応進学校なんだけど。花宮がそんなに勉強が出来るなんて意外だったよ」

「勉強とゲームは似ていますから」

　その感覚が僕にはなかった。だからバカなのかもしれない。

『じゃあ、撮影始めるよ！』

　筐きよう体たいが声を発した。

「えっ？　ちょっ……もう!?」

『笑顔で！　三・二・一……ハイ☆』

　機械の掛け声と共にフラッシュが焚たかれる。

　花はな宮みやと喋しやべっていたせいで、反応が遅れてしまった。慌てて表情を繕う。人前で笑い慣れていないからきっと、ぎこちない。

　何度かフラッシュが焚かれて、撮影終了。

　筐体を出ると、花宮が落書きをするというので僕は側そばで待っていた。

「はい。どうぞ。優ゆう太たさんの分です」

　戻ってきた花宮は、僕にプリントされたプリクラを手渡してくる。

「げっ」

　そこには片手どうしをつなぎ合わせてハートマークを作る僕たちの姿。言われるがままポーズを取っていたけど、まさかこんな仕上がりになるなんて。二人の側には可愛かわいらしい丸文字で『ラブラブデート中』と書かれていた。

「今日の思い出として、大事にしますね♪　今度、希のぞ美みさんにも私たちのこのプリクラを見せてあげましょう」

「絶対やめてくれ！　いったい何を言われるか！」




　六時頃に花宮と別れて、やっとこさ家に帰った。

　少しして、千ち夏かが友達の家から帰ってきたので揃そろって夕食を食べる。

　風呂に入った後、リビングのソファに千夏と並んで座り、チューチューアイスの長い方をどちらが食べるかという諍いさかいをしていると、スマホが鳴った。

　画面には『柊木ひいらぎ美み月つき』と表示されている。

　夜の十時に電話？

　穏当な用件じゃない気がしたけど、出ないわけにもいかない。

「はい。もしもし」

『夜分遅くにごめんなさい。今、いいかしら』

「ああ」

『その、明日の件なんだけど……頼みたいことがあるの』

「えっと。明日の件って？」

　いったい何の話をしてるんだ？

『全校集会のことよ。私が風紀委員の代表として壇上に立って、最近は他校の生徒とトラブルが増えているから、放課後は寄り道せずすみやかに下校するように、と注意喚起することになっていたでしょう』

「へえ。そうだったのか」

　初耳だった。先週はスキップしていたから記憶がなかった。

『……その反応。もしかして忘れていた？』

「ま、まさか！　ばっちり覚えてたよ。……で、頼みたいことって？」

『そのことなんだけど……』

　やや間があった。

『私が袖そでで待機している間、側そばにいてもらえないかしら』

「へ？」

『一人というのは、どうにも不安で……。袖は薄暗いし……。側に誰かいてくれれば安心できると思うの。だから……お願い……』

　懇願するようなその声を聞いて、僕は意外な気持ちだった。柊木ひいらぎは平然と人前に立てるタイプの人間だと思っていた。

「そういうことなら、分かった」

『本当？』

「ああ。側にいるだけでいいんだろ」

『絶対。絶対よ。途中でやっぱり気が変わったとか言わないでね』

「大丈夫だって」

『よかった。これでやっと眠れそう……』

　ほっとしたような声を聞いて、不覚にもちょっと可愛かわいいと思ってしまった。

　けど、わざわざ頼み込まなくても柊木は僕の弱みを握ってるんだから、一言命令すればそれで済む話なのに。律儀だなあ。

『じゃあ、明日。あなたの家まで迎えにいくわ。あいさつ運動もあるし、一時間目の全校集会に遅刻されたら困るから』

「さすがにそのレベルの大遅刻はしないよ！」

『普通の生徒だったらね。こちらの想定したハードルを遥はるかに超えてくる──それが[image: ]あし屋や君に対する私の評価よ』

「光栄です」

『褒めてない！　……それじゃ、おやすみなさい』

　ぷつりと電話が切れた。

　少しして、柊木からラインにスタンプが送られてきた。クマがぺこりと頭を下げているというものだった。よろしくということだろう。

「にしても、柊木ひいらぎ、スタンプに嵌はまってるなあ」

　他に送る相手がいないということもあってか、柊木は用件もなしに気に入ったスタンプを送ってくることが度々あった。履歴を遡さかのぼると、これどこで手に入れたんだよ、と思わず笑ってしまうようなものもあって面白い。

　人差し指をスライドさせていると、突如、脳裏に電流が走った。

「そうだ。ラインの履歴だ……！」

　どうしてもっと早く気づかなかったのだろう。

　スキップ中に何かが起きていたのなら、一人で行動していない限り、誰かと何かしらの会話はしているはずだ。もちろん肉声で交わしたものが大半だろう。

　失ってしまえば二度と掬すくい取れない言の葉。

　けれど、ラインの履歴にならその欠片かけらが落ちているかもしれない。

　僕はスマホに登録されている数少ない友達たちとのログを遡る。僕が知らないこの二週間のやりとりを。元々頻繁にラインでメッセージを送ったりするような人間じゃなかったから数自体は少なかったけど、確かにあった。

　花はな宮みやとのゲームの話。田辺たなべと授業で出た宿題の範囲についての話。そして何より僕の目を引いたのは希のぞ美みと交わした一往復のトークだった。

『悪いけど、明日、お願いね』

　と送られたメッセージに対して、

『分かった』

　と返している。

　一見すると頼み事に対して、了承の返事をしてるだけの一文。けれど、それは十七日の夜に交わされたものだった。

　僕が柊木の制服を盗んだとされるのが十八日。

　これは単なる偶然だろうか？

　それとも……。





[image: ]







　翌朝、家まで来た柊木ひいらぎに叩たたき起こされた僕は、いっしょに登校してから昨日と同じように校門前であいさつ運動に励んだ。

　途中、希のぞ美みが登校してきて、

「おはよ。今日も朝から頑張ってんじゃん」

　と声を掛けてきた。

　そんな希美に対して、すぐにでも訊ききたかった。ラインに残されていた頼み事のログは何についてのものだったのか。

　けれど、柊木が近くにいる手前、訊けなかった。

　始業のチャイム五分前になると、風紀委員たちは仕事を終えて引き上げる。

　今日の一時間目は体育館で全校集会が開かれることになっていたので、僕たちはクラスには合流せずにそのまま現地へと向かう。

　校舎と連絡通路で繋つながった体育館は、人でごった返していた。五百人近くいる生徒たちが無秩序に喋しやべるものだから、音の洪水が起こっている。僕と柊木は人波を掻かき分けながら舞台袖そでを目指して歩いていく。壇上で発表することがある生徒は、他の生徒とは違って袖で待機しておく必要があるのだ。

　薄暗い袖には僕たちだけじゃなく、他の生徒もいた。

　少しして、全校集会が始まった。

　校長先生がマイクで話す声が、袖まで聞こえてくる。

「ふぅ……」

　出番を待つ間、柊木は胸に手を置いて呼吸を整えていた。

「緊張してるのか？」

「み、見れば分かるでしょう」

「柊木は人前に立つのなんて、屁へとも思わないタイプだと思ってたよ。クラスじゃいつも前に立って皆を引っ張ってるし」

「[image: ]あし屋や君は私のこと、ただの出しゃばりだと思ってた？」

「いやいや！　そんなことは！」

　僕が必死に否定すると、柊木は口元をむすりとして呟つぶやいた。

「……一度だって、進んで人前に立ちたいと思ったことはないわ。ただ、黙って見過ごすことができないだけで。今回の件だってそう」

「他校の生徒とのトラブルが増えてるってことか？」

「ええ。生徒が危険な目に遭っているのなら、放ほうっておけないわ。とはいえ、私にはこうして注意を促すことくらいしか出来ないけど」

「そうか」

　柊木ひいらぎは本当に生徒のことを想おもってるんだな。

「それで[image: ]あし屋や君、一つお願いがあるのだけど……」

「ん？」

「手を握って貰もらってもいい……？」

　えっ。

「へ、変な意味ではなくて！　誰かの体温を感じていると、落ち着けると思うの」

「べ、別にいいけど」

　僕は躊躇ためらいを悟られないようにすっと右手を差し出した。柊木は冷えた両手をおずおずと重ねてくる。

「…………」「…………」

　なんだこれ。こっちの方が緊張してきたぞ。

「それで、スピーチの方はいけそうなのか？」慌てて話を継ぐ。

「え、ええ。一応原稿は貰ってあるから、もし言うべきことが飛んでも、これを読み上げればどうにかなるはず……」

　柊木はブレザーのポケットから原稿を取りだそうとして──

「……あれ？」

　ぴたりと動きを止めた。

「どうしたんだ？」

　僕の呼びかけに応こたえず、柊木は何度もポケットの中をまさぐる。裏返す。やがて蒼そう白はくになった顔でこちらを見た。

「……ない」

「へ？」

「……用意していた原稿がない。きっと家に忘れてきたんだわ」

「ええっ!?　台詞せりふは覚えてるのか？」

　柊木は力なく首を横に振る。

「さっきまでは覚えていたけど、緊張で飛んでしまって……原稿があるからって安心していた部分があったから……」

　おいおい、マジか。

「ど、どうしよう。[image: ]屋君」

　柊木が僕の手を取って、今にも泣きそうな目で見つめてくる。

　捨てられた雨の日の子犬みたいだ。

「そう言われてもなあ……。原稿を取りに帰るわけにもいかないし。どうにかアドリブで乗り切るしかないんじゃないか」

「でも私、アドリブには弱くて……」

　触れた手の平から、震えが伝わってくる。

　想定外の事態が起こると、途端にパニックに陥ってしまう。普段は物事を完かん璧ぺきにこなす柊木ひいらぎだからこその弱点かもしれない。

『では次は、風紀委員会からのお話です』

　ついに出番が回ってきてしまった。

「柊木……」

　いけそうか？　という言葉は柊木の白んだ顔色を見た瞬間に引っ込んだ。水没したロボットみたいにショートしてしまっている。

　ダメだ！　これじゃ壇上に上がっても話すことなんてできない。

　呼びかけても誰も出てこないからか体育館の中はざわつき始めていた。生活指導の先生がこちらの様子を見に来ようとする。

「くそっ！」

　僕は反射的に壇上へと駆けだしていた。しまった。やってしまった。そう思った時にはもう引き返せない位置まで来ていた。ここで踵きびすを返せば、あいつはいったい何だったんだと逆に目立ってしまうだろう。

　仕方ない。やるしかない。どうせ言うことは決まってるんだ。最近は物騒なので放課後は速やかに下校しましょう。たったそれだけだ。楽勝じゃないか。

　体育館の白んだ照明の下、マイクの置かれた演台の前へ立つ。その瞬間、圧倒的な数の視線に晒さらされて全身の毛穴がぶあっと開いた。

「…………」

　な、なんだこれ!?　声が出ない。

　言うべき台詞せりふを頭に浮かべようとしても、雪の中にぶち込まれてしまったかのように痺しびれて文字が形をなさない。

　教室で友達相手に喋しやべるのと、数百人を相手にして喋るのは全然違う。

　僕が壇上で黙っていると、生徒たちがざわつき始めた。自分が場の空気を乱しているのを自覚した瞬間、ぽきりと心が折れる音が聞こえた。

　あああ。こんなのもう公開処刑じゃないか。

　……そうだ。スキップ能力を使えばいいじゃないか。早送りすれば、この地獄みたいな時間をやり過ごすことができる。

　脳裏に浮かんだ考えを、しかし僕はすぐに打ち消した。

　ダメだ。もう逃げないって決めたじゃないか。能力には振り回されない。目の前の時間で起こったことは全部自分で受け止めるんだ。

　そうは言っても生徒たちを直視することはできなくて、顔を伏せる。

　もうどうにでもなれ！　いっそ誰か殺してくれ！

　そう思った瞬間だった。

「[image: ]あし屋やっ。リラックスリラックスー！」

　人ひと混ごみの中から、よく通る声が聞こえた。

　はっとして顔を上げると──希のぞ美みっ!?　楽しげな微笑ほほえみを浮かべながら、片手をメガホンのように口元に当てて、声援を送ってくれている。

　生徒たちの間から、くすくすと笑い声が漏れた。

　全身がかあっと熱くなる。は、恥ずかしい……。

　でもおかげでフリーズしていた脳が正常に起動し始めた。

　よし、今なら──

「え、えっと。風紀委員会からのお知らせです」

　栓が抜けたように、ぽんと声が出た。たどたどしい口く調ちようながら、本来は柊木ひいらぎが話すはずだったことを述べていく。最近は他校の生徒とのトラブルが増えています。生徒の皆さんは放課後すみやかに下校してください。云うん々ぬん。

「ご静聴ありがとうございました」

　何とか全部言い終えると、ぺこりと素早く頭を下げた。

　まばらな拍手が響く中、逃げるように袖そでへと引っ込む。

　まばゆい照明にあてられて夢心地の壇上から、薄暗い現実的な舞台袖へ。裏へ引っ込むなりぷつりと緊張の糸が切れた。

　よかった。助かった……。生きて帰れた……。

「……[image: ]屋君。どうして私を助けてくれたの？」

　舞台袖に立っていた柊木は、困惑した表情をしていた。

「私はあなたにとって、口やかましい敵のはずでしょう。嫌うことこそすれ、助ける理由なんてないと思うけど」

「別に嫌ってなんてないよ」

　僕は言った。

「むしろ柊木のことは尊敬してるんだ。学校の皆のことを考えてるから。だから力になりたくて自然と身体からだが動いたんだと思う」

「そ、尊敬してる……？　私を……？」

　柊木は目を丸くして、口元を手で押さえていた。

「[image: ]屋君が私のことをそんなふうに思ってたなんて……。知らなかったわ。で、でも面と向かって言われるとどんな顔をすればいいのか……」

　頬ほおを赤らめながら、おろおろしている。

　こほん、と一度小さく咳せき払ばらいをすると、

「……と、とにかく。助けてくれて嬉うれしかったわ。ありがとう」

　蚊の鳴くような声で、お礼を言ってくれた。

　人前に立つのは怖かったし、めちゃくちゃ恥も掻かいて疲れた。

　でも今はそれ以上に、死地から命からがら逃げ延びた時のような、ジェットコースターから戻ってきた時のような達成感があった。

　生きている、って感じが凄すごくする。

　スキップしていたらきっと、この気持ちは味わえなかった。




　ずっと希のぞ美みに訊きこうと思っていた。

　昨日見たラインのログは何だったのか。でも柊木ひいらぎの監視があったから、中々接触して切り出す機会がなかった。

　機を窺うかがっている内に放課後になった。

　こうなったら帰り道で──と思っていた僕の元に希美がやってきて言った。

「[image: ]あし屋や。あたし、今から加か奈なたちと駅前のカラオケ行くことになったから。悪いけど今日はいっしょに帰れないや」

「え……」

「ほら、今日は亜あ季きも来てるから。……ね？」

　そう耳打ちされる。

　ああ、そういえば今日は遠とお山やまさんが登校してたっけ。無断欠席が増えていたらしいけどカラオケのメンバーに入ってるのか。

　でも、それがいったいどうしたっていうんだ？

「あ、そうだ。希美」

「ん？　なに？」

「このラインのログのことなんだけど……」

　ここで訊いておかないと、明日まで訊く機会がない。僕はスマホを取り出すと十七日の夜に交わされた僕たちの会話のログを見せた。

『悪いけど、明日、お願いね』

　希美から送られてきたメッセージに対して、

『分かった』

　と、僕が返信している例のやつ。

「あー。そのことね」

　希のぞ美みは納得したように呟つぶやくと、

「大丈夫。こうなったら直接、亜あ季きに訊きくから」

　と、よく分からないことを言った。

　それ以上を尋ねようとする前に、

「うわ。やばっ。もう他のメンバー校門のところに集まってる。行かないと。じゃあまた明日学校でね」

　希のぞ美みはひらひら手を振ると、通学鞄かばんを肩から提げて教室を出ていった。

　……結局、ラインの件はよく分からないままだったな。希美の話からして、遠とお山やまさんについてのことみたいだったけど。

「柳やなぎ戸とさんと何を話していたの？」

　柊木ひいらぎが近づいてきた。僕と希美の接触を少し咎とがめるような顔つき。

「いや、何か今から友達とカラオケに行くらしい」

「……全く。放課後はすみやかに下校しろと言ってあったでしょう。全校集会での[image: ]あし屋や君のスピーチを聞いてなかったのかしら」

「はは」と僕は苦笑する。「まあ、希美なら大丈夫なんじゃないか。トラブルに巻き込まれたとしても返り討ちにできるだろうし」

「そもそもトラブルが起こるのが問題なの」

「ごもっともで」

「彼女、まだ校内に残っている？」

「どうだろう。さっき教室を出たばかりだから、探せばいると思うけど。……ってまさか止めるつもりか？」

「そんなことは考えていないわ。だいたい、私が忠告したとして、柳戸さんは素直に聞くようなたまじゃないでしょう」

「それはまあ、確かに」

　むしろ反発して決行しようとするだろう。

「……ねえ、[image: ]屋君。放課後の予定は？」

「特にはないけど」

「……そ、そう。なら、私に少し付き合って貰もらえる？」

「え？」

「勘違いしないで！　付き合うと言っても変な意味ではなくて！　柳戸さんが余計なトラブルを起こさないよう後をつけるだけよ!?」

「えーっと」と僕は言った。「つまり尾行するってこと？」

「ええ。もし他校の生徒とトラブルになるようなことがあったら、暴力沙ざ汰たに発展する前に止めないといけないでしょう？」

　暴力沙ざ汰たなんてことにはならないと信じたい。

　ただ放課後暇なのは確かなので──

「分かった。じゃあ付き合うよ」

　僕は柊木ひいらぎの提案に頷うなずいた。

「本当!?」柊木の顔がぱっと華やいだ。「よかった……。正直、断られたらどうしようかずっと不安だったの」

「いや、僕の弱みを握ってるんだし、一言言えばそれで済むじゃないか」

「そ、そんなやり方で約束を取り付けても意味がないでしょう。……こういうのはお互いの気持ちが大切だと思うから」

　そういうものだろうか。

　柊木は教室の窓ガラスに映った自分を見て、髪型を整え始めた。

「[image: ]あし屋や君と出かけるんだもの。身み綺ぎ麗れいにしておかないと……」




　駅前に向かって談笑しながら歩いていく希のぞ美みたち四人グループの後ろを、かなり距離を開けて僕と柊木が追跡していた。

「柊木。どうして新聞を読んでるんだ？」

　僕の隣を歩く柊木は、さっきからずっと新聞を開いていた。

「開いた新聞で顔を隠す──尾行の基本でしょう？」

「いや、道のど真ん中で新聞開いて歩いてる女子高生って目立ちすぎだろ！　それは店に入った時とかにすることだから！」

　それに──

「柊木、危ない！」

　電柱にぶつかりそうだった柊木の腕をぐいっと引き寄せる。もう少しで額に大きなコブが出来てしまうところだった。

「言わんこっちゃない。その尾行の仕方だと、前方不注意になるだろ」

「あ、ありがとう……」びっくりしたような顔をしていた柊木だったが、落ち着きを取り戻すにつれて頬ほおを赤らめた。「でも、その……少し近いわ……」

「え？　あ、悪い！　そんなつもりじゃ！」

「いえ。落ち度は私にあったんだもの。気にしないで」柊木はそう言うと、「……それに嫌ではなかったし」ぼそりと何か呟つぶやいた。

「えっ？」

「な、何でもない！　それより見て。柳やなぎ戸とさんたちが角を曲がったわ」

　慌てて誤ご魔ま化かされたような。

　柊木はカーブミラーで希美たちとの距離がある程度開いたのを確認すると、石垣に背をつけて顔だけを向こう側へ覗のぞかせる。

「大丈夫。気づかれた様子はないわ。続行しましょう」

「何かえらくノリノリじゃないか？」

「ふふ。尾行なんて、まるで探偵にでもなったみたいだもの。私がホームズだとするなら[image: ]あし屋や君は助手のワトソン君ね」

　楽しそうだなあ。

　その後も付かず離れずの距離を保ちつつ、駅前へやってくる。希のぞ美みたちは大型カラオケ店へと入っていった。

「[image: ]屋君、私たちも中に入りましょう」

「いや、さすがに店では問題は起こさないんじゃないかな」

「世の中に絶対という言葉はないわ。ドリンクバーの順番を抜かされたからという理由で他校の生徒と揉もめる可能性だってあるでしょう」

「なんだその理由！　くだらなすぎるだろ！」

「それに──」「それに？」

　僕は続く言葉を待ったけど、柊木ひいらぎは「な、何でもないわ」と濁した。

「[image: ]屋君と二人きりでいられるせっかくの機会なんだもの……」

　ぼそぼそと小声で何かを呟つぶやいていた。気になる。

　ともあれ、僕には柊木の提案を断る権限なんてない。

　外で十分ほど待機してから、僕たちはカラオケ店へ踏み込んだ。地下に続く階段を下りて自動ドアをくぐると、目の前には受付がある。

「いらっしゃいませ。二名様でしょうか」

　若い女の店員さんが声を掛けてきた。

「ええ」

「お時間はいかがなさいますか？」

「取りあえず、二時間で」柊木はそう答えると、「後、さっき入ってきた制服の四人組と部屋を隣にして貰もらえますか。友人なので」

「はい。かしこまりました」

　若い店員さんは頷うなずくと、

「ただ、それですと、機種はお客様がいつもお選びになるダムではなく、ジョイサウンドとなってしまいますが」

「い、いつもって……」柊木はさっと僕の方を見やった。声を潜める。「え、ええ。別に構いませんけど」

「では、お部屋の番号は十番となります」

　店員さんから部屋の番号札を受け取った柊木は、

「行きましょう」

　と短く言うと、僕の方を見ず足早に歩き出した。

「柊木ひいらぎ、もしかしてこの店によく来てるのか？　さっきの店員さんにいつも使ってる機種を覚えてもらってたみたいだけど」

「き、気のせいよ！　私が学校や家で嫌なことがあった時、ストレス発散に一人カラオケしているわけないでしょう!?」

　ほぼ、自白してるような。深く追及するつもりもないけどさ。

　僕たちは番号札に書かれた部屋──廊下の角にある十号室へと向かった。

　途中、希のぞ美みたちがいる隣の九号室の前を通る際、姿を見られてしまわないよう前まえ屈かがみになってこそこそと歩いた。

　個室にはテーブルが一つと、Ｌ字型のソファが置いてあった。

　モニターからは流は行やりの新曲のＰＶが流れている。

「……前から[image: ]あし屋や君に訊きこうと思っていたんだけど」ソファに座り、おもむろに羽は織おっていたカーディガンを脱ぎながら柊木が言った。

「あなたは柳やなぎ戸とさんのどこに惹ひかれて付き合ったの？　やっぱり胸？」

「やっぱりって何だよ！　そんなわけないだろ！」

　確かに希美は胸が大きいし、スタイルだっていいけども！

「だって基本、男子は女子の顔と胸しか見てないでしょう。……なら、[image: ]屋君は柳戸さんの内面に惹かれたということ？」

「そ、そうだよ」口に出すのは恥ずかしいけど。

「[image: ]屋君は中学時代の柳戸さんを知らないからそう言えるのよ。実際に目の当たりにしていたら間違ってもそうはならないわ」

　柊木はどこかむくれて不機嫌そうだ。

「あれ？　今、僕、何か気に障るようなこと言ったか？」

「別に。[image: ]屋君の人を見る目は節穴だと思っただけ。……何よ。私が柳戸さんに負けてる部分なんてそれこそ胸の大きさくらいじゃない……」

　何やらぶつぶつ呟つぶやいて、胸を押さえている。

　希美ほどじゃないけど、柊木も充分に大きいよなあ──なんて考えてることを知られたら間違いなく軽けい蔑べつされるだろう。

　その時、隣の部屋から馴な染じみのある歌声が聞こえてきた。

「これって……まさか希美か？」

　間違いない。

　防音設備があると言っても、安いカラオケ店だとこんなものだ。周辺の部屋の声なんて大抵は筒抜けになってしまう。もっとも、わざわざ他の部屋の声を盗み聞きしようとする酔狂な人間なんて僕たち以外にはいないだろうけど。

　この曲は確か……希のぞ美みの好きな女性歌手のバラードだ。この前、二人でいっしょに買いに行ったアルバムに入っていたから覚えている。

　だけど──

「正直言って、下手ね……」

　僕が内心で思っていたことを、柊木ひいらぎがぽつりと呟つぶやいた。

　そうなのだ。お世辞にも上う手まいとは言えないどころじゃなく、一瞬原曲を忘れてしまいそうになるほど音が外れていた。

「それとも私たちの部屋には下手に聞こえるだけで、彼女たちがいる部屋では普通に聞こえていたりするのかしら」

「まあ、他の部屋から聞こえてくる歌声って大抵音が外れてるよな」

　あの現象は何なんだろう。

　その時だった。

　隣の部屋から、ほら、のぞみーん、罰ゲームの替え歌替え歌！　と野や次じを飛ばす女友達たちの声が聞こえてきた。

　罰ゲームの替え歌？　と僕が小首を傾かしげた次の瞬間──

「げっ！」思わず悲鳴を上げてしまった。

　なんと、希美はバラードのサビ部分、君のことが大好き、と歌う部分を、[image: ]あし屋やのことが大好きと替えて歌ったのだ。

　うわあああ！　何やってるんだよ。罰ゲームってこれか!?

　僕は頭を抱えた。

「わ、私まで恥ずかしくなってきたわ……」

　柊木もまた、赤らんだ頬ほおを手で押さえていた。

　隣の部屋にいる僕たちですらこうなのだ。当事者である希美の羞しゆう恥ちたるや。今すぐ窓を突き破りたくなること請け合いだろう。

　でも──

「なあ、柊木、さっきの話だけど」

　僕は言っていた。

「中学時代の希美は確かに手のつけられない不良だったのかもしれない。でも、今の希美はもう昔とは違うよ」

「何を根拠に」

「だって、そうじゃないか。未いまだに凶暴さを残してたら、こんなふうに友達たちから弄いじられることもないだろ」

「…………」

　柊木はしばらく何かを考え込むように黙り込んでしまった。

　コンコン。

　扉が数回ノックされて、店員さんが顔を覗のぞかせる。

「ドリンクをお持ちしましたー」

　ああ。そういえば最初受付した時、ドリンクを注文してたっけ。

　僕の前にはコーラが。そして柊木ひいらぎの前にはウーロン茶が置かれた。お互いに無言のまま口をつけるとすぐに異変に気づいた。

「──ってこれ、お酒じゃないか！」

　コーラはコーラでも、コークハイだ。

　親しん戚せきの叔お父じさんにお正月にふざけて飲まされたから覚えてる。店員さんはきっと普通のコーラと間違えて持ってきてしまったんだろう。

　──ということは。

「柊木！　それはウーロン茶じゃなくて……」

　ウーロンハイかもしれない、と警告しようとしたところで声が止まった。すでに柊木の手に握られたコップは空だったからだ。

　目がぼーっとして、焦点が合っていない。

　もしかして……。

「……ひっく。なぜかしら。[image: ]あし屋や君が三人に見えるわ」

　うわあ！　やっぱり！　見事に酔ってらっしゃる！

「……ふふ。頭がふわふわして、凄すごく気持ちがいいわ。ねえ、[image: ]屋君。こっちにきて私の隣に座りなさいな」

「い、いや、僕は……」

「言うことを聞かないワンちゃんは嫌いよ。五秒以内に私の隣に来ないと、学校中に[image: ]屋君の秘密をばらまくから。五、四……」

「失礼致しますっ！」

　僕は風のごとき速さで柊木の隣に座った。危ないところだった！

「はい。よく出来ました。おりこうなワンちゃんは好きよ。……ふふ。ご褒美として[image: ]屋君の大好きなものをあげましょうか」

「僕の大好きなもの？」

　何だろう──と思っているといきなり首筋に手を回されて、顔を制服越しの柊木の胸へむぎゅりと押しつけられた。

　えええええっ!?

「[image: ]屋君は私の制服の匂においが大好きなんでしょう？　体育の授業中、我慢できなくなって女子更衣室に忍び込んでしまうくらいだものね。いいわ。そんなに嗅かぎたいのなら、特別に思う存分嗅がせてあげる」

　制服越しの胸に顔を埋うずめているから、呼吸をしようとすると、自然と制服の匂においが鼻び腔こうの中に膨らんでいく。

　胸は温かいし、良い匂いだしで、頭がおかしくなりそうだ！

「ずっと私の制服の匂いを想おもって、悶もん々もんとしていたんだものね。今の[image: ]あし屋や君、ワンちゃんみたいに鼻息が荒くなっているわよ」

　柊木ひいらぎの口く調ちようはどこか愉たのしげに弾はずんでいた。

「ふふ。隣の部屋にいる柳やなぎ戸とさんに教えてあげましょうか。あなたの恋人は今、私の制服に顔を埋めながら悦よろこんでます──って」

　絶対止やめてくれ！　間違いなく殺される！

「マイクを使えば、聞こえるかしら。柳戸さ──」

「ちょっ！　ダメだって！」

　僕は慌てて柊木の口を塞ふさいだ。もつれ合うようにソファから転げ落ちる。気づけば組み敷くような体勢になっていた。

「わ、悪い！　すぐにどくから──」

　身体からだを浮かせようとして、けれど、首筋に腕を回された。

「……どかなくていいわ。ずっとこうしていて」

　柊木は潤んだ瞳ひとみでそう言った。












　まるで毒蛇に巻き付かれたかのように動くことができない。

「ねえ、[image: ]あし屋や君。私たち、付き合わない？」

「──はい？」

　自分の耳を疑った。今、柊木ひいらぎは何て言った？

「恋人関係にならないかと言ったの。あなたが柳やなぎ戸とさんと別れて、私と付き合うというのなら毎日好きなだけ制服の匂においを嗅かがせてあげる」

　柊木はとろりとした眼まな差ざしで言った。

「制服だけじゃない。[image: ]屋君が望むことなら何だってしてあげる。私、こう見えても結構尽くすタイプだと思うの。……どうかしら。いい話だと思わない？」

　確かに魅力的かもしれない。

　柊木のことを魅力的に思う男子生徒は星の数ほどいる。

　だけど──

「ごめん。それはできない」

「……柳戸さんの方が好きだから？」

　僕は頷うなずいた。

　希のぞ美みのことは裏切れない。

　僕の隣にいて欲しいのは、他の誰かじゃダメなんだ。

「……そう」

　柊木は組み敷かれた体勢のまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「……私は柳戸さんより学力に秀でているし、運動神経も遅れを取っていない。見た目もそこまで差があるとは思えない。先生からの信用は言わずもがな。およそ私という人間が柳戸さんより劣っている部分なんて見当たらない」

　だけど──と呟いた。

「きっと、そういうことではないんでしょうね。……柳戸さんはずるいわ。私が一番欲しいものを独り占めにするなんて」

　柊木はそう言うと、力尽きたようにまぶたを閉じた。しばらくして、すうすうと安らかな寝息が聞こえてくる。

　どうやら寝てしまったみたいだ。

　酔っていたから、あんなことを言ってきたんだろうか？

　結局、最後まで真意は分からなかった。




　柊木が眠る側そばでしばらくモニターを眺めたりして時間を潰つぶしていたけど、喉のどが渇いたのでドリンクバーへ向かうことにした。

　その途中、廊下の角を曲がったところで心臓が止まりそうになった。

　──の、希のぞ美み……！

　希美の姿を確認した瞬間、慌てて身体からだを引っ込めた。危ない危ない。僕に背中を向けた体勢だったから何とか気づかれずに済んだ。

　──希美の向かいにいるのは……遠とお山やまさんだ。

　校則違反スレスレの茶髪に緩いウェーブをかけた彼女は、どこか思い詰めたような暗い面持ちをしていた。

「のぞみん、なに？　話って？」

「や。亜あ季き、ここんとこずっと元気なかったでしょ。学校も休みがちだったし。だから何かあったのかなって」

「あー。それで今日カラオケ連れてきてくれたんだ。のぞみん、歌ド下手なのに自分から誘ってくるなんて変だと思ってたんだよね」

「ど、ド下手って……さっきの歌だって六十五点取れたし！　赤点取ったわけじゃないんだから別に普通でしょ！」

「普通の人は六十点台なんて、取りたくても取れないんだって」

　遠山さんは苦笑すると、

「うち、そんな元気ないふうに見えてたんだ。心配かけてごめんね。でもほんと、何でもないから気にしないで」

「じゃあ、どうして亜季はずっとびくびくしてるわけ？」

「え？」

　遠山さんは顔を強こわばらせた。「びくびくって……」

「教室でも、カラオケに来るまでもそう。皆が何か話しかけても上の空で、しきりに周りを気にしてるみたいだった」

「…………」

「それにカラオケに来てからは、ずっとスマホを気にしてたよね？　で、着信がある度に怯おびえたような顔をしてた」

　希美はそう言うと、静かな口く調ちようで尋ねた。

「ねえ、亜季。その相手、誰なの？」

「べ、別に。友達だけど」

「ウソ。友達からの着信なら、そんなに怯える必要なんてないじゃん。……あたしは元彼なんじゃないかって思ってる」

「──っ」

　その瞬間、遠山さんの表情からすっと色が抜けた。

「付き合ってた頃から亜季、よく言ってたもん。あいつは顔は良いけどプライドが高くて執着心が強いんだって。そんな奴やつを雑に振っちゃったら、もしかすると根に持たれて復ふく讐しゆうしてやろうって考えるかもしれない」

「の、のぞみん、適当なこと言わないでってば！　あいつからじゃないし！　第一、何か証拠でもあるわけ!?」

「証拠ならあるけど」

　希のぞ美みは言った。

「あたしは亜あ季きのスマホを見たから。で、着信履歴に亜季の元彼の名前が鬼のように並んでるのを見たから──ってのじゃダメ？」

「────は？」

　遠とお山やまさんはきょとんとした顔になると、

「いやいやいや！」

　と強く否定し始めた。

「ありえないありえない！　うち、ずっとスマホは肌身離さず持ってたし、そんな勝手に見られるような機会なんて……」

「体育の授業中なら見れるじゃん。女子更衣室に忍び込んで、亜季の制服のポケットの中にあるスマホを取り出せば。パスワードも知ってたしね」

「のぞみん、そんなことしたの!?」

　遠山さんは驚きよう愕がくと批判をない交ぜにしながら叫んだ。

「正確には、あたしじゃないけどね。ほら、あたしは体育の先生に目ぇつけられてるから中々抜け出せないし。だから[image: ]あし屋やにお願いして、授業中に抜けて女子更衣室にある亜季のスマホの着信履歴を確認して貰もらおうとしたの」

「……えっ!?」

　背後で僕の内心をそのまま出したような呟つぶやきが漏れた。

　あれ？　僕、今声出さなかったよな？　振り返ってみると、そこには柊木ひいらぎが立っていて口元を手で覆い隠していた。

「柊木。どうしてここに……!?」

「目が覚めたら[image: ]屋君の姿がなかったから探しに来たの。でも私、ウーロン茶を口にしてからの記憶がなくて……」

　ああ。さっきのは覚えてないのか。

　よかったというか何というか。

「それより、今柳やなぎ戸とさんが言っていたことって……」

　そうだ。希美の言葉が正しければ。

　僕は自分の意思で女子更衣室に忍び込んだわけじゃなく、希美に頼まれてスマホを盗み見るために動いたってことになる。

　ってことは……冤えん罪ざいだったんだ。

「のぞみん、人のスマホ勝手に見るとか信じらんない！　じゃあ、あいつからのメールも全部見ちゃったってこと!?」

　遠とお山やまさんの怒鳴り声が響き渡った。

　そりゃそうだ。プライバシーの塊を見られたのだから。

　だけど──

「ううん。見てない」

　希のぞ美みは首を振る。

「もっと言うと、着信履歴も見てない。女子更衣室って、ロッカーに名札が貼はってあるわけじゃないから誰がどこで着替えたとか分かんないでしょ？　だから[image: ]あし屋や、亜あ季きの服がどこにあるのか分かんなかったんだって」

「え……」

　遠山さんは唖あ然ぜんとしていた。

　制服を改造している希美みたいな生徒もいるから多少の差異はあるけれど、畳んである限りでは誰のものか判別がつかない。

　僕は遠山さんの制服を探すために女子更衣室に忍び込み、目についた制服を広げているところを柊木ひいらぎに見られてしまった。

　真相はきっと、こんなところだろう。

「[image: ]屋から失敗したって報告を受けて、そもそも人のスマホ勝手に見るのはよくなかったかなって思って計画自体中止にしちゃった。だから亜季のスマホの中は見てない。これは天に誓ってほんとだから」

　希美はそう言うと、

「けど今、亜季はあいつからのメールって言ったでしょ？　やっぱり、元彼との間に何かあるんじゃん」

「う……」

　遠山さんの顔が歪ゆがんだ。見事に鎌かまを掛けられていた。

「あたしは別に、問い詰めたいわけじゃないの。ただ心配なだけで。最近ずっと悩んでるように見えたから……」

　希美は一瞬、悲しそうな顔になると、

「ねえ、亜季。お願いだから話して。一人で抱えてるより、きっと誰かに話した方が楽になることもあると思う」

　それに、と続けた。

「何か困ってるのなら、あたしは亜季の助けになりたい。だって、亜季はあたしにとって大切な友達だから」

「のぞみん……」

　遠とお山やまさんは希のぞ美みの真剣な想おもいに心動かされたのかもしれない。

　胸に手を置くと、面持ちを強こわばらせて言った。

「……絶対、誰にも言わないって約束してくれる？」

「うん。誰にも言わない」

　遠山さんは小さく頷うなずくと、胸の内の淀よどみを吐き出し始めた。

「……のぞみんの言う通り、あいつから着信とかメールが山ほど来てる。たぶん振られた腹いせなんだと思う。どうなっても知らないぞとか。後悔するぞとか。許して欲しいなら家から通帳を持ってこいとか。色々と」

「やっぱり。でも、そんなの着信拒否しちゃえばいいんじゃないの？」

　遠山さんは力なく首を振った。

「うちはあいつに弱みを握られてるから。おとなしく言うことを聞かなかったら、写真をばらまくぞって脅されてる」

「写真？　写真って何の？」

「その……えっと」

　遠山さんはやや躊ちゆう躇ちよしてから、「えっちなやつ……みたいな」

「えっ!?」

「……うち、バカだからさ。付き合ってる時、向こうが撮らせて欲しいって言ってきたの断り切れなかったんだよね……」

　希美は顔を赤らめながら、

「つまり、あれってこと？　リベンジポルノ的な……」

「……うん。言うことを聞かないと、この写真をお前の学校にばらまいてやる。そしたらどうなるかは分かるだろって」

　遠山さんはそこまで言うと、声を震わせて、

「のぞみん、うち、どうしたらいいんだろ。あんな恥ずかしい写真、学校の皆に見られたらもう生きていけない。かといって、通帳は持っていけないし……。こんなこと他の誰にも相談できなくて……ずっと怖くて……」

「亜あ季き……」

　希美は一歩前に踏み出すと、距離を詰めて傍観者の境界線を越えた。遠山さんのことを優しく包み込むように抱きしめる。

「話してくれてありがとう。辛つらかったね。一人でよく我慢したね」

「うぅ……」

「大丈夫。何も心配しなくていいから。あたしが何とかしてあげる。そいつをボコボコに締め上げて写真も消させてやるから」

「……のぞみん、ほんとに？　でもあいつ中学の頃からずっと不良だし、仲間もたくさんいるって自慢してたよ」

「所しよ詮せん、群れてイキってるような奴やつらでしょ？　楽勝だって。あたし、生まれてから一回も喧けん嘩かで負けたことないから」

　希のぞ美みは元気づけるように笑みを浮かべると、目つきを鋭くした。

「それに、振られたからって根に持って、恥ずかしい写真をばらまくなんて卑劣な脅しをかけてくる奴なんて絶対に許せない」

　思わずぞっとするほど、その言葉には怒りがこもっていた。廊下の角に隠れている僕の首元にまで牙きばが食い込むような錯覚。希美がジャックナイフと呼ばれていた頃、その身に宿していた凶暴性の片へん鱗りんが垣かい間ま見みえた気がした。

「亜あ季き。今からそいつに電話して貰もらえる？　で、どっかに呼び出して。後は全部あたしが片付けてあげるから」

「う、うん……」

　遠とお山やまさんは恐る恐る、スマホを操作し始めた。

「のぞみん。あいつ、出ないっぽい……」

「そっか。じゃあ、また明日掛け直してみよっか。取りあえず、そろそろ皆が心配してるだろうし一いつ旦たん部屋に戻ろ。帰りは送っていくから」

「う、うん」

　希美は遠山さんを連れて、個室へと戻っていった。僕たちはその背中を、何を言うこともなくただ黙って見つめていた。




　カラオケからの帰り道。

　暮れかけた街並みには、冷たい夜風が吹いていた。

「柳やなぎ戸とさんのこと、少し誤解していたかもしれないわ」

　僕の隣を歩いていた柊木ひいらぎがふいに呟つぶやいた。

「彼女はずっと、遠山さんのことを気に掛けていたのね。私は風紀委員なのに全く気づいてあげることができなかった」

「柊木……」

「[image: ]あし屋や君のことも少し、見直したわ」

「え？」

「制服泥棒の件、濡ぬれ衣ぎぬだったでしょう？　女子更衣室に忍び込んだのは柳戸さんに指示されてのことだった。なら素直に言えばよかったのに。そうすれば疑いを掛けられることも風紀委員にさせられることもなかった。それなのに、頑かたくなに口を割ろうとしなかったのは柳戸さんを庇かばおうとしたから……」

　ふっ、と頬ほおを緩めると柊木は僕の顔を覗のぞき込んできた。

「見かけによらず、誠実で優しいのね。普通、制服泥棒の疑いなんて掛けられたら全部話してしまうと思うわよ？」

　スキップ中の僕は柊木ひいらぎに詰きつ問もんされても、何も話さなかった。

　言ってしまえば、希のぞ美みの計画がバレてしまうから。

　今の僕が同じ状況に立たされても、同じように出来ただろうか。

　……きっと、そうしていたはずだ。

　僕たちが歩いていると、小さな交差点へ差し掛かった。目の前の信号がぱっと赤に切り替わるのを見て立ち止まる。

　目の前を車たちが、夕ゆう闇やみを切り裂くように通り過ぎていく。テールランプが描いた光の線がやけにまぶたに残る。

「そういえば、前に希美と二人乗りしてた時、ここと同じような赤信号の交差点を人も車もいないからって渡ったことがあったんだ」

　ふと二週間前の記憶を思い出して、口にしていた。

「その時、僕は言ったんだ。赤信号だから止まった方がいいって。そしたら希美が止まる必要なんてないって。人も車もいないんだし、自分の頭で考えて、判断して、絶対に安全だと思ったら行ってもいいんだって」

「めちゃくちゃね。いつか轢ひかれるわよ」

「確かに」と僕は苦笑する。「柊木ならどうするんだ？」

「当然、信号が青に変わるまで待つわ。柳やなぎ戸とさんも言っていたとおり、私はルールに忠実に従うタイプの人間だから。[image: ]あし屋や君は？」

「僕も青に変わるまで待つよ。……だけど、柊木とは違う。自分の頭で判断して飛び出すだけの勇気がないから」

「別にそれでいいんじゃないかしら」

「えっ？」

「あなたたちは恋人なんだもの。柳戸さんが赤信号を渡ろうとするなら、[image: ]屋君はその側そばで危険がないか見ていてあげればいい」

　ぱっ、と信号が青に切り替わった。

「成り行きでなったとは言え、[image: ]屋君も風紀委員の一員よ。柳戸さんが遠とお山やまさんを守ろうとするのなら、あなたが柳戸さんを守ってあげて」

　そう言い残すと、柊木は僕とは別の道を歩いていった。

　僕が希美を守る──

　柊木の背中が見えなくなった後も、その言葉は残り続けた。




　翌日、教室に登校すると、僕は希美に切り出した。

「そういえば、昨日のカラオケはどうなったんだ？」

「うん。亜あ季きから話、聞き出せた。やっぱ元彼と揉もめてたみたい。で、今日の放課後呼び出したから直接締め上げてやるつもり」

　僕はもちろんそのことを知っていたけど、カラオケまで後をつけていったことは希のぞ美みには伏せていたから段階を踏んだ。

　元々、スキップ前の僕は遠とお山やまさんの事情こそ知らなかったものの、それを解決するために動こうとしていたんだ。

　一度断裂した話の回路を、ここで繋つなぎ直す。

「だったら、僕もついていくよ」

「え？　[image: ]あし屋やが？」

「正直、何かの役に立てるってわけじゃないと思うけど」

　僕は言った。「希のぞ美みが心配なんだ」

　希美が赤信号と分かっていて交差点を渡ろうとするのなら、僕はその側そばで車や歩行者が迫ってないかを確認する役割を担おう。

　そして危険なようなら、守って止めるんだ。

「……ありがと。それじゃ、お願いしよっかな」

　希美は微笑ほほえみを浮かべて、了承してくれた。

「いいでしょ？　亜季」

「そりゃ人数多い方が安心だけど」

「けど正直、[image: ]屋の出る幕はないと思うよ。喧けん嘩かの戦力にはならなそうだし。あ、弾たまよけくらいになら使えるかもね」

「いや！　彼氏を盾にしようとするなよ！」

「あははっ。冗談だってば」

　……ほんと、

　余裕だな。今から揉もめ事ごとを起こしにいくっていうのに。

「[image: ]屋。ごめんね。巻き込んじゃって」

　遠山さんが申し訳なさそうに、両手で拝んでくる。

「いやいや、全然大丈夫だから」

　僕は気を遣わせないよう笑みを浮かべながら、どうか穏便に済みますように、と心の中で祈りを捧ささげていた。




　放課後になると、僕たちは呼び出し場所へと向かった。

　学校から歩いて十分ほどの、閉鎖したアリーナに隣接した石畳の広場。人気のないその場所は不良連中の溜たまり場として有名だった。

　知らずに迂う闊かつに通ろうものなら、まず間違いなく絡まれる。

　僕みたいな歩くサンドバッグならもう入れ食いだ。鴨かもが葱ねぎを背し負よっておまけに煮えた鍋なべに浸つかりながらやってくるようなものだろう。

　びくびくと警戒しながら、進んでいく。

　円形の広場の真ん中に、一台の大型バイクが止まっていた。

　ブルーの車体に寄りかかるようにして、男の人がタバコを吹かしている。

　ライオンのような金色のオールバックに、甘いマスク。一見するとアイドルグループにいてもおかしくないような容姿なのに、目の奥はぎらついていた。細身だけどシャツの上からでも分かるくらい筋肉質だ。

　いかにも喧けん嘩か慣れしてそうな感じだ……。

　男は僕たちに気づくと、眉まゆをしかめた。

「俺は一人で来いって言ったはずだけどな」

　足元に捨てたタバコを踵かかとでねじり潰つぶす。

　場の空気がぴりついた。凄すごい迫力だ。僕の本能はすでに生物的敗北を認めているのか踵きびすを返したがっていた。

「あんたが亜あ季きの元彼？」

　希のぞ美みは全く気け圧おされることなく切り込んだ。さすが、かつてジャックナイフと呼ばれていた不良だけのことはある。

「話は全部、聞かせて貰もらったから。金輪際、亜季に近づかないで。それとあんたのスマホに入ってる写真も消させる」

「ああ？」

　男の目がそこで、遠とお山やまさんへと向いた。

「亜季。お前、喋しやべったのか。散々忠告しておいただろ。このことを誰かにばらしたり相談したら写真をばらまいてやるって」

「うぅ……」

　遠山さんは目に見えて分かるほど竦すくんだ。

「あの写真を見たら、学校の連中はさぞ驚くだろうなあ。お前はこれからずっと好奇の目に晒さらされながら生きていくんだ」

「大丈夫。亜季、心配しないで。ここであいつを締め上げて、写真のデータを全部消させればいいだけの話だから」

「う、うん……」

「ちっ。部外者がしゃしゃり出てきやがって。──ん？」

　男は舌打ちすると、何かに気づいたように目を見開いた。

「……お前、柳やなぎ戸とじゃねえか」

　どうやら希のぞ美みのことを知っていたらしい。

「最近は噂うわさを聞かないと思ってたら……布ふ瀬せに入ってたのか。おいおい、いったいどんな手を使ったんだ？　試験官でも脅して答案用紙をすり替えさせたか？　それとも神頼みで鉛筆を転がしでもしたか？」

「ばーか。普通に受験して入ったに決まってんじゃん。てか、鉛筆転がしただけで入試に合格するわけないし」

「…………」

　僕は入れました。とは間違っても口にしない。

「今のあたしはもう、昔のあたしとは違うから。これからは壊すんじゃなくて、大切な人たちと色々なものを築いていくの」

「ふん。更生でもしたつもりか？　言っておくが、中学時代に病院送りにされた俺の連れはお前のことを未いまだに恨んでるぜ」

「別に許して貰もらおうとも思ってないし」

　希美はそう言うと、

「それより、もう二度と亜あ季きに近寄らないで。迷惑だから。振られたからって付きまとうのって最高にみっともないよ」

「……嫌だと言ったら？」

「無む理り矢や理りにでも、頷うなずかせる」

「面おも白しれぇ。やれるもんなら、やってみろよ」

　男は邪悪な笑みを浮かべると、懐に手を差し入れた。

　取り出したものを見て、僕も遠とお山やまさんも小さく悲鳴を漏らした。

　陽ひの光を受けて冷たく光るのは──折り畳みナイフ。

「びびったか？　俺はこいつを肌身離さず持ってる。お守りみたいなもんだ。こうして懐に入れてると安心するんだよ」

　男は折り畳んでいたナイフを開いた。

「いくらお前でも、ナイフ相手には太た刀ち打うちできねえだろ。この俺に刃向かってきたこと後悔させてやるよ」

　ぞくりとした。目に過よぎった悪意の光の強さに。

　さすがの希美も怖おじ気けづいたんじゃないか──と思って隣を見ると、何食わぬ顔で男の方へと歩き出そうとしていた。

「の、希美！　相手はナイフ持ってるんだぞ!?」

「へーきへーき。振られた彼女にねちねちと脅迫電話掛けてくるような奴やつだよ？　ナイフなんて使う度胸あるわけないじゃん」

「でも……」万が一のことだってある。

　希のぞ美みはにっと微笑ほほえむと、

「大丈夫。それより[image: ]あし屋や、亜あ季きのことお願いね」

　ぽんと僕の肩を軽く叩たたくと、再び歩き出した。

　希美は相手を舐なめているわけでも、油断しているわけでもなかった。触れれば切れそうなほど身に纏まとう空気は張り詰めていた。

　もし希美の身に何かあったら……その時は僕がどうにかするしかない。

　できるだろうか？　いや、やるんだ。

「確かに昔のお前は手のつけられないほど強かった。だが、進学校に行って平和ボケした今なら余裕で叩きのめせるぜ」

「自分だけ武器使って？」

　希美は小馬鹿にしたように嗤わらった。

「ほざけ！」

　男が飛沫しぶきを飛ばして叫ぶのと、ほとんど同時。

　ふっ、と希美の右足が消えた。

　いや違う。消えたんじゃない！

　そう気づいた瞬間には、重力に逆らって高々と振り上げられた希美の右足は男の側頭部へ綺き麗れいに収まっていた。

　そのシーンだけが止まってみえた。

　一寸の淀よどみもなく、惚ほれ惚ぼれする軌道で男の側頭部に収まった右足は、鋭い腰の捻ひねりと共にムチのように撃ち抜かれた。

「があっ……!?」

　男は全く反応できていなかった。

　何が起こったのかも理解できないまま、まるで大型車にでも突撃されたかのような勢いで石畳の上へ吹っ飛ばされて転がる。

　場がしんと静まり返った。

　希美は石畳に仰あお向むけに倒れる男の元へ歩いて行くと、しゃがみこみ、近くに落ちていた折り畳みナイフを開いた。

「ナイフ持ってるからって、ちょっと気ぃ大きくなりすぎなんじゃない？　あたしの蹴けりに全然目がついていってなかったでしょ」

　そして、男の髪を鷲わし掴づかみにして視線を合わせると、

「スマホ」

「え……？」

「スマホ出して。亜季の写真、消すから」

　手を差し出して、冷たい声で催促した。

「時間勿もつ体たいないからさ、早くしてよ。十秒以内に取り出さないと、あんたの顔を石畳の上にぶつけて歯を全部へし折るから」

　有無を言わさぬ迫力があった。

　抵抗する術すべもないと観念したのだろう。男は素直にズボンのポケットからスマホを取り出すと希のぞ美みに手渡した。

「はい、亜あ季き。自分で探して消しちゃって」

　希美はスマホを遠とお山やまさんに渡す。

「う、うん……！」

　遠山さんは受け取ると、おずおずと操作し始めた。

「写真はこれで全部？　パソコンに転送とかしてない？　言っておくけど、嘘うそはつかない方が身のためだから」

「あ、ああ……。それで全部だ」

　男は呻うめくように言った。

「のぞみん。写真、消したよ！」

「おっけー」

　希美は指で輪っかを作ると、男の方へ視線を戻す。

「もう金輪際、亜季に近づかない。電話もメールもしない。そう約束できるなら、今日のところは見逃してあげる」

「…………」

「ふーん。そっか。約束できないんだ。じゃあ、仕方ない」

　希美は男のこめかみを掴つかむと、力を入れた。

　みしっ……と嫌な音が鳴る。

「ぐあああ！　分かった！　約束する！　約束させてください！」

「ちゃんと自分の言葉には責任持ってよ。もし破ったら今の比じゃないくらい、痛い目を見ることになるから」

　希美は冷たい口く調ちようで男の脳に恐怖をすり込ませると、

「あたしたちの前から、とっとと消えて」

　そう吐き捨て、蠅はえを払うように手を払った。

　男はボロ布になった身体からだを引きずって這はうようにバイクへ辿たどり着くと、よろめきながらもどうにか跨またがってエンジンを掛けた。

「……柳やなぎ戸と、お前、更生しただか何だか知らねえけどな。許さねえぞ」

　去り際、男は希美を睨にらみつけながら呟つぶやいた。

「俺の連れにはお前に恨みを抱いてる奴やつが多くいる。……後悔させてやるよ。お前が築き上げたものを全部ぶち壊してやる……」

　闇やみの底から噴き出してくるような、怨えん嗟さの声。

　僕は背筋が寒くなった。

　男が去ってから、僕は隣にいた希のぞ美みに尋ねた。

「なあ、大丈夫なのか？」

「別に気にする必要なんてないでしょ。何か仕掛けてきたところで、また返り討ちにしてやればいいだけの話だしね」

　希美はけろりとしている。

　遠とお山やまさんが駆け寄ってくると、潤んだ目で言った。

「のぞみん、ほんとにありがとう。おかげで胸のつかえが取れたっていうか。週明けからはまた学校通えそう」

「いいって。あたしたち、友達じゃん」

　希美はにかりと笑うと、

「それよりさ、今から三人でクレープ食べにいかない？　久しぶりに運動したら甘いもの食べたくなっちゃった」

「あ。いいね！　さんせー！」

　遠山さんが腕を突き上げて高らかに同意する。

「あれを運動というのか……？」

　そんな穏便なものじゃなかったような。

　ともあれ僕たちは駅前へ向かって歩き出す。途中、隣を歩いていた希美が薄く微笑ほほえみを浮かべながら尋ねてきた。

「ねえ、どうだった？　あたしの勇姿は」

「希美の機嫌を損ねないようにしようって、心から思った」

「あははっ。精々、尽くしてよ」

　あの蹴けりを僕が喰くらうことになるのはご免だ。

「それと何というか、意外だった」

「意外？」

「あー。これは別に。こっちの話だから」

「気になるじゃん。話してよ」

「いや、その……」

　僕は首筋を掻かきながら言った。

「希美がハイキックした時、スカートから見えたパンツが水色だったから。意外と普通のを穿はいてるんだなって。思っただけです。はい」

「──っ!?」

　希美は顔を真っ赤にすると、内うち股またになってスカートの裾すそを押さえた。じとりとした目で僕を睨にらみつけてくる。

「も、もぉ……。どこ見てんの……!?」

「ご、ごめん」

　でも、見えたんだから仕方ない。

「あーもう、最悪……下にジャージ穿はいてくればよかった……」

　希のぞ美みは恥ずかしそうにぶつぶつ言っていた。

「いいじゃん別に。のぞみんたちは付き合ってるんだし。そのうちまたパンツ見せるような機会もやってくるでしょ」

「もー！　亜あ季きってば！　変なこと言わないで！」

　希美にぽかぽかと叩たたかれながら、遠とお山やまさんは「のぞみんってば、意外とウブだよね」と楽しそうにけたけた笑っていた。

　僕はその光景を眺めながら、ようやく戻ってきたなと思う。

　遠山さんは来週から何の心配もなく学校に通うことができて、制服泥棒の疑いが晴れた僕は希美と楽しく過ごしていける。

　この時はまだ、そう思っていた──
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　土日が明けて迎えた、月曜日。

　あいさつ運動も終わって、今日からはいつも通りの登校だ。早起きの習慣がついていたおかげか、普段よりも余裕を持って家を出られた。

　しばらく通学路を歩いていると──

　どんっ、と背中を押された。

「うわっ!?」

　な、なんだ!?　希美か!?　いやでも、僕たちの家の方角は違うし、合流地点はここよりも先のはずだ。

　じゃあいったい誰が──と振り返ったところで、

「[image: ]あし屋や、おはよう！」

「と、遠山さん！」

　満開の笑みを咲かせた遠山さんが、そこに立っていた。

「もう平気なのか？」

「うん。ばっちりだよー。心配かけてごめんねー。今日からはへこんでた分を全部取り戻すくらいがんがん弾はじけていくから！」

　そう言って、グーサインを掲げてくる。

　先週あれだけ落ち込んでいたのが嘘うそのように、元気はつらつだ。朝からこのテンションで来られると若干胸焼けしそうになる。

　まあ、元気なのは良いことなんだけどさ。

「というか遠とお山やまさん、僕の名前ちゃんと覚えててくれたんだな」

「当たり前じゃーん。まー正直、のぞみんと付き合い始めるまでは[image: ]あし屋やだか[image: ]あし田だだか曖あい昧まいだったんだけどねー」

「だとしても僕の前では言わないでくれ。へこむから」

「[image: ]屋、影薄いもんねー」

「あれ？　今僕、言わないでって言ったよね？ 影が薄くなりすぎて、とうとう言葉まで届かなくなっちゃったのかな？」

　そんなことを話しつつ通学路を歩いていると、

「あ、のぞみーん」

　遠山さんがそう叫んで、大きく手を振った。

　視線の先を追うと、腰にまで伸びた艶つややかな金色の髪。

　うちの生徒であんな髪色をしているのは一人しかいない。

　希のぞ美みが振り返った瞬間、光の飛沫しぶきが飛び散った。思わずそう錯覚した。僕たちに気づくと笑みを浮かべて手を挙げてくる。

「おはよ。二人とも道同じだったんだ？」

「そう。[image: ]屋が真ま似ねしてきたの」

「いや、僕は遠山さんの真似をして近くに家を建てたわけじゃないから。そもそも建てる場所を決めたのは両親だし」

「亜あ季き、元気そうじゃん。よかった」

　希美は遠山さんの様子を見て、ほっとしたようだ。

「もうあいつから連絡来てない？」

「うん、全く来てない。うち、次こそはちゃんと中身も伴った、格かつ好こよくて優しくて年収一千万のジャニ系と付き合うんだー」

　いやもうそれただの本人じゃないか。

　大丈夫かなあ……。僕が言うのもなんだけど、遠山さん、一度良いと思ったら盲目的に突っ走るタイプみたいだし。

「それより二人とも、何話してたわけ？」

「いやー。のぞみんのおっぱいっておっきいよねーって。見てたらおもむろに揉もみしだきたくなるよねって[image: ]あし屋やと盛り上がってたの」

「──はあっ!?」

「してない！　そんな話してないから！」

「でも、のぞみんのおっぱいは揉もみたいでしょ？」

「そ、それは……」

　僕は希のぞ美みの胸元へ目を向ける。制服を内側から押し上げる、二つのたおやかな膨らみを見て思わずごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「正直、揉みたくないと言えば嘘うそになります」

「……うわっ。[image: ]屋のスケベ猿」

　希美は肩を抱くと、頬ほおを赤らめてジト目で睨にらんできた。

　うわあ！　軽けい蔑べつされてしまった！　思春期男子なんて僕含めてほとんど例外なくスケベ猿だけど希美にはそう思われたくなかった！

「というわけで、うちが代わりにのぞみんのおっぱいを揉みます」

「なんでだよ！」

　遠とお山やまさんは僕の返事を無視して希美の背後にさっと回り込むと、腋わきの下から手を入れて豊満な胸を鷲わし掴づかみにし始めた。

「ちょっ……亜あ季き……ダメだってば……」

「よいではないか。よいではないかー」

　二人がじゃれ合っているのを、僕はどぎまぎしながら見守る。

　眼福眼福。あ、そろそろ前まえ屈かがみにならないとマズい……。

　その後、僕たちは他た愛あいのない話をしながら通学路を歩いていると、道の先にうちの高校の校門が見えてきた。

「ん？　あれ、何だろね？　皆、集まってる」

　遠山さんがまず異変に気づいた。

　校門のところには人だかりができていた。

「抜き打ちの持ち物検査とか？　だとしたらあたし、マズいかも。鞄かばんの中に由ゆ利りに借りた漫画入れたままだし」

「僕もマズい。通学鞄に何も入れてきてない。空っぽだ」

「それは別の意味でマズいでしょ。全部置き勉って。後で美み月つきにチクってやろ」

「止やめてくれ！　絶対怒られる！　正座させられる！」

「んー。抜き打ち検査じゃないっぽいよ。生活指導の先生いないし。なんだろ。ちょっと詳しく見てみるね」

　遠山さんがその場で背伸びをして、見ようとする。

「あ。何か、校門の壁に落書きしてあるみたい」

「落書き？」

「こっからじゃ文字は読めないけど……」

　誰かのいたずらだろうか。

　興味本位で人ひと混ごみに近づいていく。

　集まっていた生徒たちは僕たちに気づくと、何とも言えないような、気まずさと好奇心が入り交じった表情を浮かべた。

　なんだ？　僕を見てるのか？　それとも遠とお山やまさんか？

　いや、違う。

　皆、希のぞ美みを見てるんだ。

　なぜだか無性に嫌な予感がした。

　僕は人混みを掻かき分けて、落書きの元へと急ぐ。

　すると──

「なんだこれ……」

　壁に書かれていたものを見て、思わず目を疑った。

『柳やなぎ戸と希美は淫いん乱らんビッチ』

『柳戸希美は暴力女』

　血のようにどす黒く真っ赤な文字で、強い情念を感じさせるような力強い筆圧で、壁を覆い尽くすかのようにでかでかと。

　希美に対する誹ひ謗ぼう中傷が、そこには書かれていた。

「ひどい……」

　遠山さんは青ざめた顔で、口元を覆っていた。

「誰がこんなことを……」

　誰が？

　その時、脳裏に過よぎったのは昨日見た強い怨えん嗟さの眼まな差ざし。

　──きっと、あいつだ。

　遠山さんの元彼。希美に締められたことで逆恨みして、同じく希美に恨みがある連中を集めて報復したんだ。

「希美……」

　僕は隣にいた希美の顔を、恐る恐る窺うかがい見る。

「……へえ。やってくれるじゃん」

　そう呟つぶやいた希美の口角は、笑みを浮かべようとして引きつっていた。

　やっと戻ってきたと思っていたのに。

　僕の制服泥棒の疑いが晴れ、遠山さんの抱えていた問題も無事に解決し、これまで通りの楽しい日常がまた送れるはずだって。

　でも、そう上う手まくはいかなかった。




　あの後、騒ぎを聞きつけた教師たちが飛んできて、校門の前に集まっていた生徒は強制的に解散させられた。警察に通報するかどうかは分からない。ただ、いずれにしても犯人を捕まえるのは難しいだろう。僕たちには目星はついていたけど、決定的な証拠でもない限りは単なる推測として流されて終わりだ。

　教室に入った瞬間、空気がいつもと違うことに気づいた。

　クラスメイトたちは普段通りに振る舞っているように見えるけど、視界の端でちらちらと僕たちの方を意識している。

　いや、違う。

　皆が見ているのは、希のぞ美みだ。

　希美が窓際にある自分の席につくと、女友達たちが近づいてきた。

「のぞみん、大丈夫……？」

「酷ひどいことする奴やつもいるよね」

　口々に慰めの言葉を掛けていく。

「うん。全然大丈夫。気にしてないから」

　希美は笑みを浮かべると、何でもないふうを装う。

　だけど、普段のように談笑が始まることはない。

　女友達たちが希美に対する態度には、どこかよそよそしさというか、警戒して腫はれ物に触るかのような雰囲気があった。

　まるで時間が四月のあの頃に戻ったかのようだ。

「おい、柳やなぎ戸と」

　その時、教室の扉が開いて野太い声が響いた。

　生徒指導部の大おお川かわ先生だ。ラグビー部の顧問をしているからか、首が太くて岩石みたいな分厚い身体からだつきをしている。

「お前に話がある。職員室まで来い」

　……間違いなく、落書きの件だよな。

　希美は大川先生を一いち瞥べつすると、素直に席を立って廊下へ向かう。途中、僕の心配そうな視線に気づいたのか、小さくはにかんできた。

　希美がいなくなると、教室がにわかにざわつき始める。

「柳戸の奴、何やらかしたんだ？　大川に呼ばれるってヤバいだろ」

「あれだよ、校舎の壁に淫いん乱らんビッチとか暴力女とか書かれてた。きっと、昔付き合ってた男にでも恨まれたんだろ」

「希美の援助交際の噂うわさ、本当だったの……？」

　皆、口々に好き勝手なことを言っている。

　むっとしたけど、クラスメイトたちに悪気はないだろうし、噂うわさに尾ひれどころか羽まで生やしたくなるのが人間の性さがだ。

「[image: ]あし屋や君、ちょっといいかしら」

　喧けん噪そうを掻かき分けて、柊木ひいらぎが声を掛けてきた。親指で外を示している。人気のないところで話そうということらしい。

　僕は頷うなずくと、教室を出て、屋上前の踊り場へやってきた。

「先週の金曜日、何があったのか詳しく教えてくれる？　壁の落書きの件はそれと関係があるんでしょう」

　柊木は向かい合うなり、開口一番そう尋ねてきた。

　さすがに鋭いな。

　先週の金曜日──つまり遠とお山やまさんの元彼に話をつけにいった日、事が解決した後に僕は柊木にラインで『大丈夫。無事に解決したから』と一応連絡しておいたんだけど、詳しいことはまだ話していなかった。

「いや、それがさ……」

　僕は改めてもう一度、先週のことを話した。

　希のぞ美みが遠山さんの元彼に話をつけにいって、武力行使をし、スマホの中の写真を消させて金輪際遠山さんに近づかないよう誓わせたこと。ただその代わりに恨みを買ってしまい、希美と因縁がある連中を集めて復ふく讐しゆうすると宣言されたこと。

「なるほど。事情は分かったわ」

　柊木は話を聞き終えると、

「厄介な相手のようね。直接乗り込んでくるのではなく、学校の壁へ落書きをして精神的に追い詰めてくるなんて。現に校内では悪い評判が広まっているわ」

「マジですか……」

「恐らく、彼らはこれからも攻撃を仕掛けてくるでしょうね」

　柊木はそこで苦々しい顔つきになった。

「中学時代の柳やなぎ戸とさんには、この手は通用しなかったと思う。進学校にいて、大切な友達や恋人がいるからこそ効く方法だもの」

　希美の今を、過去の鎖が追ってくる。一度は前に進んだはずなのに、呪じゆ縛ばくのように足を絡め取ろうとしてくる。

「でも、さっき柳戸さんが職員室に呼び出されていたことだし、学校側も何らかの対応はしてくれるんじゃないかしら」

「だといいんだけど……」

　柊木は僕を見据えると、手を取って言った。

「大丈夫。信じて待ちましょう。私たちに出来るのはそれだけよ」




　授業が始まっても、希のぞ美みは戻ってこなかった。

　遠とお山やまさんが戻ってきて、ようやく全員揃そろったと思った教室に、しかしぽつりと希美の席だけが寂しく空いていた。

　職員室では今、どんな話し合いがされてるんだろう。

　不安と心配とが入り交じって授業が全く頭に入ってこない。

　そわそわして、自然と貧乏揺すりをしていた。

　その時、不意に教室の扉が開いた。

　希美か!?と期待したけど違った。世界史の鬼おに山やま先生だった。中に踏み込んでくると窓際の希美の席へと向かう。

「え？」

　びっくりして声を上げてしまった。

　鬼山先生がどうして希美の荷物をまとめてるんだ？　しかもそれを手に持つと教室から出ていこうとするし。

「あの、希美はどうなったんですか!?」

　躊躇ためらいを上回る焦燥に押されて、そう尋ねていた。

　言葉が喉のど元もとから出た瞬間、空気の肌触りが変わる。

　今まで何度も経験したことのある、その場で喋しやべっちゃいけないと暗黙の了解で決まってる奴やつが喋った時の不自然な間。

　鬼山先生は立ち止まると、厳粛な面持ちで言った。

「それをお前たちが知る必要はない」

　伸ばした質問の手は、ぴしゃりと撥はねられてしまう。

　鬼山先生は教卓にいた現代文の先生に向かって、失礼しました、と一礼するとそのまま教室から出ていってしまった。

　な、なんだ？　いったいどういうことなんだ？

　さっぱり状況が分からなかった。

　もう希美は教室には戻ってこないのか？

　嵐あらしが過ぎ去った後、平然と元の生活に戻れる人がいないように、その後の授業はずっとクラス中に落ち着きがなかった。

　退屈な日常に突如持ち込まれた、イレギュラー。

　僕は胸のざわつきが止まらなかった。

　柊木ひいらぎや遠山さんもまた、同じような気持ちを抱えていたのだろう。ちらりと窺うかがい見えた表情は曇っていた。

　長い長い授業が終わって、休み時間が訪れる。

「おい！　やべえぞ！」五分ほど経たった頃、校内に聞き込みに行っていた田辺たなべが血相を変えて戻ってきた。

「柳やなぎ戸との奴やつ、停学になったらしい！　他のクラスの奴が授業中に校門を出ていくあいつの姿を見たんだってよ！」

　その言葉を聞いた途端、すうっと血の気が引いていった。

　──希のぞ美みが停学になった？

　そんなバカな！

「なんでだよ！」

　気づけば僕は田辺の胸ぐらを掴つかんでいた。

「なんで希美が停学になるんだ！」

「し、知るかよ。俺はただ聞いただけだ」

　田辺は呻うめくように言った。

「それより早く離せよ。首絞まってる！」

「あ。悪い」

　慌てて手を離すと、田辺はげほげほと咳せき込こむ。

　ついかっとして絞めすぎてしまった。

「けど、何だって希美が停学に……」

「意味分かんない！　のぞみんは何も悪いことしてないじゃん！」

　遠とお山やまさんが憤ったように言う。

　そうだ。希美は被害者なんだ。学校に守られることこそあれど、停学処分を受けるような謂いわれなんてないはずだ。

「こうなったら……」

「[image: ]あし屋や君。どこに行くつもり？」柊木ひいらぎが尋ねてきた。

「職員室だよ。希美は本当に停学になったのか。だとしたら、どういう理由でそうなったのかを訊きかないと」

　このままじっとしてるわけにもいかない。

「[image: ]屋。うちも行くから」と遠山さん。

「ありがとう。一人じゃ心細いというか、ぶっちゃけびびってた」

　柊木はしばらく顎あごに手をあてて考えた後、口を開いた。

「なら私も同行するわ。あなたたち二人だけだと、頭に血が昇った時にとんでもないことをしでかしそうだもの」




　僕たちは教室を出ると、職員室へ向かった。

　この高校は全部で三つの校舎で成り立っていて、僕たちの教室は西校舎に、そして目的地である職員室は真ん中の本校舎に位置していた。

　連絡通路を経へて、職員室の扉の前に立つ。ガラスの向こうには、対面に並んだ机で次の授業の準備に勤いそしむ先生たちの姿が見えた。

「あ。梢こずえちゃんだ。おーい、梢ちゃーん」

　遠とお山やまさんが篠しの原はら先生の姿を見つけて、躊ちゆう躇ちよなく中に入っていった。

　僕たちはその後に続く形で職員室へ足を踏み入れる。

「あれ？　三人共、お揃そろいでどうしたの？」

　篠原先生は僕たちに気づくと、驚きの表情を浮かべた。

　よかった。知ってる人がいて。

　僕はほっとしてスムーズに本題を切り出す。

「希のぞ美みが停学になったって聞いたんですけど、本当ですか」

「う、うん……」

　篠原先生は答えにくそうに、けれど小さく頷うなずいた。

「どうしてですか！　希美がいったい何をしたって言うんですか。校門の壁に誹ひ謗ぼう中傷を書かれた被害者なんですよ!?」

「今朝、学校に通報の電話が入ったんだ」

　篠原先生の代わりに、野太い声が答えた。

　振り返ると、生徒指導部の大おお川かわ先生が立っていた。

　うわっ。身構えていなかったせいで僕はぎょっとする。

　それよりも今、何て言った？

「先週の金曜日の夕方の話だ。布ふ瀬せ高校の制服を着た金髪の女子生徒が、学校近くの広場で他校の生徒と喧けん嘩かをしていたと。うちは原則、髪染めを禁止している。その中で金髪の生徒と言えば柳やなぎ戸とくらいしかいない」

　大川先生は無表情のまま続けた。

「制服に髪色も見られている以上、本人も言い逃れは出来ないと思ったのだろうな。問とい質ただすと素直に認めたよ」

「でも、柳戸さんは言ってたじゃないですか。吹っ掛けてきたのは向こうからで、自衛のために仕方なくしただけだって」

　篠原先生が希美を庇かばうように抗議の声を上げると、

「そんな発言を、我々が信じると思いますか？」

　ぴしゃりと冷徹な声で撥はねのけられた。

「篠原先生。あなたも知っているでしょう。柳戸は中学時代、地元で知らない者はいないほどの不良生徒だったのです。暴力沙ざ汰たや不祥事は日常茶飯事。そんな生徒の言うことを鵜う呑のみにしろと言う方が無理な話だ」

　大おお川かわ先生はそう一いつ蹴しゆうすると、

「第一、奴やつは一度教師に手を上げて停学になっている。加えてあの髪型に服装、素行不良であることはお墨付きだ。そんな奴の言うことを誰が信用する？　壁の落書きの件だって日頃の行いのツケが回ってきただけの話だ」

　違う。教師に手を上げたというのは誤解だ。

　もう一人の生徒指導の先生が希のぞ美みの髪を掴つかもうとして、それを振り払った拍子に相手が転んで機材の角で頭を打ってしまっただけの、いわば事故だ。

　だけど、過去の印象が真実を歪わい曲きよくして見せる。皆が見たいと思う暴力的な柳やなぎ戸と希美の像へとねじ曲げられてしまう。

「そもそも、あいつのように脛すねに傷を持った奴が、うちのような進学校にいるというのがおかしな話だったんだ」

　……どうしてそこまで言われないといけないんだ。

　あんたたちが希美の何を知ってるって言うんだ。

　ちゃんと接したこともないくせに、伝聞と憶測だけで希美を語ろうとするな。

　かっと頭に血が昇り、爆発的に込み上げてきた感情がフィルターを通すことなく喉のどから迸ほとばしりそうになった瞬間だった。

「待ってください。今の台詞せりふは聞き捨てなりません」

　柊木ひいらぎが一歩前に出て言った。

「柳戸さんはきちんと入試を受けて合格した布ふ瀬せ高校の生徒です。生徒を守るのが学校の義務じゃないんですか」

「学校は校内で起きたことに対しての責任を負う。だがそれ以外──校外で起こったことに対して介入する義務はない」

「そんな……」

「分かったら、教室に戻れ」

　僕らは追い出されるように職員室を後にした。

　冷えた廊下を言葉もなく歩いていると、遠とお山やまさんがぽつりと呟つぶやいた。

「のぞみん、うちのことは話さなかったんだね。事情を話したら、停学にならずに済んだかもしれないのに」

「希美は保身のために友達を売ったりはしないよ」

　思えば、ずっとそうだった。

　遠山さんの元彼からスマホを取り上げた時だって、写真を見てしまわないよう遠山さんに渡して消して貰もらっていた。

　希美はあの見た目だし、誤解を受けやすいけど。でも、本当は人の心を思いやることのできる誰よりも優しい奴やつなんだ。

　それが分かって貰もらえないのが、何よりも悔しかった。




　放課後、僕は希のぞ美みの様子を見に行くことにした。

　停学になったのならきっと、自宅にいるはずだ。家までの道は覚えていたので、頭の中にある地図を開きながら辿たどっていく。

　二十分ほど歩くと、見覚えのある一軒家が見えてきた。

　瓦かわら屋根の、和風の二階建て。

　門扉を通り抜け、玄関横にあるインターホンを鳴らす。

　しばらく無音が続いた後、警戒がちに引き戸が開いた。顔を覗のぞかせた希美は、僕の姿を確認すると目を丸くした。

「……[image: ]あし屋や。わざわざ様子見に来てくれたんだ？」

「話は聞いたよ。災難だったな」

　希美は曖あい昧まいな笑みを浮かべると、

「せっかくだし、上がっていってよ。お茶くらいは出すから」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　玄関口から上がると、廊下を進んでリビングへと通される。

　こたつでお絵かきをしていた妹の三さ枝え子こちゃんは僕に気づくと固まった。おかっぱの髪から覗くつぶらな瞳ひとみは、突然の闖ちん入にゆう者しやに警戒していた。

「こんにちは」

　声を掛けると、三枝子ちゃんはしばらくフリーズしていたけど、あいさつされたら返事をしないといけないと思ったのだろう。

「……こ。こにゃちは」

　早口で呟つぶやいて、ぺこりとお辞儀してくれた。

　ちょっと噛かんでいたけど。

　本人も自覚してるんだろう。俯うつむいてもじもじしている。かわいい。

「三枝子が家族以外にあいさつするなんて、珍しいじゃん」

　僕がこたつ布団でくつろいでいると、希美がお茶を持って戻ってきた。

「[image: ]屋には心を開いてるのかもね」

「だといいんだけど」

　希美は僕の対面に座ると、こたつの中に足を入れてきた。

「そういえば、うるさい声がしないな。真しん吾ごはいないのか？」

「まだ小学校にいるみたい。たぶん、放課後に居残ってグラウンドで友達とキックベースでもしてるんじゃない？」

「あいつ、友達多そうだもんなあ」

「バカだけどね」

　呆あきれ混じりに呟つぶやかれた言葉には、親愛の情が含まれていた。家族の絆きずなみたいなものが感じられていいなあと思う。

「ねえ、[image: ]あし屋や。あたしのこと羨うらやましいでしょ」

「え？」

　お茶を一口飲んだ希のぞ美みは、僕の顔を覗のぞき込んできた。

「学校公認で、一週間も休みを貰もらったんだもん。学校に通うの面倒くさがってる[image: ]屋からしてみれば天国みたいな状況だよね」

「それは……」

「しかもさ、次に問題を起こしたら退学もありえるんだって。ふふ。そしたらもう早起きしなくてよくなるし最高じゃない？」

　上う手まく言葉を返せなかった。

　希美は本心でそう言ってるわけじゃない。それくらいは分かる。冗談めかした口く調ちようの裏には痛みが見え隠れしていた。

「……何か言ってよ。あたしが滑ってるみたいじゃん」

　希美は困ったように笑った。

「一応、言い訳はしてみたんだけどね。吹っ掛けてきたのは向こうからで、あたしは正当防衛しただけなんだって」

「うん」

「でも、誰もあたしのことなんて信じてくれなかった。中学時代の悪評があるからどうしてもそっちに引っ張られちゃって」

　こたつの上に頬ほお杖づえをつくと、寂しげに微笑ほほえみかけてくる。

「ねえ、[image: ]屋。更生するってさ、難しいね。一回道を逸それちゃったら、信用を取り戻すのには物もの凄すごく時間が掛かる」

「希美……」

「もしかすると、いっしょには卒業できないかも。まあ、退学になっても高認取れば大学には行けるからいいんだけど」

　強がろうとする希美の瞳ひとみはどうしようもなく痛くて、いてもたってもいられなくなった僕は衝動的に希美を抱きしめていた。

「──えっ!?　あ、[image: ]屋……？」

「僕は嫌だよ」

　言葉を選ぶ猶予もなく、そう口走っていた。

「僕は希美といっしょに高校生活を送りたいんだ。これからまだ、文化祭や修学旅行なんかの楽しいことがたくさん待ってる。だけど、一人じゃ意味がないんだ。希のぞ美みと同じ場所にいて同じ時間を過ごさないと」












　人生でたった一度しかない、高校生活。

　僕は希美といっしょに、僕たちの過去を作っていきたい。三年間という長くて短い時間に隣り合わせの足跡を刻みつけていきたい。いつか僕たちが大人になった時、その思い出に何度でもタイムスリップしてこられるように。

「……や、止やめてよ。三さ枝え子こも見てる前で。恥ずかしいじゃん」希美は頬ほおを赤らめながらぼそぼそと呟つぶやいた。側そばでぽかんとした顔をしていた三枝子ちゃんは、何かを悟ったように自分の部屋へそそくさと戻っていってしまった。

　僕は我に返ると、慌てて希美の身体からだを離した。

「ご、ごめん。つい……」

「今のは絶対、三枝子の教育的によくないから」

　希美は僕を窘たしなめるためかわざとらしい先生っぽい口く調ちようを作って言うと、ふっ、と表情を緩めて微笑ほほえみかけてきた。

「でも、[image: ]あし屋やってさ、たまにきゅんと来るようなこと言うよね。抱きしめられた時、頭の中真っ白になっちゃった」

「──っ」

　その表情が、仕草が凄すごく可愛かわいくて、思わず目を逸そらしてしまう。

「あははっ。照れてるんだ？　ばーか」

　こたつの中で、軽く足を蹴けられた。

「う、うるさいなあ」

　僕も照れを誤ご魔ま化かすために負けじと蹴り返す。しばらくこたつ布団の中で、世界で一番優しい戦争が繰り広げられた。

　どちらともなく疲れて休戦した頃、希のぞ美みがぽつりと漏らした。

「……ま、[image: ]あし屋やがそこまで言ってくれるなら、もうちょっと頑張ってみよっかな。あたしも今の高校生活は気に入ってるしね」

「うん」と僕は言った。「希美が戻ってくるのを皆待ってるよ。僕も、遠とお山やまさんも、柊木ひいらぎだって」

「美み月つきはそう思ってないんじゃない？　むしろあたしがいない方が学校の風紀がよくなるって清々してそうだけど」

「柊木は意外と、良い奴やつだよ」

　僕がそう言うと、希美が「ふーん……」とジト目で睨にらんできた。

「？　どうしたんだ？」

「……今の台詞せりふ、何かムカつく」

　ゲシッ。

　さっきより強めに、こたつ布団の中で蹴りを入れられる。

「いてっ。な、何だよ。もしかして嫉しつ妬としてるのか？」

「そうだけど？」

「おぉ……。凄すごく正直に認めてきた……」

「あたし、自分の気持ちは素直に口にするから。そっか。停学だと、[image: ]屋と美月が学校でどうしてるか分かんないんだ」

「別に何もないって。それに帰りは毎日希美の家に顔出すし」

「ならいいけど……」

　希美はそう言うと、僕の額につんと指をあてがってきた。

「言っとくけど、あたし、[image: ]屋が思ってるより[image: ]屋のこと好きだから。他の女子と仲良くしてたらめちゃくちゃ焼やき餅もち焼くし、寂しがりもするからね」

「あ、ありがとうございます……なのか？」

　どう返答していいのか分からない。

　でも、好きと言ってくれるのは凄く嬉うれしい。希のぞ美みに愛想を尽かされないよう、これからも一いち途ずで居続けようと思った。

　希美は無言のまますっと立ち上がると、僕の隣へ座ってきた。そのまま身体からだを倒して僕の肩にもたれかかると、小さな声で囁ささやく。

「……ねえ、[image: ]あし屋や。今なら三さ枝え子こも自分の部屋にいるけど。どうする？」

「──へ？」

「ほら、せっかく二人きりだし……。明日からは日中会えなくなるから、いっぱい愛情を注いで欲しいっていうか……」

　えっ。

　そそそそれって、つまりそういうことだよな？

「希のぞ美み。いいのか……？」

「……ん。[image: ]屋だったら」

　唐突に降ってきたチャンス。ここで逃げたら男じゃない！

　僕は飛び出そうになる心音を感じながら、希美の肩に手を置いた。それを下に滑らせてゆっくりと制服を脱がせようとする。

　と、その時、玄関の引き戸が開く音がした。

「あ。真しん吾ご、帰ってきたっぽい」

　希美は慌てて僕の胸を押すと、制服を正した。

　なんだよ！　もっとキックベースしていてくれよ！

　真吾が廊下を歩く音がする。足音を殺すような、忍び足で。しばらく経たってもリビングに入ってこようとしなかった。

「……？　何してんの？　早く入ってきなってば」

　希美は怪け訝げんに思ったのか、廊下へと続く扉を開けた。

　びくっ、と人影が怯おびえたように震える。

　そこに立っていたのは確かに真吾だった。

　だけど──

「し、真吾!?　どうしたの、それ……」

　廊下に立ち尽くしている、真吾の顔。

　それは僕が以前見た時とは別人のように、痛々しく腫はれ上がっていた。顔だけじゃない。全身の至るところに痣あざや切り傷が出来て、血が固まっている。

「……別に。転んだんだよ」

　真吾は潰つぶれたような声で小さく呟つぶやいた。

「そんなわけないでしょ！　誰にやられたの！」

　そうだ。転んで出来るような傷じゃない。

　明らかに誰かに殴られたんだ。

「……友達と喧けん嘩かしたんだよ。キックベースの判定で揉もめてさ。絶対セーフなのにアウトって言った奴やつと取っ組み合いになったんだ」

　真しん吾ごは目を逸そらしながら、そうまくし立てるように話してみせた。

　だけど、僕も希のぞ美みも、そっか、と相づちを打つことはなかった。

「正直に話して」希美は言った。「何年家族やってると思ってんの？　あんたが嘘うそつく時に目を泳がせる癖があるのは分かってる」

「…………」

　真吾は気まずげに目を逸らした。

「もしかして、だけど」

　希美はそう前置きした上で言った。どうか違っていて欲しい。そんな祈りを込めたような口く調ちようで。

「工業高校の連中にやられたんじゃない？　あたしの弟だからって理由で」

「──っ！」

　真吾の反応を見て、希美は確信したのだろう。

　項垂うなだれるように、深く溜ため息いきをついた。

「……やっぱり。そんなことじゃないかと思った」

　こたつの上で指を組むと、俯うつむきながら呟つぶやく。

「あいつら、あたしに正面から来ても敵かなわないからって、真吾に手を出すなんて。いくら何でも許せない」

　瞳ひとみに映る深い海のような瑠る璃り色が、今は褪あせていた。

　本気で怒っている。

　こんな希美を見るのは二度目だった。

「……ねーちゃん。俺、別に気にしてねーって。結局、撒まいてやったしな。クラスで一番足が速い俺を舐なめんじゃねーっての」

　真吾はへへ、と鼻の下をこすって強がるように笑ってみせる。

　……そうか。こうなるのが分かってたから。希美が自分に責任を感じるのが分かってたから誤ご魔ま化かそうとしたのか。

　なあ、真吾。

　お前はバカかもしれないけどさ、でも、強くて優しい奴やつなんだな。

　僕が自分より遥はるかに年下の真吾に向けて尊敬の念を抱いていると、ズボンのポケットに入っていたスマホが震えた。

　電話だ。

　画面には『柊木ひいらぎ美み月つき』の文字が表示されていた。

　どうしたんだろう。

　もしかして放課後に風紀委員の活動が予定されていて、僕が知らない内にすっぽかしてしまったとかだろうか。

　……だったらマズイな。とにかく出てみよう。

「はい。もしもし」

『[image: ]あし屋や優ゆう太たか？』

　──えっ。

　聞こえてきたのは、柊木ひいらぎの声じゃなかった。

　野太い、男のもの。

「……あんた。誰だ」

『先週の金曜日以来、って言えば分かるか？』

「──っ！」

　こいつ、遠とお山やまさんの……。

　いやそれよりもだ。

「どうして柊木の携帯を……」

『そりゃ、ここに本人がいるからだよ。俺たちの高校に乗り込んできたんだ。もう柳やなぎ戸とに嫌がらせをするのは止やめろってな』

「柊木が……？」

『ああ。利用できそうだったんでな。一応身柄を拘束させて貰もらった』

「身柄を……って。お前、何てことを！」

　立派な犯罪じゃないか！

『別にどうこうするつもりはねえよ。大事な人質だしな。もっとも、お前らが俺の言うことを素直に聞く限りはだが』

　男は鼻で嗤わらうと、

『本来は柳戸に直接連絡を取るつもりだったんだがな。このスマホには家族とお前の連絡先しか入っていなかった』

「……それで僕に電話を掛けてきたのか」

『そういうことだ。柳戸は今、どこにいる？』

「あたしなら、ここにいるけど」

　希のぞ美みも電話口から漏れる声で相手が誰か気づいたのだろう。顔を上げ、鋭い目つきで僕の方を見据えながら言った。

『そうか。いっしょにいたのか。こりゃ手間が省けた。おい柳戸、聞いたぜ。お前、停学になったそうじゃねえか』

「おかげさまでね」

　希美は皮肉混じりにそう返した。

「あんたたちこそ、随分真しん吾ごを可愛かわいがってくれたみたいじゃん。このお返しはたっぷりとさせて貰うから」

『いいのか？　停学中に暴力沙ざ汰たを起こしたら、ただじゃ済まないだろ。それこそ退学になってもおかしくないはずだ』

「──っ」

『ははは！　やっと自分の立場が分かったか。お前らはもう詰んでるんだよ。人質を取られた時点でな』

　男は哄こう笑しようすると、

『今から山の麓ふもとにある廃病院まで来い。おっと。間違っても通報はするなよ。人質の身の安全を思うのならな』

「待て！　柊木ひいらぎは本当に無事なのか？」

『ふん。そこまで言うなら確かめさせてやるよ。おらっ』

　少しの沈黙があって、

『……[image: ]あし屋や君』

　柊木の震えた声が聞こえてきた。

『ごめんなさい。私、自分なりに柳やなぎ戸とさんの助けになりたくて。だけど、結果的にあなたたちに迷惑を掛けてしまった……』

「謝る必要なんてないよ」

　僕は柊木にそう告げる。

「ありがとう。希のぞ美みのために動いてくれて。必ず助けにいくから。何も心配せずにそこで待っていて欲しい」

『……[image: ]屋君。ありがとう。待ってるから』

「じゃあ、また後で」

　僕は電話を切ると、希美の方を見やる。

　希美は呆あきれたように言った。

「ほんと、あいつらどこまで卑ひ怯きようなんだか。美み月つきを人質に取って、抵抗できないあたしをボコろうって魂胆なんでしょ」

　人質を取られている上に、希美は停学期間中なんだ。手を上げてしまったら退学処分を喰くらってしまうかもしれない。職員室で受けたあの対応からして、正当防衛だという言い訳も通じない可能性がある。

　かと言って警察に通報すれば、柊木の身が危ない。

　八方ふさがりだ。

「ま、しょうがないか。[image: ]屋は留守番してて。一人で行ってくる」

「バカ言うなよ！　そんなの頷うなずけるわけないだろ！」

　希美が傷つきにいくのをみすみす見過ごせるわけがない。

「けど、二人で行っても被害が大きくなるだけでしょ。元はと言えばあたしが中学時代に連中の恨みを買ってたせいもあるし」

　希のぞ美みはそう言うと、

「自分の過去のツケは、自分で払わないとね」

「希美……」

「あいつら、あたしにどこに来いって言ってた？　早く行ってあげないと、これ以上美み月つきに怖い思いはさせられない」

　希美を行かせたら、間違いなく危険な目に遭わせてしまう。

　身体からだも、心もズタボロになる。

　もしかすると再起不能になってしまうかもしれない。

　そうなるくらいなら──

　ごめん。希美。

　僕はしばらく黙り込んだ後、嘘うそを吐ついた。

「……駅前の近くにある、廃ビル。そこに来いって」

「おっけー。分かった」

　希美は頷うなずくと、僕を安心させるために微笑ほほえんだ。

「大丈夫。心配しないで。ちゃんと帰ってくるから」

　そしてぽんと僕の肩に手を置くと、廊下へ出て行った。

　扉が開く音を聞いてから、僕は花はな宮みやへと電話を掛ける。

『はい。優ゆう太たさん。どうかしましたか？』

「今日もまた、ゲームセンターにいるのか？」

『もちろんです。コインゲームを楽しんでるところです。今ちょうど、ジャンクポットに入って激熱な状況なんですよ』

「あのさ、もうすぐ駅前近くの廃ビルに希美が来ると思うんだ。だからしばらくいっしょにいてやってくれないか。できれば監視カメラがあるような場所がいい。希美がその時間のアリバイを証明できるように」

『それは構いませんけど。何かあったんですか？』

「うん。ちょっと」

『希美さんのために動いてるんですか？』

「ああ」と僕は言った。

『そうですか』

　少し間があって、

『あんまり無理はしないでくださいね』

「善処するよ」

　僕はそう答えると、電話を切った。

　──これでよかったんだ。

　希のぞ美みを守るためには、嘘うその場所を教えるしかなかった。

　待ち合わせ場所には僕一人で行く。危険なのは重々承知だったけど、でも、今はそれ以外に方法が思い浮かばない。

「無理はしないでください、か……」

　無理をしないと、解決しないんだよ。そんな泣き言を漏らしてもどうしようもないことは分かっていた。




　山の麓ふもとには、地元で有名な廃病院が建っている。

　閉鎖したにも拘かかわらずずっと取り壊されずに残っているそこは、工事をしようとすると作業員の人が立て続けに不幸に見舞われるらしい。

　そんなどこにでもある都市伝説に塗まみれたその場所は、今やすっかり地元の不良の溜たまり場になっていた。作業員の人は追い出すくせに不良を追い出そうとしないのは幽霊が生前僕のような陰キャラで萎い縮しゆくしてしまっているからだろうか。

　ともあれ世の中、幽霊よりも人の方がずっと怖い。

　幽霊に恨まれても枕まくら元もとに立たれるくらいで済むけど、人間に恨まれると凝縮された悪意を持ってどこまでも追ってくる。

　──今の状況みたいに。

　僕は坂を上って廃病院へとやってくる。背後に森林を構えるそこは、まだ日暮れ前にも拘らず鬱うつ蒼そうとしていた。

　……それにしても不気味な場所だ。ここなら誰かが悲鳴を上げても、周りに人がいないから気づいて貰もらえることもない。

　正面扉の前には見張りの男が二人立っていた。

「おい、柳やなぎ戸とはどうした」

「ちょっと事情があって。とにかく中に通してくれないか」

　男たちは顔を見合わせた後、僕が武器を持ってないかどうか検査した。丸腰であることを確認するとついてこい、と言ってきた。

　両開きの扉を開けると、そこには広々とした空間が開けていた。

　かつてはロビーがあった場所だろう。

　ソファや植木鉢など、本来あったであろうものは全すべて撤去されていて、太い柱の他は剥むき出しのコンクリートの床が延々と広がっていた。

　奥の方の床に倒れている人影が見えた。

　目を凝らす。

　柊木ひいらぎが後ろ手に縛られた状態で転がっていた。

「柊木ひいらぎ！」

「あ、[image: ]あし屋や君……」

　僕を見上げる柊木の目に、いつもの気丈さはない。不安だけが凝り固まって、今にも泣き出してしまいそうに弱かった。

　……でもよかった。見たところ外傷はなさそうだ。

　今すぐ助けだそうとした時だった。

「おおっと、動くんじゃねえぞ」

　薄うす暗くら闇やみの奥から声が響いて、ぬうっと人影が現れる。

　金色のオールバックに、ぎらついた目。以前希のぞ美みに蹴けられたダメージがまだ残っているのか頭には白い包帯を巻いている。

　遠とお山やまさんの元彼がそこにいた。不機嫌そうな面で僕を睨にらむ。

「俺は言ったはずだがな。柳やなぎ戸とを連れてこいって」

「希美は停学期間中なんだ。これ以上問題を起こすわけにはいかない。だから代わりに僕が出向くことにしたんだ」

「……彼氏だから、か？　嗤わらわせるなよ」

「柊木を離せ」

　男は舌打ちすると、懐から折り畳みナイフを取り出した。開くと、冷たい刃先を柊木の首筋へと静かにあてがう。

「口を慎めよ。こいつを生かすも殺すも、全部俺次第なんだぜ。不用意な言葉は自分の首を絞めるだけってことに気づけ」

「……っ」

　こいつに人を刺す勇気なんてない。

　そう思っていても、万が一のことを考えると動けない。

「そうだ。じゃあ、こうするか」

　男はにやりと嗤うと、僕を見て言った。

「おい、柳戸の彼氏。俺とタイマンしようぜ。もしお前が勝ったら、そこに転がってる女を解放してやってもいい」

「えっ？」

「どうだ。受けるか？」

　周りにいた他の男たちが焚たきつけるように野や次じを飛ばしてくる。

　こいつは僕に負けるなんて、一ミリも思っちゃいない。

　見世物として僕を痛めつけようとしているだけだ。

　第一、僕は人生で一度も他人と喧けん嘩かなんてしたことがないんだ。殴り合いなんて格ゲーの中でしか経験がないし、生身の痛みをまるで知らない。喧嘩慣れした向こうからするとサンドバッグ同然だろう。

　止やめた方がいい。絶対に勝てない。

　そう頭では理解している。だけど──

「分かった」

　ここで引くわけにはいかない。柊木ひいらぎの身が懸かってるんだ。

「そうこなくっちゃな」

　男は愉たのしげに口元を歪ゆがめた。手招きしてくる。「出てこいよ」

　促されるまま、前へと踏み出す。

　僕たちは五メートルほどの距離を開けて相対した。

　仲間たちがリングを作るように、円状に取り囲む。

「どっちかが参ったって言ったら終わりだ。いいな？」

「……ああ」

　僕は頷うなずいた。

　やるしかない。やるしかないんだ。

　そして、一瞬の静寂が流れた後だった。

　男は地面を蹴けると、力強く踏み込んできた。えっ!?　一歩の幅が大きい。あっという間に距離を詰めてこられる。

　風を切って拳こぶしが飛んできた。

「──っ!?」

　咄とつ嗟さにガードしようとしたけど、間に合わない。

　鼻っ柱にがつんと一発貰もらう。

　目が眩くらむ。世界が揺れる。意識がブラックアウトしそうになる。気づいた時には仰あお向むけに倒れて天井を仰いでいた。

　な、なんだ……!?　まるで反応できなかったぞ。

「さっさと立てよ。まだまだ終わらせねえぞ」

　男はファイティングポーズを取って、挑発してくる。

　鼻がひしゃげたように痛む。さらりとした液体が流れてくる。手の甲で拭ぬぐうと、赤い血がいっぱいに広がっていた。

　くそっ。立たないと……。闘わないと……。

　床に手をついて起き上がろうとした瞬間、今度は鳩尾みぞおちに蹴りを喰くらった。身体からだがくの字に折れ曲がるほどの威力。

「あ……がっ……」

　息が、全身の血流が止まったかと思った。

　腹を押さえながら、膝ひざから崩れ落ちる。蹲うずくまる。

　痛い。痛い。痛い。

　蹴けられたことで刺さった鈍い痛みの棘とげは、抜けるどころか時間が経たつほどに身体からだの芯しんへと食い込んでくる。呼吸が出来ない。

「おらっ！　さっきまでの威勢はどうしたよ！」

　サッカーボールキックが飛んでくる。

　僕は頭を抱えながら、ダンゴムシのように丸まって痛みに耐えた。蹴られる度に呻うめき声ごえをこぼしながらこの時間が終わるのをひたすらに待つ。

　ダメだ。実力が違いすぎる。こんなの万に一つも勝ち目なんてない。

　頬ほおにひんやりとしたアスファルトの冷たさを感じながら、自分の喉のどから漏れる呻き声をどこか他ひ人と事ごとのように聞いていた。

「お前を完膚無きまでに痛めつけてから、その写真を柳やなぎ戸とに送りつけてやるよ。そしたらすぐにでも飛んでくるだろうな」

　男は口く調ちように嗜し虐ぎやく的な色を滲にじませる。

「柳戸が来たら、今度はあいつの番だ。二度と生意気な口が利けないように、ここにいる連中で散々玩具おもちやにしてやるよ。それもお前の目の前でな。柳戸が今まで大切に積み上げてきたものを全部ぶち壊しにしてやる」

　周りのギャラリーから耳を塞ふさぎたくなるような汚い笑い声が起こった。

「……どうして、お前はそこまで希のぞ美みに執着するんだ」

「この傷の借りがあるからな。夜な夜な疼うずくんだよ。きっちりお返ししてやらないと収まりがつかねえ。だが、それ以上に俺たちは柳戸が許せねえんだよ。昔、あれだけ荒れてた奴やつが今は進学校に通ってのうのうと過ごしてることがな」

　男は瞳ひとみに粘っこい光を浮かべた。

「俺たちは、所しよ詮せん落ちこぼれだ。失うもんなんてねえ。だから、どこまでも柳戸の邪魔をして引きずり下ろしてやるんだ」

　……こんな奴らのせいで。こんなくだらない奴らのせいで、希美は未来を奪われて人生をめちゃくちゃにされようとしてるのか。

「……けるなよ」

「あん？」

「ふざけるなって言ってるんだ！」

　気づけば、思いの丈を吐き出していた。

「お前らと希美の間にどんな因縁があったのかは知らない！　だけど希美は今を一生懸命生きようとしてるんだ！　毎朝妹を保育園まで送り届けて、放課後は家計を助けるためにアルバイトに励んで、夜は大学に行くために勉強して……後悔してる過去の分を取り戻すためにも必死に前に進もうとしてるんだよ！」

　なのに──

「落ちこぼれって言葉に甘えて何もしてなかったお前らみたいな奴やつが、頑張ってる希のぞ美みの足を引っ張るような真ま似ねをするな！」

　希美はかつて、手のつけられない不良だったのかもしれない。たくさんの人を傷つけて恨みを買ってきたのかもしれない。それはいくら悔やんでも、嘆いても、決してなかったことには出来ないのかもしれない。

　でも、それを礎いしずえとして前に進むことはできるはずだから。

　少なくとも、希美はそうしているから。

　だから、懸命に前へ前へと進もうとしている希美の足を、こいつらみたいな過去の呪じゆ縛ばくが捉とらえようとするのなら。

　僕がそれを断ち切って見せる。

「うわああああああああああっ！」

　自分を奮い立たせるために、叫ぶ。

　僕は跳ねるように起き上がる。地面を蹴ける。雄お叫たけびを上げたまま、驚いた表情を浮かべた男の足元へとタックルをかました。

「──うぉっ」

　油断していたのだろう。

　体幹がぐらついて、そのまま後ろへと倒れる。

　チャンスだ。

　僕は男が仰あお向むけに倒れると共に、その上に馬乗りになった。

「うあああああああっ！」

　ひたすらに殴る。殴る。殴る。感情の迸ほとばしるままにひたすら右腕を振るう。

　拳こぶしに嫌な感触が伝わってくる。泣きたくなるほど痛い。手の甲が剥はげそうだ。それでも一いち縷るの勝機を手繰り寄せるために殴打する。

　次の瞬間、視界に火花が散った。

「──っ!?」

　なんだ!?

　少し遅れて、頭突きされたんだと気づいた。

「て、てめえ……もう許さねえぞ」

　男は鼻と口から血を流しながら、瞳ひとみに殺意の光を浮かべていた。

　次の瞬間、懐から折り畳みナイフを取りだそうとする。

　──まずい！

　僕は咄とつ嗟さにナイフを持った男の腕を押さえて奪い取ろうとする。だけど、向こうはそうされまいと必死に抵抗してきた。

　馬乗りになった僕の両手と、下敷きになった相手の片手。

　力はちょうど均衡していた。

　ナイフの刃先はちょうど、真上を向いたまま停止している。鋭利さに宿った無機質な光がどうしようもなく恐こわい。

「奪ってやるよ……お前らから……何もかもを！」

　男の殺意に充みち満みちた瞳ひとみを見た瞬間、ふと胸の中に不安が過よぎった。

　そうだ。ここで僕がもし喧けん嘩かに勝ったとしても、きっと状況は変わらない。こいつが柊木ひいらぎを解放して僕たちを無事に帰してくれる保証なんてない。むしろ約束を反ほ故ごにされて周りの仲間たちと徒党を組んで袋だたきにされる可能性の方がずっと高い。

　それに何より、根本的な問題が解決しない。

　希のぞ美みはこの後もずっと、こいつらに付け狙ねらわれる。平穏に暮らしていても、常に暗い影に怯おびえながら生きていかないといけない。

　どうすれば……。

　どうすればこの負の連鎖を断ちきることができる？

　その時、視界に飛び込んできたのはナイフだった。ちょうど真上を向いたまま停止した刃先の無機質な光を見た瞬間、閃ひらめいた。

　そうだ。これしかない。

　僕は覚悟を決めると、男の腕を押さえる手に力を込めた。馬乗りになったまま、腹部をナイフの刃先へと近づけていく。

「おい、お前……何やってんだ……」

　男は突然の僕の行動に、理解が及ばないようだった。

「見れば分かるだろ。ナイフで刺されようとしてるんだ」

「なに!?」

「お前に僕を刺させて、刃にん傷じよう沙ざ汰たにするんだ。柊木を誘拐してるこの状況だ。お前たちは間違いなく逮捕される。警察も、学校だって黙っちゃいないはずだ。そうすればお前たちは目をつけられて今後は希美に手を出せなくなる」

「ああ!?」

　男は奇異なものを見るように、僕を見ていた。瞳の中に浮かんだ怯えを隠すように口元をつり上げて嘲ちよう笑しようを滲にじませた。

「へ、へへ。はったりだ。ナイフで刺されるのがどれだけ痛いか知ってんのか？　ろくに喧嘩もしたことがない奴やつが痛みに耐えられるわけ……」

「できるよ」

　僕は間髪入れずに言った。

「刺された後は時間を飛ばせば良いから。嫌なことや痛いことから逃げるのは、僕の一番の得意分野なんだ」

　そう──。

　スキップ能力を使えば、痛みを感じずに済む。過程を飛ばして、刺された後という結果だけを得ることができる。

　だからこそ、こんな芸当ができる。

「時間を飛ばす……？　お前、イカレてるんじゃねえのか!?」

　男はもう怯おびえを隠そうともしなかった。

　僕はずっと希のぞ美みの為ために何もできなかった。

　捨て猫の引き取り主をいっしょになって探したのも、体育祭の種目決めで希美をリレーの選手に推薦するために皆に訴えかけたのも。

　全部、僕じゃない僕がしたことだ。

　だったら、今度は──

「おい！　バカ！　止やめろ！」

　止めない。僕は未来へ進むって決めたんだ。

　大きく息を吸うと、腹を括くくった。身体からだを後ろに反らすと、勢いをつけて全体重をナイフの刃先へとぶつける。

　ズン、と腹部に重い衝撃がかかった。

「──っ……」

　目玉が飛び出そうになった。

　尋常じゃないほど巨大な痛みの本流が、今まさに噴き上げようとする──その瞬間に僕は頭の中で強く念じた。

　──時間よ飛べ！

　カチッ。その瞬間、スイッチが切り替わるような音が聞こえた。

　この選択が正しいのか、それとも間違いなのかは分からない。もしかすると取り返しのつかないことをしてしまったかもしれない。

　ただ、僕は自分の頭で考えて、判断して、行動しようとした。

　責任を負う覚悟を持ってルールを破ることができた。

　目の前に広がっていく血の色を見て、赤信号みたいだな、と思った。僕はあの日、躊ちゆう躇ちよして渡れなかった交差点を渡ることができたんだ。

　静かな満足感と共に、ぷつり、と意識の糸が途切れた。





[image: ]







　ぬばたまの闇やみの海をたゆたっていた。

　僕はどうなったんだろう。もしかして、死んでしまったのか？

　そんな不安に包まれていると一条の光が差し込んできた。

　たぐり寄せるように、泳ぐ。

　海と地上の境界線が近づいてくるにつれ、徐々に意識が鮮明になってくる。

　ようやく顔を出したと思った瞬間、目が覚めた。意識を取り戻すと、病的なくらい漂白された天井が視界に映っていた。

　背中に柔らかい感触がある。

　どうやら、ベッドに仰あお向むけに寝転がっているようだ。

「あ、目が覚めたんですね」

　花はな宮みやの顔が覗のぞき込んできた。

「ここは……」

「病院です。優ゆう太たさんは廃病院から運ばれてきたんですよ。お腹なかを刺されて、丸一日意識が戻らなかったんです」

「丸一日……」

　ってことは、上う手まくスキップできたのか。

　飛びすぎることもなく、およそ狙ねらった時間に意識を着地させられた。

　僕は入院中の患者さんが着る、薄青色の病衣を着ていた。服を捲まくり上げると、腹部には包帯が巻かれている。

「優太さん、まだ痛みますか？」

「うっすらとは痛むけど、もうほとんど収まってるよ」

「そうですか。……どれどれ。えいっ♪」

「うぎゃああああああ！」

　患部を指でつつかれて、尋常じゃない痛みが走った。

「ふふっ。冗談です♪」

「いや、冗談じゃなくて！　もう事後だから！」

「優太さんの痛がってる顔、見たかったんです」

「このドＳめ……」

「それにしても優太さん、運がいいんですね。刺された箇所が後数ミリ違ったら、内臓が傷ついて後遺症が残ってたかもしれないそうですよ」

「マジか……」危ないところだった。「まあ、僕は悪運が強いから」

　人の運のパーセンテージというものは決まっていると僕は思う。

　良いことが起これば、悪いことが起こる。その割合は一定だ。だから僕は余計なところで運を浪費したりしない。貯蓄しているのだ。大事に至らなかったのは、運の貯蓄を切り崩したからに違いない。たぶん。

「なあ、花はな宮みや。それより柊木ひいらぎはどうなったんだ？　無事なのか？」

「はい。救急車を呼んだのも彼女ですから」

「そうだったのか……。よかった」

　本当に。

「じゃあ、不良たちは？」

「優ゆう太たさんが倒れた後、逃げ出したそうですけど……柊木さんが証言してくれたおかげで揃そろって捕まったそうです」

　あいつら、捕まったのか。まあ誘拐したんだしな。

「ただ、捕まった人たちは優太さんを刺してないって。あいつは自分で自分を刺したんだって言い張ってるそうですよ」

　……その点に関しては、不良たちの言い分が正しい。

　僕は自分で、自分を刺したんだ。

「たぶん、優太さんも後で警察の方から事情聴取されると思います。まあ、自分で自分を刺す動機なんてないって言っておけば大丈夫ですよ」

「その言い方からすると……花宮は全部知ってるのか？」

「はい。柊木さんに聞きました。希のぞ美みさんに手を出させないために、自分の腹をナイフで刺させたんですよね？」

「ああ」僕は頷うなずいた。

「無む茶ちやしますね。でも、もう大丈夫です。捕まった方々も、優太さんみたいに頭のねじの外れたことをする人がいると知ったなら、そうそう手は出してこないと思います。それに前科がついたというのもありますし」

　胸のつかえが取れたような心地になる。

　結果的には、全すべてが上う手まいこと収まってくれたようだ。

「ただ──希美さんは怒ってましたよ」

「え？」

「当然です。優太さんは希美さんに嘘うその呼び出し場所を伝えて、全部自分一人だけで解決しようとしたんですから」

「いや、でも、そうするしかなかったんだ」僕は言った。「あのまま行かせてたら、希美が危険な目に遭ってたから」

「だから、優ゆう太たさんが自分の身を犠牲にした、と」

　僕は頷うなずいた。

「優太さんは少し、希のぞ美みさんのことを誤解しているみたいですね」

「誤解？」

「優太さんが傷ついて、希美さんが何も思わないと思いますか？　優太さんが受けた身体からだの傷以上に心を痛めていましたよ」

　あ……。

「覚悟しておいた方がいいですよ。希美さんが妹さんの送迎から帰ってきたら、こってり絞られるでしょうから」

　花はな宮みやは楽しそうに微笑ほほえんだ。「それこそ、お腹なかにナイフを刺されるよりも痛い目を見ることになるかもしれませんね♪」

　希美の鮮烈なハイキックを思い出して、身震いがした。

　マジか。死んじゃうかもしれない。

　今のうちに、許して貰もらえる謝罪の言葉を考えておかないとな──と思ったところで病室の扉が開けられた。

「由ゆ利り。[image: ]あし屋やの容態はどう──って、あ」

　制服姿の希美が、病室へと入ってきた。上半身を起こしていた僕の姿を見ると、瑠る璃り色の目を大きく見開いた。

　どさり、と手に持っていた通学鞄かばんが落ちた。

　いったい何を言われるだろう。怒鳴られるだろうか。呆あきれられるだろうか。平手の一発でも貰うかもしれない。

　けれど、希美の反応はそのどれでもなかった。

「……よかった」

　口元を手で押さえて、嗚咽おえつを堪こらえていた。

「……[image: ]屋が目覚めなかったら、どうしようかと思った……」

　瞳ひとみからは、ぼろぼろと涙が溢あふれ出す。

　耐えきれなくなったように、僕の身体をぎゅっと抱きしめてきた。溜ため込んでいた不安を吐き出すように肌を合わせてくる。

「……ばかっ。[image: ]屋のばかっ。あたしがどれだけ心配したと思ってんの。もう二度と会えなくなるんじゃないかって……」

「……ごめん」

　僕は素直に謝った。

「……希美はずっと、今回のことを自分一人で抱え込もうとしてたから。どうしても力になりたかったんだ。過去をいっしょに背負いたかった」












　希のぞ美みは泣きじゃくりながら僕をぎゅっと抱きしめていて、そのせいで包帯の下にある傷が痛んだけど、でも、胸の方がもっと痛かった。

　ああ──

　もう二度と繰り返さないって決めたはずなのに。

　僕はまた、希美を泣かせてしまったんだな。




「[image: ]あし屋や君、改めて退院おめでとう。思ったより傷が深くなくてよかったわ」

　学校からの帰り道、僕の隣を歩く柊木ひいらぎが言った。

　僕はあの後、すぐに退院することができた。無事に学校にも復帰して、少しずつ元通りの日常へと回帰しつつある。

　だけど、希美はまだ停学期間中だった。

「私が早まった行動をしたせいで、あなたに迷惑を掛けてしまった。入院までさせてしまったこと本当に申し訳なく思ってる」

「いいよ。もう、終わったことなんだし」

　結果的には上う手まく収まったんだ。

「ありがとう。そう言って貰もらえると、楽になるわ」

　柊木はそう言うと、

「以前、柳やなぎ戸とさんが言っていたでしょう。学校は当事者じゃないから一生徒の問題にまで関かかわるつもりはないって」

「うん」

「結局、彼女の言うとおりだった。柳戸さんの落書きの件に対して、学校は何一つまともに取り合おうとしてくれなかった」

「……そうだな」

　小さな交差点の信号が赤になるのを見て、立ち止まる。

「[image: ]あし屋や君。私ね、生徒会長になろうと思うの」

「え？」

「今の学校が生徒を守ってくれないのなら、私が皆を守ってみせる。だからそのためにも生徒会長になって学校を内側から変えるの」

　柊木ひいらぎはそう言うと、

「私はやっぱり、この学校が好きだから。生徒たちのことも。だから、皆が安心して学校生活を送れるように闘うわ」

「柊木……」

「もちろん」柊木は僕の顔を見据えると、優しく微笑ほほえんだ。「あなたも私が大切に思う人たちのうちの一人よ。[image: ]屋君」

　それは今まで見た中で、もっとも柔らかな表情だった。

　何より魅力的で、綺き麗れいだった。

　思わずどきりとしてしまうくらいに。

「お互い、頑張りましょう」

　柊木はそう言うと、誰もいない交差点へ一歩を踏み出した。夕暮れの中、点滅する信号の赤色がやけに鮮やかに映った。

　──僕も柊木に負けてられないな。

　心の中で呟つぶやいた時、希のぞ美みからのメッセージが届いた。

『もう学校終わった？』

『うん。今希美の家に向かってるところだよ』

『分かった。じゃあ、手料理を準備して待ってるから。期待しといて。[image: ]屋の好きなものいっぱい食べさせてあげる』

　そう。

　今日は希美の家で、僕の退院祝いをすることになっていた。

『あ、そうそう。訊きくの忘れてた。[image: ]屋がこの前、あたしに隠し事してたってやつ、あれいったい何だったの？』

『全部話すよ。直接、自分の口から』

　僕は希のぞ美みの指示で女子更衣室に侵入して、遠とお山やまさんの制服を探しているところを柊木ひいらぎに見つかって変態扱いされてしまったんだ。

　そう正直に話したら、希美はどんな顔をするだろう。

　笑うだろうか。それとも呆あきれるだろうか。

　どっちだっていい。今はとにかく希美と話がしたかった。過去でも、現在でも、未来についての話だっていい。

　僕は希美の顔を一秒でも早く見たくて、腹部が疼うずくのを感じながらもそれでも、懸命にアスファルトの上を走った。走り続けた。





あとがき




　お久しぶりです。樫かし本もと燕つばめです。

　一巻が発売してからたくさんの感想を拝見しました。

　お褒めの言葉もあれば批判の言葉もあり、一つの物語の受け取り方でもこうも意見が分かれるのだなあと驚きました。

　どの意見もとても興味深く、またありがたかったです。

　ところで僕が本を出したことを知った友人は、皆決まって「マジ？　焼肉奢おごってよ」と言ってくるのですが、これはなぜ焼肉なのでしょう？　お祝い事があったら焼肉を食べるというのが人類の共通認識なのでしょうか？　僕は「〇〇奢ってよ」の言葉で焼肉以外の食べ物を口にする人を今まで目にしたことがありません。

　これは一種の決まり文句なのでしょうか？　ベジタリアンの人であっても、友人が本を出した時には「マジ？　シーザーサラダ奢ってよ」ではなく「マジ？　焼肉奢ってよ」と言わなければならないものなのでしょうか。ここで自分の嗜し好こうを反映させた食べ物を口にしようものなら自己承認欲求が強すぎる、そんなところで個性を見せるな、と批判を受けてしまったりするのでしょうか。

　だとすれば、息苦しい世の中ですね（適当なまとめ）。




　では、ここからは謝辞を。

　担当編集のＴ様。二巻も色々と助けて頂きました。

　イラストのぴょん吉きちさま。今回も素敵なイラストありがとうございます。心が折れそうになった時にはキャラのイラストを見て和なごんでおりました。

　ファンレターを下さった方々、ありがとうございました。このＳＮＳ文化全盛の時代に直筆でお手紙を頂けるとは思っていなかったので、とても驚きました。暖かいメッセージを読んで本当に励まされました。中にはキャラの似顔絵イラストを描いてくださった方もいて、絵心のない僕としては「うっま……」と感心することしきりでした。僕は人の顔を左向きでしか描けませんので（下手な奴あるある）。

　また本作の出版に関わってくださった皆様にも熱くお礼申し上げます。例の如ごとく僕一人では何もできませんでした。

　そして何より──この本を手に取ってくださったあなたに特別の感謝を。本作を楽しんで頂けたのならこれに勝る喜びはありません。

　それでは。















特別付録　書き下ろし短編「希美×優太」








希美×優太






「ねえ。[image: ]屋の子供の頃のなりたい職業って何だった？」

「幼稚園の頃は住宅案内の看板を持つ人。椅子に座ってるだけでお金が貰えるなんて最高じゃないかって考えで」

「あははっ。ほんと、ブレないね。普通、幼稚園児だったらプロスポーツ選手とかパイロットになりたいとか言うもんじゃない？」

「確かに周りの皆はその夢を掲げてる人が多かったような。……ちなみに希美は幼稚園の頃は何になりたかったんだ？」

「ふふ。ケーキ屋とお嫁さん。笑っちゃうくらい普通でしょ。十人中七人くらいはあたしと同じ夢を掲げてたと思う」

「確かに幼稚園児の女子は皆、ケーキ屋か花屋さんのイメージがあるな」

「でもさ、高校生になる頃には誰もそんなことは口にしなくなるでしょ。皆、どこで考えが変わるんだろうって不思議に思わない？」

「大きくなって、世の中を知るからじゃないか。花屋やケーキ屋より公務員の方が堅実で稼ぎもいいと悟るんだよ……」

「うーん。何かちょっと寂しいね」

「希美はまだなりたいものは変わってないのか？」

「んー。ケーキ屋さんに憧れはあるけど……今はもういいかな。それにほら、あたしは家族を養わないといけないし」

「稼ぎのいい仕事が優先ってことか」

「そゆこと。そのために勉強してるんだし」

「なるほど」

「でも、もう一つのなりたいものは諦めてない」

「っていうと」

「素敵なお嫁さんになること。子供の頃に見た、憧れのウエディングドレスを着てバージンロードの上を歩くの」

「で、神父の前で誓いのキスをするわけだ」

「そう。──こんなふうに」

「う、うわっ!?　いきなりは心臓に悪いって！」

「あははっ。本番の時、そんなてんぱってたら恥かくでしょ？　だから、今のうちに練習して慣らしといた方がいいかなって」
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